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【はじめに】



　こちらは「謀略の夜に抱かれ」の番外編集になります。



　本編後のエピソードに加えて幼年学校・士官学校時代のエピソードが入り乱れます。



　実充さねみつは一九〇〇年生まれの設定なので、一九○○←この○○の部分がだいたい彼の年齢と考えて頂けると読みやすいと思います。

















第一話　実充の新しい軍服――１９２９年・東京市











　昭和初頭の軍縮期――一九二〇年代は、いわゆる『青年将校文化』が最高潮だった時期でもある。



　服装に気を遣ったり、妙なセンスを「自己主張」と云い張りたがる点では、戦前の若者とて現代と同様だ。



　時節で言うなれば、とりわけ昭和の新時代である。平和な内地の陸軍将校たちにもファッショントレンドの波なるものが押し寄せた。



　当時の二十代、若い将校たちの間では、それまではほとんど画一化されていた軍帽衣袴や軍装品（私物）を、自分流に仕立てたり、既製品を改造したりして着こなすのが流行っていた。



　一般兵卒の軍服が国からの支給品であるのと異なり、准士官以上の将校の軍装関係は『ほぼ自腹』であったから、青年将校たちは軍紀から逸脱しない程度に軍服をアレンジして楽しんでいたようだ。



　当時のおしゃれ軍服が一体どういう物だったのかというと、大体こんな感じである。



　立襟を高くして首長に見せ、ウェストは細く絞り、ポケット上部の雨蓋（布カバー部分）は小さくし、上衣の丈はやや短めにして足をなるべくすらりと見せる。短袴ズボンは太もも部分の膨らみが大きく、膝から下はキュッと窄まって黒長靴ブーツに収めやすいもの。全体的に余分な布地のない、タイトなシルエットとなる。



　軍帽に関して云えば、それまで主流であったロス式（襠幅まちはばの一定な、控えめな形）から『チェッコ式』と呼ばれる、天前部が高くとんがった大きな物が流行りはじめ、目庇ひさしも小さめで、鋭くした形のものが流行った。



　これは当時のドイツ軍など外国軍の軍装の影響が多大だったと云われているが、こうした派手な軍服の改造は、古参の老齢将校たちからはやはり〝けしからん〟と思われていたようである。



　華美な軍服を率先して着こなし、青年将校文化を牽引したのは当時の宮家の若い男子らと、それを囲む華族士官らであった。（皇族の男子は陸海軍いずれかに入るしきたりであったため、昭和初期にはけっこう多くの皇族男子が陸軍で奉職しておられた。華族の直系男子も〝義務〟ではないものの陸海軍で奉職するのが望ましいとされていた）



　南泉男爵家の跡取りである南泉郁巳も、〝陸軍きっての軟派男〟の異名を持つとおり、例によってそうしたトレンドの先端をゆくおしゃれ軍人だったのである。







　その南泉郁巳に言わせると、



「実充さねみつ、お前の軍服の着こなし方は全然なってない。流行遅れだ」



ということのようだ。



　一九二九年一月。永田町。陸軍省敷地内にある陸軍参謀本部、将校用食堂にて。



　年末に帰国して実家へ三年ぶりとなる里帰りも済ませ、年も改まって心機一転、支那課勤務に精を出そうとしていた矢先の、南泉のこの一言であった。



　実充はカチンときて、口にほおばっていたカレーうどんを呑み込み終えると、箸を、向かいに座る南泉に突きつけた。（※海軍カレーの存在が現代では有名だが、じつは陸軍カレーというものも存在していた。現代のカレーライスとはだいぶ異なり、カレースープに近い仕様で、それを白飯にかけた汁メシが「ライスカレー」として兵食に賄われていた。実充の食べているカレー饂飩うどんは、そこから派生した人気の陸軍メニュウ。将校も食べていた）



「うるさいぞ南泉。笑止にも程がある。俺に云わせると、格好がどうだのと気にしてばかりいる貴様の方が腑抜けなんだよ。軍人は格好じゃねえ！」



「服装ぐらいは凝らなきゃ軍人なんてやってられないだろ、このご時世」



などと南泉は表立って口には出さぬものの、そう云いたげな目で実充の、なんの変哲も工夫もない制式品の軍服をじろじろと眺めまわした。腰やそで等、布地がだぶだぶと余っているのはそれこそ物資の無駄遣いだといわんばかりに。



　この軟派男はその日も、腰の線がくっきり浮き出るタイトなあつらえ品の軍服を嫌味なほど颯爽と着こなしている。頭のてっぺんから爪先まで全てが特注品だから相当金がかかっているに違いない。少なくとも上半身（軍帽、軍衣、白シャツ、徽章、革ベルト）だけで実充のひと月分の俸給以上は確実にかかっているはずだ。



　そして今、南泉が食しているものはといえば、将校用食堂のその日の昼献立のカレー饂飩などではなく、自腹で外から出前を頼んだどこぞの料亭の松花堂弁当なのであった。将校が昼食に出前を頼むのは別に軍規違反ではないのだが、目の前でそれをやられると嫌味なこと極まりない。育ちが違うということか。



　しかし陸幼～陸士の約八年間、市ヶ谷台のあの学舎で同じ釜の飯を食ってきたというのに、肝心の味覚が実充ら一般人と同じ質まで低下していなかったのはさすがというべきなのか、どうなのか。



「お前は外地生活が長かったから今の流行に詳しくないのも頷けるが、将校たるもの少しは見栄えを気にしないとな」



と南泉はこじつけのような事をいい、食べ終えた松花堂弁当に蓋をした。そして最初からこれを云いたかったのであろう、目論みの一言を実充にぶつけた。



「よし、実充、次の休みは空けておけ。麹町に行って、新しい軍服を見立てるのに付き合ってやる」



「付き合ってやる、じゃなくて貴様が勝手に見立てたいだけだろ！何を恩着せがましく。大きなお世話なんだよ。俺ぁ別に新品の軍服なんて今必要としてないんだから、麹町なんかにゃ行かねえからな！



　だいたいな、改造なんぞせずに制式品をそのまま着るのが一番正しい着方なのであって――」



　その手には乗るかとばかり、実充が断固たる口調でデートの誘いをことわろうとしたその時、南泉の背後に立ち、その肩を親しげに叩いてくる者があった。



「南泉中佐、久しぶり」



　振り返って相手を見た南泉は、椅子から立ち上がった。実充は相手の階級章を確認した。



　その男は実充と同じ陸軍大尉だった。どこかで見たことがある顔だ。



　実充は一瞬遅れて、中佐である南泉が相手を見てわざわざ立ち上がった理由に気づき、慌てて自分も席を立って直立した。



　相手はにこにこと実充を見ながら南泉に問いかける。



「南泉中佐、ええとこちらは――？」



「陸士時代の同釜の、柚木実充大尉であります。こいつは駐在武官職で三年ほど北京に居ましたが年末に帰国したばかりです。――柚木大尉、こちらは私と共に陸大で学んだ、賀院宮恒久殿下だ」



　なんと相手は案の定、宮様だった。薄っすらと見覚えがあったのは、恒久殿下が陸幼の二期下だからだ。学年が違っても皇族の子弟は学舎の中では目立つ存在なので実充も顔をなんとなく覚えていた。ただ、向こうは学年違いの実充をいちいち覚えてはいないだろう。



　陸幼本科を出てからはお見かけしなかったので約十年ぶりだ。記憶も当てにはならないものである。



　紹介を受けて、実充は背筋を張って敬礼する。



「柚木であります。一月より情報部･支那課員であります」



「貴君は民国帰りかぁ。年末の帰国というと、北伐戦の処理であっちは大変だったろう」



「ええ、まだ安定というには程遠い情勢です」



　宮様は気さくな人柄のようで実充にも衒てらいなく雑談を向けてくる。南泉の寝台戦友、おまけに自分と同じ階級ということで親近感を持たれたようだ。



　それでひとしきり支那情勢などの会話を交すうちに、南泉が入ってきて恒久殿下に、



「そうなんです殿下。それで今、最近の軍服の流行の話をしていて。こいつが三年の外地生活のおかげで最新の流行にさっぱりついて行けなくなったと言うので、自分が新しい軍服の見立てを手伝ってやろうと申し出たのですが、悪いからいい、などと断られてしまって」



　……おいおいおい。会話の内容が激しく捏造されてねえか。



　実充は南泉をギロっと睨んだのだが、南泉同様上から下までピチピチのオシャレ軍装品一式で身を固めた殿下はウンウンと頷いて、実充のだぶっとした〝イケてない〟軍服姿を一瞥し、納得の息を吐いた。



「柚木ゆぎ君、南泉中佐のお見立てなら損をすることはないだろうと思うよ。自分も昨年新しい車を購入した際に、車に詳しい南泉中佐に色々と助言してもらって、結局クライスラー・プリムスに決めたんだよ。毎日乗っているけどあれはいい車だ。つまり流行のことに関してなら彼に聞けば失敗はないということさ。貴君も、是非彼の助言を受けたまえ」



「は？　……はっ……」



　恒久殿下にそう云われれば実充はうなずくしかない。



「貴君が南泉中佐の手でどれだけ生まれ変わって来るか、次にお見かけするのを楽しみにしておくとしよう。



では南泉中佐もまた。春になって、気候が良くなったらまたドライヴの予定でも立てようじゃないか。君のロードスタァと今度こそ競争だよ」



　恒久殿下は親しげに南泉の背を叩くと、軽やかな歩調で食堂を出て行った。用ということはなく、どうやら顔馴染みの南泉に一声掛けたかっただけらしい。



「ホラ見ろ、殿下がお前の変身した姿を楽しみにしておられる。週末の予定はこれで確定だな、実充？」



「クソ南泉……覚えてろ。あんな話の振り方しやがって。ああなるに決まってるじゃねえか」



　恒久殿下を見送りつつ手をプルプルさせている実充の隣で、南泉は鼻歌でも歌い出しかねない表情だ。どうだもう断れまい、と云わんばかりの顔で、垂れた前髪を平然と弄んでいる。



（……もしかしてあそこで殿下に割って入らせたのも最初からの作戦だったり？　……いやいやまさか、そんなわけねえわな）



　この男といると、どうしても無駄な詮索をしてしまう。



　南泉はというと、極めつけに、憮然とする実充を横あいから覗き込み、茶目っ気たっぷりにべろんと舌を出してみせたのだった。いつもクールなこの男が上目遣いなどしてみせるのは稀だ。



　まったく貴様には敵わねーよ、と実充は溜息を吐いた。







　週末、麹町のフタハシという洒落た洋品店で採寸をした。さすが南泉男爵家の御用達というだけあって、これがけっこうな大店であった。表通りに面したショーウィンドウには、どう見ても華族のお嬢様しか着られないだろうとおぼしき洋装のドレスとか、南泉の私服にありそうなスラックス姿のマネキン等が飾られていた。



　ポマードで髪を後ろへ撫でつけた店主が揉み手をしながら現れて南泉と商談をし、事情を得て恭しく実充に差し向かう。上衣を脱いだ実充の総丈から肩幅、胸囲、腹囲、肩幅、股下など全身に亙ってすみやかに採寸を済ませた。



　うしろの椅子に座って長い足を組んでいる南泉は、来シーズンの春夏軍衣用の生地見本の束を一枚一枚めくりながら、されるがままになっている実充にねっとりした陰湿な視線を向けてくる。それも姿見越しなのだ。……完全にただの変態だ。実充は店主が店の奥に消えると慌てて上着を着た。



「ジロジロ見てんじゃねぇよ」



「別にいいだろう、減るもんじゃなし」



「そんな目で見られっと、減らねえモンでもなんか減る気がすんだよ！」



「けちな奴だな。背中ひとつ顕わにするだけでこんなに他人を興奮させることができるのは、ある意味誇れる才能だぞ実充。とはいえ、行く先々でその体を誇ってもらっちゃ私としては困るがな」



「興奮してんのは変態の貴様だけだろ」



　採寸だけで、のっけからこの調子なのだ。新しい軍服が出来上がった時など一体どうなるのか。嫌な予感を通り越して悪寒を覚えずにはいられない。







　その数日後に仮縫いのためまた駆り出され、そのまた二週間後に「軍服一式が仕立てあがった」と洋品店から連絡があり、三たび南泉に引っ張られて麹町まで足を運んだ。



　店の奥の仕立て室。



　軍帽から軍袴に至るまで、今流行りのタイトな青年将校スタイルに身を包んだ実充が試着室のカーテンの奥から出てくると、案の定南泉はハッキリと目に分かるほど顔色を変えた。いや、いつも冷静沈着を崩さないクールな表情は表面上そのままなのであるが、目の奥の異常な光で、実充にはこの男の興奮が沸点に達したことが分った。



　南泉がわずかによろけ、脇の衣装棚に手をついたのを実充は鏡越しに捉えた。……動揺しすぎだ阿呆。



　店主はさすが商売柄というべきか、あらゆる美辞麗句をつくして実充の見違えるような軍服姿を誉め称え（むろん世辞だろう）、そろばんを取りに会計台の方へ行き、姿が見えなくなった。



　すると一瞬の隙をついて南泉が躍りかかってきたのである。



「ッわぷ！　何すんだ」



「実充、まずいぞ、これはまずい」



　南泉は拙いまずいと連呼しながら実充の両頬を挟んで首から上の動きを封じてくる。さりげなく軍袴ズボンの股の間に膝をぐいぐいめり込ませて来つつ、瞬時に実充の唇を吸った。



　――っこんな所で何してやが……！



　実充が慌てて押し退けると、南泉は唇を離して呟く。



「その格好で明日から参謀本部に出勤するのはまずい」



「はぁ？　無理矢理作らせといて何ゆって……、ちょ、足、やめんか！」



「似合いすぎなんだ！　細かい意匠を私が指示しておいて言うのも何だが、この細い腰から尻にかけての線など扇情的すぎてほとんど軍紀違反だぞ……痛ッ」



　実充の拳が頬にめりこみ、南泉はようやく実充から離れた。彼が平静を取り戻したのは店主がそろばんを手に戻ってきてからだ。すると今度は実充が平静を喪う番だった。



「ひゃ……百二十円!?」



　パチパチとそろばんをはじいた店主から差し出された会計総額に、卒倒寸前になる。



　エリート会社員の初任給が百円にわずかに満たぬ時代（昭和二年の記録）である。平時で肩身の狭い陸軍士官は「貧乏少尉、やりくり中尉、やっとこ大尉」と云われ、陸軍大尉の実充で年俸およそ千五百円（月給にしておよそ百二十五円）。まあなんとか自活できているといった所だ。実際には、過去三年のあいだに外地勤務手当などがついており、内地の師団勤務の大尉よりはそこそこ金を持っているはずの実充だが、それでも百二十円といえば約一か月分の俸給に迫る額だ。



　意匠代やら仕立て代も含まれるとはいえ、いったいどんな高級生地を使ったらこんな請求額になるのか。



　白く泡を吹きそうになっていると、南泉が実充を押し退けるように進み出て、「支払いはこれで」と茶封筒を店主に差し出した。



「おい南泉っ、駄目だ！　俺は貴様に奢られる積もりなんか……」



「いいからいいから。これは早めの誕生日祝いということにしておけ」



「いい年して誕生日祝いなんて余計変だろ！　それにまだ誕生日ったって二か月も先だぞ」



　南泉は実充の抵抗も意に介さず、店主に茶封筒をおしつけて追い払ってしまった。ちなみに陸軍中佐の年俸はこのころおよそ三千円～三千五百円。実充の二倍は貰っているらしいが、そもそも公家華族の南泉家は大金持ちなので南泉郁巳の金の遣い方は、ふつうの陸軍中佐からしても例外だろう。



　軍服一式を奢られてしまうなどなんだか煮え切らない思いだが、まあ金の有り余っていそうなこの男のことだからと、実充はなんとか自分を押し込めることにした。







　新品の軍服を着て洋品店を出ると、そのまま写真館に連行された。



　記念写真でも撮ろうということなのだが、一体なんの記念なのかサッパリ分からない。



　南泉に金を払わせてしまった実充は無下に拒絶もできず、云われるままに数枚の立ち姿の写真を撮影した。花瓶や屏風などの調度品のあるスタジオで、軍刀を床につき、白手袋の手を柄に置いて、背筋を伸ばし……、こういうしかつめらしい写真を撮るのは、少尉に任官した二十歳の時以来である。



　そうだ、この写真が出来たら母親に送ってやろう。きっと喜ぶはずだ。



　そう考えるとまあ、こういう休日もありかと思えてきた。



　実充が立ち姿の撮影を終えると南泉が見計らったようにスタジオにずかずか入ってきて、一緒の写真も撮ろうということになり、ポージングでさんざん揉めた結果、二人は肩を組んで記念写真に収まった。



　俺も愈々ほだされているなぁ。まあ、軍服を奢らせているので今日は仕方ない。



「陸士の同期どうしで記念撮影なんていいですね。軍人さん、この写真、現像したら焼き増しして外のショーウィンドウに飾らせてもらってもいいですか」



　写真屋の店主は、稀にみる美貌の被写体（南泉のことだ）が来たので非常に嬉しそうだった。



「別にいいですよ、飾るぐらい……」



「絶対お断りだ。目立ちすぎるだろ。飾るなら南泉ひとりで撮ったのを飾ってもらえばいいだろ」



「お前は意識しすぎだよ、実充。別に二人一緒でいいじゃないか同期なんだし」



「お二方とも物凄く立派で写真うつりが良いようですので、是非」



「駄目っつったら駄目！」……



　実充の新しい軍服姿は、その後しばらく参謀本部内で目立った。君の変身を楽しみにしている、と仰っていた恒久殿下は特にその変身ぶりに感心され、やはり南泉中佐の見立てに間違いは無かったようだね、でも貴君は素がいいようだから、と面映ゆくなるような感想を述べられた。



　同期の小沼はこのところ忙しいようでまともな会話はしていないが、陸軍省内でたまたますれ違った際に、実充のぴったりした〝流行将校スタイル〟を目にするや「貴様、それ良いぞ」と一言、ニヤリと笑って通り過ぎて行った。ひと目で事情を悟られたらしい。



　実充自身は、まだどことなく「軍服に着られている」感じが己でしなくもない。



　赤羽到介にいたっては大ウケで、



「その仕立て、完全に南泉の趣味だろそれ！　上着短か！　尻ぴっちぴちじゃん！　やりすぎ……ははははは！」



としばらく腹を捩らせて爆笑していたが、やがて尻を叩いてきて



「うん、いい。その格好良すぎるぞ！　皆にケツ狙われないようますます注意しろよ実充」



と要らぬ忠告まで残していく有様だった。







　自分の記念写真を送った母親からは、後日手紙が来て、軍服を新調なさったのですね、すごく立派に撮れていた、実充さんもこんな素敵な写真を送ってくるとは少しは気が利くようになりましたね、等の言葉が綴られていた。



　閉口したのはその後に続く文章で、こうあった。



『こういう写真を送ってくるということは、いよいよ実充さんもそういう気になったという事と諒解しました。



それで先方に写真を御見せしてみたら、向こうさんも随分乗り気で、



是非お会いしてみたいということです。素敵なお嬢さんですよ。次はいつ休暇が取れますか。



休みが取れ次第、帰ってらっしゃい』云々。



「……」



　おふくろよ。当人の預り知らぬところで勝手に見合いを進めるな。



　どうやら孝行があだとなったようである。



　しばらく実家には帰りづらくなったなと、実充はひとり官舎の六畳部屋で嘆息し、母親の手紙を卓袱ちゃぶ台に放った。







　何気なく見遣った先、壁に掛けられた額の白黒写真の中では、インネンの同期生と己が、肩を組んで朗らかに笑っている――。







〈実充の新しい軍服〉　了

















第二話　北京ダックの夜――１９２８年







※北京編の小話。黒部中尉視点で送別会の一幕をお送りいたします。







　駐在武官補佐官として最先任の喜多大尉に本国へ帰還命令が出て、このほどささやかながら送別会を開くことになりました。喜多さんは、我々の多忙ぶりを思いやってか固辞したものの、喜多さんを慕う柚木大尉が是非にと要望して実現したのであります。



　場所をどこにするか相談を受け、東交民巷から通りを隔てた繁華街の一角に北京ダックのうまい店がある旨を上申すると当日の会場設営を任されました。柚木大尉は送別会を率先してやりたがったくせに、場所の手配等は自分に丸投げなんであります。……別にいいですけど。







　勤務後に料理屋の個室で落ち合うことになりました。参加者は郷崎少佐、喜多大尉、柚木大尉、自分、そして武官府の新入りの中尉が二名。当直組以外の全員であります。南泉中佐も顔を出す予定だと聞いておりましたが色々お忙しいのか最初は姿を見せず、我々だけで開始しました。



　やたらと冗長で退屈きわまりない郷崎少佐の乾杯の挨拶で宴会が始まりました。隣の円卓で新入りの吉田中尉に酒を注がせて上機嫌になっている当の少佐を横目に見ながら、明日この世が終わるとでもいいたげな暗鬱な顔で青島ビールを一気飲みした柚木大尉が言いました。



「喜多さんが帰国したら俺どうしたらいいんでありますか」



「どうしたらいいって、何が」



「俺が尉官級で最先任になるじゃないですか。そうすると今まで喜多さんが引き受けてくださっていたＳ少佐の愚痴の聞き役とかＮ中佐の無茶ブリへの対応とか……気が重いです」



「うーん別に俺はとくに意識して引き受けてたわけじゃないが、貴様から見るとそう見えてたのか。ま、確かに最先任はそういう役目が回ってくる確率は高いな」



「大丈夫でありますよ大尉殿。俺が手伝いますから」



　自分が励まそうとして明るい声を出しましたが、もう酔いが回ってきたのか当の柚木大尉にジト目で見られてしまいました。



「洌ゥ、貴様はいかなる場面においてもちゃっかりと自分の株を上げにくるな」



「も、申し訳ありません、出過ぎました」



「いや謝らんでいい。そういう貴様の抜け目のない性格は、原隊においては下手をすると『利己的で和を乱す』と上官に受け止められることがあるかもしれんが、こと我々のような諜報職に関していえば、そのそつの無さこそが貴様の利点になる。出たがりでなければなおさら良い。俺は貴様のようには振る舞えんからつねづね羨ましく思っておった」



「ありがとうございます。……っていうかそれ、誉めておられます？」



「うん誉めておる。俺はそういう性格の同期を知っておるが――そいつはもっとあからさまに打算に満ちているが、そういう奴は外面も良く世渡りもうまいので昇進も早い」



「た、大尉殿。誰のことかバレバレであります、もうチョイ遠回しに……」



「だが南泉中佐が昇進が早いのは実力だろ」



　喜多大尉が直接名前を出してくるので俺は雑技団の炎使いのように酒を勢いよく吹いてしまい慌てて卓を拭いました。喜多大尉も柚木大尉と同じく、あまり婉曲表現や言葉を選びながら会話するということはしない直言主義の人であります。



　喜多大尉が続けました。



「恩賜の軍刀組が、どうして花形の欧米課コースを外れて支那課に転属になり、ここ北京くんだりまで流れてきたのかは知らんが。……あの人に限って上官と大っぴらに揉めるってこともなさそうだし懲罰人事も考えにくいもんなぁ」



　大尉の発言には少々『花形の』欧米課へのやっかみが込められているようであります。同じ第二部(情報部)でも欧米課と支那課では華やかさに月とスッポン並みの差があって、たとえば所属将校の卒業席次ひとつをとっても欧米課のお歴々のほうが明らかに格上のエリート様なのであります。陸大で恩賜の軍刀(席次上位五名)を授かったほどの南泉中佐が、専門の欧米情報課から外れてなぜ支那課に来たのか、喜多大尉がつねづね疑問に思っていても無理はないでしょう。



「さ、さぁ……なぜでありますかね？」



　中佐が北京に来た事情……そりゃ自分が柚木大尉の件を密告しチクって対処を求めたからであります。しかしそれをいうわけにはいかないので自分は咳払いして酒のあてのザーサイを頬張り、柚木大尉を窺いました。柚木大尉は青島ビールのグラスを干しながら路上に落ちているウ〇コでもみるような目で、個室の入り口付近にある、黒檀製の高価な衝立のほうを見ていました。



　自分もつられてそちらを見ると、当の南泉中佐がちょうど入ってきた所でありました。



「北京に来た理由は極秘任務のためさ。なあ郷崎」



「中佐殿！」



　立ち上がって敬礼しようとする郷崎少佐を手で制し、南泉中佐は俺の後ろを回って柚木大尉の隣に腰を下ろしました。円卓は四人掛けの席が二つで、空いているのは隣の円卓の郷崎少佐のとなりか、こちらの円卓のわれわれの隣席のいずれかになります。



　酔っぱらっている柚木大尉はあからさまに眉をしかめ、「郷崎の隣に行けよ」とばかり親指でコッソリ背後を指し南泉中佐に勧めました。いえ勧めたというより凄んだという感じです。



　しかし中佐は柚木大尉の三白眼を全く見ないふりをして男性給仕に紹興酒を頼みました。いつもながらさりげない手腕が見事であります。まあ、中佐が柚木大尉の横に座られると思ったから自分もそこを空けておいたんでありますけど……。



　柚木大尉も青島ビールを追加し、あらためて四人で乾杯しなおした後、不意に喜多大尉が、隣の円卓に背を向けるようにして声を低めました。



「……極秘任務とは、やはり例の裏金の一件でありますか」



　中佐はニィと笑って卓に片肘をつき、紹興酒を干します。



「気になるか？」



「無論であります。この際ですから我々だけにははっきりさせてください、裏金は存在して、回収したのでありますか」



「……詳細は知らんままで帰国した方が身のためだぞ、喜多」



「何故でありますか」



「本国に戻ったらその件について事情を知りたがる一部の上層部に囲まれて根掘り葉掘り聴取されるやもしれん。北京組の情報将校としては最古参だったわけだしな。面倒極まりないと思わんか？　……まあ私としても、お前らが関与してないことは報告にも明記しておくつもりでいるから、今ここで余計な裏事情まで話して帰国後に話の辻褄が合わないことがあると、困る」



「中佐殿、それですと報告書に真実を書くつもりはないとおっしゃっているように聞こえます。まさか中佐殿自身が回収した裏金を猫糞ねこばばしてたりして……？」



　ちょっと酔いが回ってきたのか、喜多大尉は獲物に巻き付いた蛇のようにしつこく食い下がります。きわどい発言ですが酒の席ですので南泉中佐も嫌な顔は見せずに笑い声で応じます。



「私が猫糞してない証明は実充がしてくれるよ。な」



「えっ？　俺？　証明？　お、俺は……何も、見てない」



　急に話をふられた柚木大尉は縁日に見かける天狗のお面みたいな赤ら顔で口ごもり、前菜を口に詰め込みました。壮絶に嘘くさいというか、嘘がつけない性格なのが良く分かる態度なのでありますが、そんな正直な性格なのに情報将校という似つかわしくない肩書を背負ってるのがまた可愛くて、全員思わず沈黙してしまうのであります。南泉中佐は苦笑しつつ箸をとります。ちょうどメインのダックが運ばれてきた所でありました。



「お前にしたって、この不器用な後輩をただの噂話が発端のつまらん騒動に巻き込むのは本望ではないだろ」



　南泉中佐の台詞には、言葉どおりの意味と、裏には柚木さんを盾にしているようにしか思えない巧妙な猾さが混在しているように見て取れるのです。喜多大尉もそれは感じたでしょうが、かといって、証拠もないものを本国に帰って騒ぎ立てるほどのことでもないと判断したようであります。



「確かに、柚木こいつを巻き込むのは自分の本望ではありません」



「……お前は何も知らんまま帰国したほうがいい。私もじきにまた転属になる。本国に帰って区切りがついたら、いずれその件はまた話してやる」



　喜多大尉は、中佐の飲んでいる紹興酒に手をつけ始めた柚木大尉をちらりと見てから引き下がりました。



　会話が途切れ、自分は場を取り持つために陽気に北京ダックを頬張り「うまい！皮がカリカリしてます！」と聞かれてもいない感想を述べて話題を逸らそうとしたわけでありますが、予想よりも遥かにデカい声が出てしまい逆に諸先輩に睨まれるという、……なんだか非常に疲れる立場なのであります。



　聞き耳を立てる者がいないとも限らないので、その後は情勢に関する話題などは極力避けました。



　必然的に、本国のお偉方の噂話やら喜多大尉の帰国後の配属等についての会話をして三時間近くに及ぶコース料理を終えました。



「柚木、貴様飲みすぎだぞ、仕方ない奴だな」



　帰り際、途中からほとんどうつらうつらしていた柚木大尉を喜多大尉が担いで席を立とうとすると、中佐が止めに入って中佐が肩を貸しました。



「中佐殿、官舎までは俺が送ります、柚木とどうせ一緒なんだし」



「主賓にそんなことはさせられないよ」



「ですが中佐殿は大使館宿舎でしょう……」



　後ろで聞いていた郷崎少佐が、唐突にバアン！と喜多大尉の背中を叩きました。小太りの少佐が肉付きのよい腕で繰り出す不意打ちの張り手で喜多大尉は何歩かよろけて前につんのめりました。少佐は、柚木大尉と同じく酔っぱらってはいるようですが、自力では歩けるようです。



「喜多ァ、まだまだ宵の口だぞ、官舎に帰って寝るなんて詰まらんことを言うんじゃないだろうな！」



「いや、しかし……」



「ウップ」



　柚木大尉が急に蒼褪めた顔で口を押え、肩を貸している南泉中佐が少々慌てた感じになりました。



「実充、便所行くか」



「ウン」



「ちゃんぽんなんかするからだ」



　自分もとっさに柚木大尉の片肘を支えようとしたのですが、南泉中佐に鋭い目で追い払われてしまいました。喜多大尉も声をかけます。



「柚木、大丈夫か？」



　……そうです。この場合、自分の役目は、心配して厠まで付いていこうとする喜多大尉を引き留めることなのであります。(……疲れるな、この役回り)



「喜多大尉殿、自分、もっと呑みたいっす!!　次行きましょう次!!」



「お……おう、だが」



　柚木さんを厠まで連れて行こうとした南泉中佐が、振り返り釘を刺します。



「郷崎、二次会やるなら租界内にしておけよ。夜が更けるとこっち側は物騒だ。万が一のこともある」



「は、承知しております」



　郷崎少佐が応じます。



「中佐殿は来られないのでありますか」



「そうだな。これの始末がついたら顔を出すかもしれんが」



　柚木大尉を支えていないほうの肩をすくめる中佐を見て、自分はぴんと来るのであります。



　あ、この人来る気ゼロだな……。







　会計を済ませて外に出ると、すっかり日も暮れ綺麗な夜空が広がっていました。



「まだ吐いてんのかな柚木は。おい洌れつ、ちょっと様子見てこい」



「え～中佐ついてるから心配いらないですよ」



「そうかな。……中佐も変わってるよな。酔っぱらった部下の介抱なんて一番下ッ端に任せとけばいいのに」



「同期だからですよたぶん。茶目の訓育班からずっと一緒だったって話です」



　喜多大尉に答えながら思わず苦笑してしまう自分なのであります。



　ニブいなこの人も……。いや、まぁ普段中佐の悪口ばかり言ってる柚木大尉が実は中佐と念友だなんて普通、気づくわけないか。自分が変わってるのかな。



「黒部ェ、何をぼさっととしておるか。吉田も連れて、次の設営して来んか」



　郷崎少佐の一喝で我に返りました。新入りの中尉を連れて設営……つまり席が空いてる飲み屋を探してこいの意であります。だいたい日本軍将校行きつけの二、三か所のどれかでありますが。



「はっ、一足先に設営行ってくるであります！」



　南泉中佐と柚木大尉、これから官舎に戻って仲良くするのかな……などと考えて涙しつつ、月に背を向け大通りを駆け足で渡るのであります。あ～あ、俺も早く本国に帰りたくなってきたかも……！







〈北京ダックの夜〉　了

















第三話　窓辺の唱――１９１５年







（幼年学校予科時代のお話です）







　南泉郁巳には、ものすンごい美人の姉貴が二人もいるらしいぞ。







　その噂は、実充らが陸幼予科一年に在学中の時よりしばしば囁かれていたものだ。



　南泉郁巳自身は、姉の存在どころか南泉男爵家の暮らしについては周囲に殆ど、漏らしたことがない。



　しかし華族の跡取りということで、常にこの美貌の優等生の私生活は同期生たちの間で憶測を持って語られる、いわば絶好の噂の種であった。



　同じ横浜出身者として、実充が南泉家について知っていることと云えば、元々は京都の公家の血筋であり、祖父の代に〝分家〟によって男爵位に叙せられた傍流華族であるということと、実家は外国人居留区にもほど近い丘の上に、馬鹿でかい豪邸を所有しているということぐらいであった。それは同郷の者なら誰もが知っている話で、それほどに華族南泉家というのは地元では色々と有名な家なのだ。



　その後南泉から直接聞いた話によると、祖父は駐墺公使を、父は陸軍に入り欧州での駐在武官経験があるという。そういえば祖母はオーストリの歌姫であったという。彼の感覚ではヨオロッパ等と云われてもまるで異次元の話をされているようなものだ。



　その南泉の実家に、南泉郁巳にそっくりな美貌の令嬢が二人もいるらしい…うんぬん、というのも、同郷出身の同期生の誰かが地元の噂の又聞きをそのまま流したものらしいが、或る時寝室班の数名が消灯前に南泉を囲んで美人の姉さんの有無について問い詰めると、



「確かに姉は二人居る。深窓のご令嬢とやらにお前たちそんなに興味があるなら、今度の夏季休暇、家に来てみるか」



と意外にもあっさりその存在を認め、同室の同期生一三名全員を夏季休暇中に一日、家に招待しようとまで宣った。同室生たちは無論そこまでは期待していなかったのだが、上流階級の美貌の婦女を紹介してもらえるかもしれないという千載一遇の好機を思いがけず得て、興奮の雄叫びをあげた。



「ただし諸兄。令嬢などというものは、我々とはあらゆる意味で別の人種だと思わねばならんぞ」



「別の人種って、南泉、きさま以上に異人っぽい面立ちだということか？」



「そういう意味ではない。……生活様式、思考回路、その全てが想像からかけ離れているということだ。まあ、会えば分かる。美人に会いに行くというより、珍奇な動物でも見に行く気でいた方が良いぞ」



　南泉はそう言って嘲わらった。同期生たちはそれを、『くれぐれも姉貴に恋心など抱くなよ』という、弟らしい〝大袈裟な警告〟と受け取った。意外にも姉想いな男なのかと周囲に思わしめたのだが、実際にはそれは大袈裟な比喩などではなく、まさに言葉通りの意味なのである……。







　さて、ところで柚木実充はというとべつに、南泉の美人の姉どころか南泉郁巳そのものに興味が無い（と、彼はいつも自分に言い聞かせている）。だから例によって南泉を囲むその輪には加わらなかったのだが、南泉が「皆を招待する」と云いながら自分の方にチラリと視線を送って来ているのは知っていた。



（ふん、呼ばれたって誰が、わざわざ休みの日に貴様の家になんぞ行くか）



　実充はひとり白けてさっさと綿毛布を被った。



　すると南泉郁巳はわざと実充にも聞こえるように声高に言うのである。



「旨い洋食を喰わしてやる。祖母の代から家に居る婆やが、墺料理の名手なんだ。ハンガリー系の墺太利人でな、グラッシュと林檎のシュトゥルーデルを作らせたら右に出る者は居ない」



「ぐ、グラッシュって何だ、シュルー……何だって？」



「スープ料理。ハンガリー風に言うとグヤーシュだな。肉入の、シチューみたいなものだ。シュトルーデルはパイ、いや、パイといっても分からんか。まあ……ふかふかした焼き菓子だ」



　万年欠食、育ち盛りの一五歳の将校生徒たちは、なんだかよくわからない洋風の料理名にうっとりと垂涎した。シチューという単語で云われてもまだよく分からないのであるが、その不明確な部分こそがまた妄想を膨らませ食欲をそそるのである。南泉の話術と分かっていながら、実充も思わず布団の中で聞き耳を立て、心が靡きかけてしまうのであった。



　とにかくそのように、第三訓令班第二寝室の戦友たちは、南泉家に招かれるのを心待ちにしながら夏季休暇までの寮生活を送った。



　夏季休暇に入る前日、同室生たちが何やら集合時間を決めているようなので何のことかと首を突っ込むと、例の、南泉家訪問の日時を定めているようであった。



「実充、貴様は本当に行かんのか。あの丘の上の大豪邸に招かれるなんて、並みのことじゃありえんぞ」



「ヨーロッパ料理で持て成してくれるそうだぞ」



　同郷の赤羽や小沼がそう言って実充を誘ったが、実充は頑迷に断った。



「俺は長期休暇中ぐらい、奴の顔を見ずに済ませたい」



「あ、そう……」



　こうして将校生徒としての、二度目の夏休みが訪れた。







＊＊







　帰省した実充をまず待ちうけていたのは口やかましい祖母と母からの成績表の督促であった。督促に屈して成績表を差し出せば、今度は兄二人の当時の成績表と横並びに比べられる。お前は国語は良いが博学と数学が悪いだの、順位が前回よりも落ちているだの、兄たちは一ケタをとったこともあったのだからお前もしゃきっとなさい等と、半年前の年の暮れと同じような事柄をまたもや説教されるのだった。



　陸軍幼年学校に息子が三人とも入っただけでも充分、近隣中に知れ渡る誉れであるのに、まったく母親というものはとことん貪欲になれる生き物らしい。



　おまけに何とも居心地の悪いことに、先年結婚した長兄実盛さねもりが、（この頃第一師団歩兵第二連隊付の中尉で、衛戍地は水戸であったが）運よくこの時期に休暇を取れたとのことで奥方と、生後半年になる赤ん坊を連れて帰省していたのだ。



　元士族といってもその暮らしぶりは千差万別である。柚木家はもともと大政奉還前からそれほど高禄ではなかったのに加え、曾祖父の代に商業に失敗してからはますます落ちぶれて、小田原にあったらしい武家屋敷を泣く泣く手放してここ横浜に居を落ち着けたほどである。だからして、現在の家はすこぶる狭い。



　いや、狭いと感ずるようになったのは、自分がこの家を出て幼年学校の寮に入ってからなのだが。



　兎も角も、その狭い家に母と祖母、そして兄夫婦、小さい赤ん坊と自分である。義姉とは嫁入りの時と正月に初めて顔を合わせたきりで、その二回とも挨拶を交わしただけ、ほとんど面識はないと言って良い。優しい性格であることは分かるし決して義姉が嫌というわけではない。



　だが如何せん、実充も十五の男である。女は出産後、殊のほか美しくなるというが、まさに義姉がそれであった。出産後の女性の匂い立つような美にあてられて毎日毎日、実充は目のやり場に困る。女きょうだいが居なかったせいもあって、女が家に居ると言うだけで妙にあせあせするのである。これは思春期の男子としても至極まっとうな反応なのだが、兄の嫁に懸想していると思われるのは断じて避けたい。



　おまけに赤ん坊は朝夜お構いなくよく泣く。この泣き声がまた苦手だ。赤子が泣くとその都度、義姉が襖を半分だけ閉めたその陰で、乳を含ませる。赤ん坊が元気よく「うく、うく」と乳を啜る息遣いが狭い家で妙に鮮明に聞こえて、なんだかいやらしく感ずるのである。赤ん坊が乳を啜る音を聞いてさえ〝厭らしく〟感じる、その己の破廉恥さを、実充は恥じる。



　乳を含ませ終えた義姉は実充が別の間で赤面していると「実充さん、お加減でも悪いの」と声をかけ、額に手を当てようとしてくるのだが、実充は「あ、いえ」としどろもどろの返事しかできず、土間から外へ飛び出すのが精いっぱいであった。



　そのように実充は、この帰省の間じゅうずっと居心地悪い想いをしていた。



　夏季休暇に入って一週間ほどが過ぎた。



　その日はたまたま祖母と母は所用で出掛け、家には兄一家と自分が居たが、兄は何を思ったかいきなり実充に小遣いを押し付けてきた。



「おい実充、小遣いやるから夕方まで外に出かけてろ」



「え」



　兄は「いいから、夕方までは帰ってくるなよ」と有無を言わさず実充を追い出した。



　実充が出掛けるとき、義姉は「行ってらっしゃい」と声をかけてくれるのが常であったが、この日は気づかぬ振りをして、赤子を寝かしつけていた。



　訳も分からず市中の方へ歩いてゆきながら実充は追い出された理由を考え、しばらくしてから「ああ成程、夫婦の時間というやつか」と得心がいった。何しろ祖母も母も居ないのであるから、邪魔者といえば実充ただ一人だ。



　ならば云いつけ通り夕方まで暇を潰さねばなるまい。しかし何処へ行こうか……。



　陸幼入校以来、尋常小学校時代の友人とは随分疎遠になってしまった。幼い頃に遊んだ地元の友人たちは今は、皆、中学か実業学校へ通っている。



　正月休みには幾人かと再会して語らったが、その時に向こうが出す話題といえばどれも「幼年学校ってどんな所だ？」そればかりだった。



　将校生徒の星の襟章は俊英の証。合格者が出れば地元で騒がれる。幼年学校とは地域にとってそういう存在であった。そして同級生たちから注がれるそういう好奇の視線が、実充はちょっとだけ面倒だった。



　それに、一般とは異なる進路を歩み始めた実充にとって、普通の中学校や職業訓練校に通い始めた同級生たちとは、もう話があまりかみ合わない。



　地元の子供たちの間では今何が流行っているのか、実充は全く知らない。そうした流行文化の情報を得たところで、新学期からの寮生活にはこれっぽちも活かせないのだ。



　そうした世間一般の少年たちとの隔たりも、この一年で、実充が痛感した事柄であった。



　……そうした理由から、あえて小学校時代の友人の家を訪ねるのも億劫で、実充は特にあてもなくぶらぶらと繁華街の方へ向かい、思い立って新しい横浜駅の方まで行ってみた。



　駅の周辺は、暑い盛りだというのに新しい駅舎を見て行こうという人でごった返していた。



　というのも横浜駅の新駅舎は、いよいよ今月に迫ったお披露目を控えて現在最終工事が進められている所なのだ。既に覆いが取り外されている外観は、外国人居留区をきっかけに栄えたこの街らしく赤レンガ造りの洒落た二階建ての洋風建築ということで、開駅式前から市民の話題を集めている。



　維新後に埋め立てられた土地に建っているため、左に目を向けるとほとんど海辺である。浜風を頬に浴びながら新駅舎の壮麗な外観をひやかし、駅舎の東口から南に向かってそぞろ歩く。



　突然後ろから肩を叩かれたのは、そんな時だ。



「よう、実充」



　振り返ると陸幼の同期生、小沼誠治が和服姿で立っている。彼も、同じく横浜から市ヶ谷に入寮している者だ。



「小沼か、奇遇だな。元気にしていたか」



　いつも寮では開襟シャツにズボンという夏用軍衣姿なので、私服を見ると奇妙に感ずる。それは小沼も同様だろう。つまりお互い、木綿の着物に下は袴を穿いて、足には高ゲタという、どこにでもいる市井の少年らしき出で立ちをしていた。



「何だかんだいいつつ、きさまも来たのだな！」



　小沼は上から下まで実充の和服姿を眺めたあと、呵々と快活に笑ってみせる。



「なんのことだ」



　小沼に顎で示されて人ごみの向こうに目を凝らした実充は、思わずあっと声を漏らした。



　幼年学校の同室生が十名余、すでに新駅舎の南口に集合していたのだ。全員こちらを見ている。



「うわ……。南泉の家に行くというあれは今日だったのか」



「白々しいことを抜かすな、きさまも何だかんだ云いつつ結局はヨオロッパ料理の誘惑に勝てなかったのだろう」



「馬鹿云え！　俺は南泉の家になんぞ行かん。たまたま駅舎を見に来ただけだ」



「ほうほう」



　同期生らが南泉の家に呼ばれるのにまさか新駅舎を目印に集合しているとは思いもよらず、実充はしまったと舌打ちした。しかしあまりに説得力が薄かったようで小沼を納得させるには至らず、そのまま背中を押されるようにして集合場所まで連れて行かれる。



　同期生らは「なんだ実充、やっぱり来たのか」と苦笑まじりに実充を受け入れた。



「いや、俺は、ただ単に」



となおも必死に否定しようとする実充に、赤羽到介が止めをさす。



「これで一三名揃ったな。これでこそ、我が訓三寝二班の団結力を誇れるというものだ。実充、おれは貴様が口ではあんなことを云いつつ、いざというときにはちゃんと班の団結を乱さず振舞うと分かっておったぞ」



「はあ」



　休みの日に同期生の家に行くのに全員そろってないと団結力を問われると思っているわけか。とことん団体行動が好きな奴らだ。実充は頬をひきつらせる。しかし今の赤羽の言葉で途端に帰りづらくなってきた。



「だからな実充、俺は、貴様が今日来るほうにちゃんと賭けていたのだ」



　赤羽はそう言うと負けた者から賭け銭を回収して、勝った連中の間で折半しはじめた。



「到介……人の言動を賭けの対象にするなよ」



　実充は唾を飛ばした。やばい、この場をさっさと抜け出さねば本当にこのまま南泉の家に連れて行かれる事になる。



　ちょうどその時、遠くから近付いてきた黒塗りの物体が、彼らの前の砂利道にど派手な音を立てて突然停まった。



　当時まだ民間で見るのは珍しい、自動車であった。座席が二列。後部座席には幌がついている。



　目を丸くしている少年たちの前で、運転席から中年の背広姿の男が降りてきた。



「郁巳様のご学友の皆様とお見受けいたします。わたくし南泉家の運転手を務めております、榎本と申します。お迎えに上がりました」



　実充を含む一三名の少年たちは顎を外し、目をしばたたかせた。陸幼のある市ヶ谷でも自動車は近ごろ頻繁に走っているが、すべて軍用車、公用車である。大正時代にはまだ個人で車を保有するという概念が希薄であった。南泉家の凄さをいきなり見せつけられたわけである。



　すると一台の馬車が追いついてきて、その自動車の後ろに停まった。自動車も華麗だがこちらも負けじと華美だ。



　運転手の榎本は済まなそうに付け足した。



「御覧の通りフォードのほうは私を含め四人乗りでございますので、残りの方は後ろの馬車に分乗してくださいますか、申し訳ありませんが……」



　申し訳もくそもない。馬車に乗れるのでも充分、とんだ幸運だ。



　少年たちは誰がフォードに乗るかで一瞬揉めかけた。しかし南泉郁巳がいない場合、この班の指揮はナンバー２と周知される小沼誠治に、常に委ねられている。そこで小沼は、こそこそと後じさりで退散しようとしていた実充を羽交い絞めにして捕まえながら、フォードの同乗車に自分と実充、そして赤羽を指名した。



　不平の声が上がったがすぐに止んだ。我欲を殺し互いに譲り合うという、軍隊に於ける集団行動の基礎の概念が、彼らには既に根付いている。小沼が全員に分乗を指示した。



「さあ出発だ！」



「いやだから、俺は、あいつの家になんぞ、行きたく、ないと言ってるんだー！」



　有無を言わさず後部座席に蹴り込まれた実充の叫び声は、ブルルンという馬鹿でかいエンジン音に忽ち、かき消された。



　フォードは長者町を抜けて外国人居留地を横目に見ながら、坂を登っていく。もうその辺りまで来ると、同じ横浜市でも実充の家のある方角とは街並みもだいぶ異なり、手前に見えている長屋の奥に煉瓦造りの西洋館が突然出現したりする。



　もの珍しい洋風建築の家々の屋根を眺めながら山手の居留地脇を通り過ぎ、数回角を曲がった所に南泉家の屋敷があった。



　否、鎮座していたと言った方が当てはまるだろうか。とにかく、これまたとんでもない規模の白亜の大豪邸なのだ。







　――大正四年、すでにこの頃は外国人居留地への日本人の立ち入り禁止は解かれているので、山手界隈にも日本人が多く住みはじめている。それでもまだこの辺りは外国人の人口のほうが多いほどだった。



　南泉家の屋敷は、訳あって日本を離れることになったイギリス人貿易商から数年前に買い取ったばかりのものだそうで、完璧なヴィクトリア様式と称するにふさわしい、玻璃窓を多用した西洋の荘園邸宅のような木造建築物なのだった。



　警備員が開けた鉄の門扉をくぐり敷地に入ると、まず目に飛び込んでくるのは大理石でつくられた円形の噴水だ。玄関の車寄せに着くまでには十間以上（二〇メートルほどもあるだろうか）、噴水の両脇には青々した芝生と茂みのある前庭。振り返ると、門の脇には広い車庫もある。



　正面の本宅は、南東部に張り出したサロン部分を除いてほぼ左右対称に建てられ、真南を向いた建物の中心に軒の張り出した玄関ポーチがあり、それと先程の噴水を見下ろすように頭上の二階には弓張型の窓がずらりと十個は並んでいた。



　南泉家の出自は京の公卿の傍流ということだが、おおくの旧公卿華族が（生活に困窮しながらも）昔ながらの公家の生活様式と体面を堅持して暮らしているのに比べると、いかにこれが旧公家の常識的な暮らしから逸脱しているか、また南泉家がずば抜けて羽振りが良いかが窺えよう。







　実充が南泉当人に聞いた（というか無理やり聞かされた）所によれば、例の、オーストリ人と結婚？した祖父が明治時代、外務省を辞したあと、語学力と人脈を生かして貿易で傑出した才を発揮し、三代のちまで食うに困らぬ一財産を築いたとか何とか。その後家柄などから叙爵されたわけだが、華族の長子は軍人になることを奨励されたために二代目の父は貿易会社を親類に任せ、軍人の道を進んだのだという。



　なるほど、それで南泉郁巳はつねづね実充に対しては「自分は軍人なんかじゃなく外交官になりたかった」とか「貿易商にでもなって海外を見て回りたい」などと口にしていたわけである。



　その南泉郁巳は数人の使用人を背後に従えて颯爽と玄関ポーチに立ち、一九一〇年式Ｔ型フォードと、後ろに続く馬車とを迎え入れた。



　この日訪れた同期生の全員が和装であるのに比して、白いカッターシャツに灰色のスラックスという出で立ちであり、茶髪で長身、異人風の顔立ちをしているので完璧に居留地民の青年にしか見えない（南泉は実際、同期の少年らより二，三歳は年上に見えた）。



　これで帝国陸軍将校の卵、一五歳の日本人だと言っても信じる者は少ないだろう。だいたい、将校生徒の軍服などよりもイギリス海軍の水兵服のがよほど似合いそうな、西洋彫刻然とした顔立ちをしているのだ。



「やあ、よく来たな諸君」



「南泉、貴様の所望のコレも連れて来たぞ」



　小沼は小脇に抱えたものを人差し指で示した。それは羽交い絞めで後部座席から引きずり降ろされ、ゲフゲフ咳込んでいる実充の黒い頭であった。



　南泉は実充を見下ろし艶然と笑う。



「実充、腹はちゃんと空っぽにして来たか」



　まるで初めから、実充が来ることが分かりきっていたかのような顔だ。



「「今日は馳走になりまーす！」」



　苦虫をかみつぶしている実充の背後から、馬車を降りた班友らが呑気な声で挨拶した。



　中に通されると、さらに驚くべき洋風の生活様式が彼らを待ち受けていた。靴のままで良いと云われ、和服姿のおぼこい将校生徒たちは高ゲタを恐る恐る鳴らして板張りの床を歩き（それはそれは奇妙な光景であった）、蔦やヤシ模様の壁紙に彩られた廊下を案内されて、壮麗な応接間に通された。



　そこで暫く待つように云われ、南泉郁巳は姉を呼びに行くため一旦姿を消した。



　応接間は長方形の一角が庭に円形に張り出したサロンのような造りになっている。太陽光がレースのカーテン越しに降り注ぐ明るい部屋だった。広さも軽く幼年学校の教科室の二倍はある。円形のサロンの高い窓はすべて開け放たれ、カーテンが風にそよいでいた。風通しは良いのだが、如何せん八月なのでこれだけ窓が多いと室内は蒸し暑い。



　彼らは緊張の面持ちで、重箱詰めのいなり寿司のように整然と、対面式の応接ソファにぎゅうぎゅうと腰を下ろしていたが、しばらくすると数名が暑苦しさから立ち上がって室内の調度品の寸評ごっこをはじめた。



　夏場は使われていない暖炉のそばに、裸身の女婦が水甕を抱えている意匠の巨大な花瓶があって、幾人かがその女婦の胸や尻の寸法が如何だのとその道の専門家ぶって論説をぶちはじめたので、たちまち彼らはその年頃の少年らしく、下品に盛り上がり始めた。



　実充はふかふかのソファの一番隅に座って肘掛けに肘をつき、裸婦像の乳や尻をつついている班友らを阿呆臭い目で眺めていた。



　南泉がひとりのうら若い女性を連れて戻ってきたのはそんな時だ。入口から上がった「コホン」という咳払いに、裸婦像を囲んでいた数名はびぃんと背中を逆立て直立不動の姿勢をとる。



「諸君、すぐ上の姉の、苑子そのこだ。苑子さん、私の寝台戦友たちを紹介します」



　ソファに座っていた実充や小沼らも立ち上がり、振り向いた。



「皆様ごきげんよう。ようこそおいでくださいました」



　溌剌とした声が響いた。



　実充らは今朝から驚きっぱなしだった。自動車での迎え、そして自宅の規模の凄まじさ……、見るもの全てが目新しく、何度顎を外して驚いたか知れない。



　しかしこれは極めつけであった。



　苑子を評するに、「とびきりの美人」などという実充の貧弱な語彙では余りに無礼が過ぎる。



　とにかく直視するのが躊躇ためらわれるほどのやんごとない高嶺の花がそこには咲いており、彼女の存在感によってその場には一瞬にして「お上品な芳香」が満ち満ちたのである。



　彼女は清楚な藤色の振り袖を着て、髪は女学生の流行らしく半分だけ上で結い、残りは下ろしていた。



　年は自分たちと幾らも変わらないように見える。失礼なので年齢は聞かないでおくが、おそらく一六，七歳だろう。長身の南泉の肩ほどの背丈で、大人っぽい南泉と並ぶと姉というより妹に見える。



　というのも、意外なことに苑子は純和風の顔立ちなのである。どう見ても南泉郁巳には似ていない。



　みどりなす黒髪、そして黒瞳。



　どうやら、「南泉に劣らない美貌」という噂に尾鰭がついて、いつの間にか幼年学校で「南泉にそっくりな美貌」と噂されるようになってしまったということのようだ。



　……それにしても似ていない姉弟だ。祖母がオーストリア人だと聞くが、孫の苑子がこれほど純和風の顔立ちになるものだろうか？







　惚けたような少年たちの視線を浴びる苑子は、おそらく元来てきぱきとした性格なのだろう、ポンと両手を打ち合わせてその場の空気を動かした。



「まあ郁さん、あなたまだお茶も御出ししてないじゃないの。皆様せっかくですからコカコオラでもお飲みになりませんこと？　松代さーん、松代さん、あのね……」



　苑子はくるりと背を向けて蝶のような帯を揺らし、小間使いらしき人を呼びつけ始めた。



　『コカコオラ。』



　この場にいたほとんどの者が、まだ目にしたことも聞いたこともない名前であった。







（コーラが日本で発売されたのは丁度このころ、一九一〇年代からだ。一部の百貨店などで富裕層向けに輸入品として売られていただけで、まだ全国的に知られていない。コーラが爆発的に広まったのは戦後に日本で製造販売が開始されてからのことである。）







　得体の知れない茶褐色の飲み物は、これまた少年たちの度肝を抜いた。



「喉がヒリヒリするぞ」「甘くて旨い」「これ、酒の類じゃないだろうな」……



　コカコオラを勧めた苑子は少年たちの純朴な反応に、至極満足げであった。こんなものを普段から嗜好しているとは、なるほど確かに南泉の言ったとおり、華族の令嬢というものは実充らとは全く次元の違う世界に生きているようだ。



　同期生たちは惜しむようにコオラをちびちび飲んでいる。



　実充の耳に、苑子のひそひそ声が入った。背後に居る南泉に、なにか耳打ちしている。



「郁さん、あのね。わたくし、あなたが話していた子がどの子か、一目ですぐに分ってしまってよ……！」



　実充は何だか嫌な予感がして振り向いた。



　お淑やかに手の甲を裏返して口元に当てていた令嬢と、バッチリ目が合ってしまう。



「うふふ。郁さんのおっしゃるとおり、くりくりしてとっても可愛い子ねえ……！」



「!?」



「苑子さん、狙っても駄目ですよ」



　南泉郁巳もまた実充を捉えながら姉に答えている。



（な、何の話してやがる）



　実充は思わず南泉を睨んだ。



「まああ、表情がころころ変わって、なるほど可愛いわねえ……」



　苑子がますます反応している。



　実充は思わずその場から逃走したくなり、隣にいた小沼にコップを押し付けてソファから立ち上がった。



「実充、貴様どこへ行く？」



「厠」



（まったく、姉弟揃ってとんでもない性格なんじゃないだろうな？）



　実充は苑子の興味深げな眼差しが頭から離れず辟易していた。



　応接間を出て、ちょうど廊下を歩いていた小間使いに厠の場所を聞くと、廊下の突き当たりの右と教えられた。



　やたら豪華な洋式便所でやや落ち着かなく小便を済ませて手を洗い、再び廊下に出た所で「はた」と立ち止まる。



　かっとなって歩いてきたため、自分がどの部屋から出てきたのかうっかり失念してしまったのだ。



　廊下には同じような扉がずらりと並んでいた。



　南泉の家はとてつもない富豪だとは薄々知っていたが、まさかここまでの豪邸とは。



（なんでこう部屋の数が多いんだ）



　おまけによほど建て付けが良いのか、ぴったり閉まった扉のお陰で同期生らの盛り上がる声も全く聞こえないとくる。



　実充は仕方なく目星をつけて、とあるひとつの扉に近づき、ノブを握った。



　幼年学校生なので、ノックの習慣は無論身に付いている。



　しかし実充はあえて扉を叩かずにこっそり開けた。ノックを忘れたというよりは、細く開ければ人の気配などですぐに違っているかどうかが分かるから、わざとしなかったのだ。他人の家で無作法ではあるが、むろん部屋の中までは覗くつもりはなかった。



　扉を細く開けてみて、すぐに違うことに気づく。その部屋には人の気配が全くない。



　すぐに閉め、次の扉にとりかかる。次も違った。物置か何かだ。



　そうしてこっそり扉の開閉を繰り返し、三つ目の扉で初めて、部屋の内部から人の声が聞こえてきた。



　同期生たちの声ではない。



　が、実充は思わず聞き耳を立てた。



　それはヴァイオリンの音色に合わせて歌う、女性の麗かな歌声であった。







『....Susser Blumen Ambraflocken,



　euer Silber soll mich locken,



　dem zum Ruhm,der euch gemacht...』







　歌声は日本語ではない。なにか外国の言葉のようだ。



　伴奏のヴァイオリンの音色は、まるで夕暮れの湖上を吹く涼風のようにしっとりと緩やかで、耳に心地よい。



　その風のような旋律に乗せて、女人は一体どんな異国の情景を歌っているのであろうか、はたまたそれは男女の切ない逢瀬を謳った愛の調べなのか。実充にはその歌の意味を知るすべもない。



　しかしそんなにも胸に沁みる歌声は、生まれて此の方聞いたことが無かった。



　すぐに扉を閉めるべきだったが、実充はあまりの美しい歌声に興味を押し殺せず、思わず扉をもう少し開けて、部屋の中を覗き込んでいた。



　さきほどの応接間よりは遥かに小さな部屋だった。しかし決して殺風景ではない。小さいながらも装飾に溢れた部屋だ。



　眩しい光が差し込む窓の下、壁際にはピアノ。



　棚の上には立てかけてある管楽器類も見える。おそらく、音楽全般を楽しむための部屋なのだろう。



　窓辺に立っているのは歌声の主だろうか、一人の洋装の貴婦人だった。肌は真珠色、整った鼻梁に、大きな瞳。結いあげた髪は茶褐色で、濃藍のドレスを纏っていた。



　その横顔は意外にも、まだかなり若い女性と思われた。外国人の、しかも婦人の年齢など実充には見当もつかないが、あえて言うならば二〇代前半ぐらいだろうか？



　房飾りのついた蒼い扇子を右手に、窓辺に置かれた椅子の背凭れに左手を添えて、麗かな声で異国の歌を歌っているのだった。　こちらに気づく素振りはない。







『Da ihr fallt,will ich mich schwinger



　himmelwarts und Den besingen,



　der die Welt hervorgebracht....』







　優しい声ながら声量は素晴らしく、高音の部分で波打つように柔らかに震えている。明らかに西洋のクラッシック独特の発声法であった。幼年学校の軍医殿がクラッシック好きで、よく休み時間などに医務室でレコードを聴いているのが風に乗って寮にも聞こえてくることがある。実充はそのレコードぐらいでしか、西洋音楽を聞いたことがない。



　生で初めて聞く素晴らしい歌声に圧倒され、実充は扉を半分開けたまま、動けなくなった。



　耳を慄わす甘露な声、押し寄せるヴァイオリンの音色。白昼の夢とも思えるような、その女性の燦然たる美。幻想的でありながら、貴婦人には圧倒的な存在感があった。



　この女性は一体誰なのだろう？　……実充はこそこそすることも忘れてその場に立ち尽くした。



　ところでヴァイオリン奏者は一体どこにいるのか？



　その疑問を解決するものが、壁際の棚の上にあった。



　大きなラッパ型の蓄音機があって、ヴァイオリンの音色はそこから流れてくるものらしい。



　異国風の貴婦人は、その蓄音機の音色に合わせて歌っていたのだ。あまりに迫力ある音なので、奏者が居ると勘違いしてしまったようだ……。



　実充はふたたび窓際に目を向けた。



　ちょうど、窓際の若い貴婦人が歌うのをやめ、人の気配に気づいたように顔を振り向けるのと同じタイミングだった。



　二人の視線が交差する。



（あ。南泉と、同じ眸をしている）



　咄嗟にそう思った。



　この女性も、榛色の瞳をしていた。似通っているのは瞳の色だけではない。薄茶色の長い睫毛も、尖った顎の形も……、南泉に、似ている。



　これがもう一人居るという姉君だろうか？　しかしこの人に比べたら、南泉郁巳の容貌などはまだまだ全然、日本人に近いといっていい。ここにいる女性は、明らかに混じりけのない西洋人だ。



　美貌と歌声に圧倒されて、ただただ凝視している実充に対し、異国の貴婦人は切れ長の瞳を細めて柔らかに、嫣然と微笑んでみせた。



　彼女の背後でレースのカーテンがそよぎ、風を孕んで彼女を包みこむ。



　一瞬、カーテンに隠れて姿が見えなくなった。



　―――そして風が止んだとき、洋装の貴婦人は陽だまりの中に、消え失せていたのである。







　――え？



「ええええええ？」



　実充は目を擦り、壊れた振り子みたいに頭を忙しなく振って部屋中を見まわした。しかしもう洋装の貴婦人の姿は何処にもない。



「ゆゆゆゆゆゆ、うれ……！!?」



　気がつけばヴァイオリンの音も既に止んでいる。



　そんな馬鹿な、確かにあの窓辺に居たのだ、と三たび目を擦ったとき、突然後ろ（廊下側）から尻を蹴られた。



「うわッ」



　体勢を崩して小部屋の中になだれ込む。



　緋色の毛氈もうせんの絨毯に顔から突っ込んだ実充は、起き上がりながら背後を振り返った。



　腕を組んで仁王立ちしていたのは南泉郁巳であった。



「人の家で何こそこそうろついてる。お前に覗き趣味があったとは意外だな。厠に行くと言っていつまでたっても戻らないから探しに来てみれば……」



「南泉！」



　尻を蹴られたことはこの際どうでも良い。とにかく今はこのことを誰かに話す必要があった。実充は下駄が片方脱げたことも気に留めず南泉に掴みかかった。



「いいいい今今、そこに女の人が立っていたんだ！　凄く綺麗な……外国の……歌を歌って」



「女？」



「だけどきき消消え消えちまったんだ！」



　南泉は眉をしかめ、実充を押しのけるようにして部屋に入ると、実充の前に立って部屋中を見渡した。



「誰も居ないようだぞ。コーラに酔って夢でも見たんじゃないのか」



「否、たしかに居た！　外国人だったけどきさまにものっ凄く似ていたんだ！　藍色っぽい洋装を着て……茶色の髪の」



「茶色の髪」



　南泉が聞き咎めて実充を振り返ったその時、音が止んでいたはずの蓄音機から再びフワ～ンと楽器の音が鳴った。



「ひ!!」



　実充は思わず南泉の背中にしがみついてしまってから、慌てて飛び退る。



　蓄音機は実充の驚愕をよそに緩やかな調べを奏で始めた。音が止んで静かだったのは曲と曲の間だったのだ。



　フルートの前奏の後、再び聞こえ始める女性の声。



 『....Susse stille,sanfte Quelle ruhiger gelassenheit...』



「あ！　こ、この声……っ！」



「ああ……きっと苑子がレコードを掛けっ放しだったんだな」



　南泉は蓄音機に近づき、回っているレコードから針を離すと、レコードの題名を読んだ。



「Neun Arien……か。歌っているのは……」



　云いかけた南泉は、茫然としている実充を見て目を細め、おもむろに反対側の壁際に近づくと、飾り棚の上に飾ってあった木枠の写真立てを手に取った。



「お前の見た女性ってのは、この人じゃなかったか？」



「あ！」



　背筋がぞくっと慄える。



　旧い白黒写真。映っているのは背広を着た日本人らしき青年と、その隣の椅子に座る貴婦人。藍色とまでは分からないが、深い色らしきドレスを着て、羽飾りのような扇子を手にしている。自分が見た幻の女性に間違いない。



「お前が見たと思ったのはたぶん私の祖母のドロテアだよ、若い時の。このレコードは祖母が若い頃、歌手をしていた時に録音されたものなんだ」



「……？」



　次の南泉の何気ない言葉は、実充の腰を抜かさせるに充分なものだった。



「ばあさん、たぶんこのレコードに触発されて化けて出たんだな……」



「……えええええええええッ!?」



　南泉は言ってから、冗談だとでもいうように「ははは」と軽く笑った。



「ま、化けて出たかどうかはともかくそりゃきっと幻だ。白昼夢の類だ。レコードの歌声を聴いて本人の幻を見るぐらいだから、実充、お前意外と感受性豊かなんだな。見直したよ。想像力に乏しい頑固頭だと思っていたんだがな」







「幻？　そそ、そんな訳があるかッ。俺は信じんぞ。南泉、きさま一体どんな奇術をつかって俺を騙そうと……」



「奇術なんぞ使っておらん。第一、この部屋の扉を勝手に開けたのはお前の方ではないか。とりあえず落ち着け。そこの椅子にでも座れ」



　南泉は実充をどんと突き飛ばすようにして、傍にあったソファに座らせた。実充はどさりと倒れ込みながら喰い下がる。



「ばあさんてのは嘘だろ！　貴様、もうひとり姉貴が居ると言っていたではないか！　さっきの人がそれなんじゃないのか？　おおかたカーテンの陰にでも隠れて……」



「確かに姉は二人居る。が、上の姉の絢子あやこはもう嫁いだのでこの家には居ないぞ。居るのはあの苑子姉だけだ。第一だれも、お前たちに姉を二人とも・・・・紹介してやるなんて、ひと言も言っていないだろ」



「う」



　そうだったかもしれない。



　ということは、やはり自分の見たものは……。



　実充はソファに腰を落ち着け、南泉から手渡された写真立てにしげしげと視線を注いだ。



　セピア色の世界の中で、南泉郁巳の祖母だというオーストリア人の貴婦人は、今にも動いて歌い出しそうに生き生きと輝いている。祖母だと聞かされていなければ、恋に落ちていたかもしれない。それほどに写真の中の若いドロテアは美しかった。姿も、声も。



　孫である南泉郁巳は再び蓄音機に近づき、レコードに針を落とした。実充は耳を塞ぐ。



「もももういい、やめろ、聞きたくないッ」



「酷い云われようだな、美しい声だっただろう？　お前に聴かせたいんじゃなくて私が聴きたいんだ。一曲目から」



　蓄音機ははじめブツブツと雑音を出していたがやがて美しい弦楽器の旋律にとって変わった。



　女性の声が第一節を歌い始めると、実充はまた南泉の祖母の幽霊が出てくるのではないかという恐怖感から目を瞑った。



　…南泉が急に黙ったのでちらりと薄目を開けて窺うと、彼は祖母を懐かしむようにしばし目を閉じて聴き入っていた。その横顔は、若いドロテアにやはり似ていた。



　南泉がふたたび喋り出したのは、一曲目が終わり二曲目に入った頃だ。



「この曲集はな、二〇〇年ぐらい前に作曲されたヘンデルの独唱曲だよ。ヘンデルが作曲した数少ない貴重なドイツ語の詠唱曲だ。といっても実充お前、ヘンデルも恐らく知らないのだろうな」



「知らん。そんなのどうでもいい。つかこの部屋は不気味だ。皆が待っている、早くあっちの広間に戻ろう」



　南泉は実充の泣き言を無視してたらたらと、この曲集に関する蘊蓄を垂れ始めた。部屋を出ていこうとする実充の肩を掴んで、ソファに引きもどしながら。



「ヘンデルってのは一八世紀の作曲家だよ。うちの祖母はオペラ歌手だったからな、ヘンデルの作品は数多く歌ってる。中でもこの曲集みたいな詠唱曲ってのは自然や神を讃えるという歌なので、主に向こうでは教会音楽として使われているんだ」



　喋り続ける南泉は、言葉とはまったく関係のない行動を取り始めた。つまりいそいそと実充をソファに押し倒し、和服の袷をはだけに掛かっている。



「ぅわ!?　この罰当り！　これ婆さんの聖歌なんだろッ、そんなの聴きながら何してやが」



「ミツ。お前が家に来てくれて良かった。お前が来るかどうかはある種賭けみたいなものだったが、これで今日皆を家に呼んだ甲斐があった」



「な、……。ちょ、手、やめろっ。……まさか俺を家に呼ぶためにあいつら全員を招いたとでも言うつもりか？」



「当たり前だろう。同室生全員を招待するとでも云わなければ、お前がうちへ来ることなんてまずあり得ないからな」



「何でそうまでして俺を家に呼びたがる!?」



　いつの間にかもう片方のゲタも脱げていた。実充は裸足の足の裏をつかって南泉の胸を蹴り返そうとしたが、上から圧し掛かる南泉の膂力には及ばず、逆に膝裏を捕まれ両脚を開かされてしまう。



「何故って、愚問だな。二週間もお前に逢わないと、溜まるからに決まってるだろ……」



「は……はぁ……ッ……？」



　唖然として二の句が継げない。この男、ただ夏休み中に溜まった欲求を、吐いておきたかっただけのようだ。



「去年の夏はせっかくお前と親しい仲になれたばかりだったのにあのあとすぐに夏休みが来て、二週間も会えなかっただろう」



「親しい仲？　何の話だ一体」



「去年の駈歩訓練の後の話だよ、覚えてない訳ないだろう？　とにかくすぐに夏季休暇に入ってしまってお前に逢えないから、私は仕方なくお前の家のある方角向いて自分で抜いていたよ」



「ブッ、そんな告白は要らん」



「私は去年と同じ愚は犯したくなかった……。どうやったら夏休み中にお前と逢えるかなって考えてて、それで奴ら全員ひっくるめて家に招待したってわけさ。お前も案の定、珍しい喰い物の誘惑には勝てなかったようだし」



「俺は、喰い物なんかにつられて来たわけじゃない、た、たまたま……」



「たまってたのか、お前も」



「ちがう！」



「ミツ。可愛いやつだ。そうならそうと最初から正直に云え」



「だから、違うっつってんだろ！　人の話聞けよ！」



　そういう会話の間に手際良く実充の和服を寛げた南泉は、上から実充の薄い胸板に唇を落として乳首を舐め上げた。



　一瞬にして、抵抗する気力を奪われてしまう。背筋がぶるりと、快感にわななく。



「っぁ」



「やはりお前も溜まってるじゃないか、ミツ。さっさと済ませよう。皆が姉の相手をしてくれてる間に」



「……いやいやいや、普通ばれるだろ！　誰か探しに来るぞ！」



「だから、手っ取り早くやろうと言ってるんだ」



　拒絶しながらも実充の体は、南泉の手によっていとも容易く蕩かされてしまう。溜まっているのは否定しようのない事実だ。そして体は頭脳とは反対に、素直だった。



「和服ってのもいいな……ボタンと違って脱がせ易いし、それに……」



　実充の袴の帯を解いた南泉は、まくりあげた袴の裾から実充の太腿を眩しげに眺めた。



「制服着てる時とは違う色気がある」



「……きさま、べらべら喋ってないで、やるならさっさと済ませろよ！」



「ふふ、お前もその気になってきたか？」



「違う！　さっさと帰りたいんだよ俺はっ……」



　二人は抒情的な教会音楽を背景曲にして、性急に下肢を繋げた。



　快楽の頂きを目指して激しくゆすり合う猥らな音を、美しい調べがかき消した。



　実充は何のかのと云いながら体を丸めて膝を相手に預け、南泉の律動に合わせて猥らな息を吐き続けた。この腹黒い優等生がどうしようもなくクソ忌々しいはずなのだが、繋がっている間じゅうは不思議と嫌悪感が何処かへ消えてしまう。



　気持ちいい。



　南泉に教えられた通りに、快感のつぼを己で探して体勢を少しずつ変えてみる。最終的には仰向けのまま、物欲しげに下肢を浅ましく突き出していた。



――もっと。もっと奥にくれ。



――歌え、霊魂よ、神を讃えよ、かくも賢明な手立てで全地を壮麗に飾り給うた神を讃えよ――



　歌うドロテアがまだ窓辺に立っているような錯覚。声の主に見られているような、とても淫靡で不道徳なひとときだった。



　南泉は自分が埒をあけたあと、ソファの背凭れに実充の片脚を引っ掛けさせて、露わになった実充の中心を口で愛撫する。



　そうやって実充を極限へと追い立てていた南泉は、不意に陰茎から唇を離した。



　戸口に向かって鋭い声を投げる。



「――何見てるんです、苑子そのこさん」



「あっぁ、あン………エッ……!?」



　驚いたのは実充の方だ。慌てて前を隠し、脚を降ろす。しかし南泉は実充のものから手を離してくれなかった。



　実充は脚をじたばたさせて南泉を振り払おうと試みる。そうしながら恐る恐る扉を振り返った。



　……細く開いた扉の隙間から、黒い瞳が一つ、らんらんと輝いてこちらを見ているのが判る。



「ああその、レコードを止め忘れちゃったのを、思い出したのよ」



「じゃあこそこそ覗く必要はないでしょう」



「だって……。郁さんあまりに遅いんですもの。実充さんとお二人きりで何されてるのかしらと思って。もうお友達の皆さん、食堂の方に移動になられましてよ」



　苑子は顔を半分覗かせたまま言った。弟の情事を見てしまっても特に衝撃を受けた様子もなく、不気味なほど声は落ち着いている。



「二人きりで何してるかって？　二人きりですることなんて一つしかないでしょう、白々しいな」



　南泉はソファの背凭れで隠れているのをいいことに、萎えてしまった実充の男根を再び奮い立たせようと扱きながら、不機嫌な声で姉に云い返した。



（っも、もう……もう無理だっつの）



　他人に見られた時点で。



　実充は、しぼんだ根茎に絡みつく南泉の指を引きはがそうとする。



　苑子は南泉の怒りなど馬耳東風だ。



「まあ、郁さんったらそんなに怒らないで頂戴。分ったわ、イイ所をお邪魔して御免なさいね。どうぞそのままお続けになって。わたくし、あなた方が戻るまで食堂でなんとか間を持たせておきますから。ウフフ」



「……!?」



　実充の驚きをよそに、南泉の姉はカチャリと扉を閉めて消えた。



「……き、貴様の姉貴、どう考えてもおかしいだろ！」



「だから最初からそう言ってるだろ。高嶺の花というより珍しい動物でも見に来るつもりで来いって。



　あの年頃の華族の女ってのは、思考回路が時おり人智の範囲を超えてるんだよ。苑子だけじゃない。あいつの連れてくる女友達はほとんど皆、あんな感じでフワフワ掴みどころがないんだ。興味の範囲もお茶会とか着物とか、結婚のこととか巷のいい男のこととか、そんなのばかりだ。良家の娘ってのはある意味、哀れなものさ。



　ま、もっともそのお嬢様連中の中でも苑子はさらに変わってるほうだな。男同士の情事を見てもああして動じないどころか逆に舌舐めずり、だからな。興味津津だとは思っていたがまさか本気で覗きにくるとは……」



　南泉は実充を追い立てるのを諦め、漸く体を離した。苑子について語る唇は、苦笑まじりだ。



　実充は気になっていたことを口にしてみる。



「……外見、お前にあまり似てないよな」



「ああ。本当の姉弟ではないからな。私は実をいうと、この家では養子なんだ」



「え？」



　初耳だった。どういう意味だ。この男はドロテアの孫であるはずなのに。



「苑子の父、今の南泉男爵と私の母が、異母姉弟なんだ。私の母は、祖父とドロテアの間に生まれた娘。そして苑子の父は、祖父と日本人の正妻との間にできた正真正銘の南泉家の跡取りだ。つまり苑子には外国の血は一滴も入っていない。



　南泉男爵には男児が居なかったので、跡取りにするために甥である私を養子として迎え入れたのさ。だから私が普段「父」と呼んでいる人は、本当のところは叔父なんだ。生みの両親は、他に居る。苑子とは従姉弟同士ということになるが、祖母が違うので血の繋がりは普通の従姉より、薄い」



「……ふうん」



　なんだか良く分からないが、色々と複雑な家庭の事情があるようだ。跡取り問題は士族の出の実充でも理解できる。それが華族ともなれば、尚更だろう。この男は実の両親と引き離されて叔父の家に連れて来られ、軍人の道を進むことを強制されているのか……。それも、異国の血が混じっているという軍人としての悪条件を背負いつつ。



　実充は少しの間黙り込んだ。それを見た南泉は皮肉げに唇を持ち上げる。



「なんだミツ、急に大人しくなって。まさか私に同情してくれてるってわけか」



「同情？　噴水つきの家に住んで自動車なんか乗ってる奴に何を同情する必要があんだよ。なるほど貴様の性格がひねくれてる原因はそこだったかと、符牒が合って納得してただけだ」



「ははは、お前ならそう言うと思ったよ」



　南泉は普段と同じように笑い、立ちあがって蓄音機を消しに行った。ドロテアは歌うのをやめ沈黙した。そういえば自分が見た彼女の姿は一体何だったのだろうと、実充は再び室内のあちこちに視線を遣る。無論、もう彼女の幻は見えなかった。あとから考えても、ドロテアは確かにあの場に居たように思えたのだが。



「食堂へ行こう、昼飯の準備が出来てる筈だ」



「あ、そうだった。早く戻らないとあいつらに疑われちまう」



「疑う？　何を今さら……」



　南泉は吹き出しかけたが、立ちあがった実充が必死に袴を穿き直しているのを見て笑いを口の中に引っこめた。



「行こう……」







　無音になった窓辺では、レースのカーテンが戦いでいる。



　その窓の下には藤でできた椅子があり、その上に貴婦人の使った蒼い扇子が置かれている。



　扇の房飾りが椅子の下で、振り子のように小さく揺れていた。



　これは真夏の、とある日の出来事である。







〈窓辺の唱〉　了

















第四話　模範生徒と「ショーネン」







――陸軍中央幼年学校予科三年。最上級生たるもの、稚児を囲うべし!?



※幼年学校では見た目の麗しい生徒のことを「ショーネン」と呼んでいました。



ドイツ語のシェーン（美しい）に引っ掛けたものではないかと言われています。







＊＊＊







　黄や赤に染まった梢の葉の上を、冬の訪れを予感させる西風が薙いでゆく。



　実充は生徒舎（寮）から出た途端、頬に当たった風の冷たさに思わず身を竦ませた。



　午後の術科が終わったのち、夕飯前の点呼までのわずかな自由時間のこと。



　図書室へ本を返却しに行ってから、同室生・小沼の姿を探して夕焼け空の下へ出た実充さねみつは、人の気配を察して南西に広がる運動場の方へ目を向けた。







　砂利敷きの細い通路を挟んで、運動場を見下ろすように、生徒舎脇の土手にはイチョウの並木がある。



　黄金色に色づいた銀杏は今が盛りで、西日を浴びて粛然と輝き、夕風を受けた葉が乾いた音色を発していた。



　ひときわ大きな銀杏の木の根元に、運動場の方を向いて座っている人影が見えた。



　木の幹に遮られて誰かは判別できないが、隣の木の根元にも同室生が同じように寛いでいるのを発見したので、実充は歩き出しながら呼びかけてみた。



「そこに小沼はおるか」



　実充の声に気づいた他の同室生たちが振り返り、実充に軽く手を挙げる。



「よう」



「実充」



　赤羽到介と蒲カツだ。



　最初に視界に入った人影が、数瞬遅れて木の幹ごしにこちらを振り返り、それが小沼誠治であることが知れた。



「おう実充。何か用か」



「用と言っても大した用ではないが、貴様が読みたいと言っておったアレ、何という題だったか、日露の戦術理論の本、さっき図書室を覗いたら返却されておったので他の誰かに借りられる前に貴様に知らせておこうと思っただけだ。



それより……貴様ら、こんな所で何をしておる。もう日が暮れかけてきたぞ」



　実充の言葉に小沼は黙し、また運動場の方へ向き、小難しげな表情で腕を組んだ。



　両脚を伸ばして木のうろに座る、その左腕には『模範生徒』を示す緑色の腕章が光っている。



「……？」



　小沼の沈黙の意図が判らず、実充は首を傾げた。



　その年実充らは幼年学校予科、最上級生（三年）に進級していた。



　模範生徒とは、三年生のうちから成績優秀者が選ばれる栄誉ある役職だ。



　一年生の寝台班のひとつを割り当てられ、彼らの内務指導に当たる。一年生で難儀する陸軍式の独特の敬語の使い方（『〇〇でアリマス』等の）から、整頓の仕方、寝具の手入れの仕方、軍靴軍服の手入れ法、軍務規則令の細微に到るまでを一年生に叩き込むのだ。夜の消灯前には受け持ちの班の生徒たちを集めて机上戦術を論議したり、時には演説をぶったりすることもあるそうで、なかなかに面倒見がよく口巧者な者にしか務まらぬ職であった。



　その『模範生徒』である小沼誠治は実充らの班では南泉郁巳に次ぐナンバー二と目される人物だ。



　幼年学校創立以来と謳われる秀才・南泉には及ばぬものの、小沼も頭脳明晰、才弁縦横、一六歳にしては体つきが大きく体術に秀で、とりわけ術科必修の剣道は幼少時からの得手だったらしく、今では有段の腕前で時には教官を打ち負かすほどである。



　その小沼が、実質的に寝室班のリーダーである南泉郁巳を差し置いて名誉ある模範生徒に選ばれたのは、『天才肌の南泉よりも勤勉実直の小沼の方が教官からしてみれば御しやすい』から、だったのかどうかは定かではない。



　もしかしたら面倒事を嫌う南泉がその『誉れ』を小沼に譲った……もとい、押し付けただけかも知れぬ。



　が、とにかく小沼は今やそうして緑の腕章を光らせ、一年生から少なからぬ羨望の眼差しを受ける〝兄貴分〟の立場であった。







　銀杏の葉がひらひらと舞い落ちてきて、その小沼の短く刈られた頭の上に載る。



　それにも気付かぬのかひどく難しげな顔で運動場を睨めつけている小沼に倣い、実充もまた運動場へ視線を投じた。



　すると下級生の班がなにやら運動場を、駆走にて周回しているところが見えた。



　まだ背丈が低く体つきが華奢な者たちだ。一年生と思われる。



「イチ、ニッ、イチ、ニッ」



と号令をかけ列を乱さぬよう整然と走っているように遠目では見える。が、よくよく観察すると疲労の色が滲み出ていることが知れた。



　何十周させられているのか定かでないが、一番後ろの者などは既に列から二歩三歩、遅れがちになっている。



「奴ら、何でこんな時間に運動場をぐるぐる走っておるのだ？」



　問いに答えたのは、小沼の隣に座っていた蒲田だった。



「ありゃ小沼の受け持ちの訓三第四寝室班だが、今朝の遥拝をさぼった者がおるので連帯責任で、ああして校庭を五十周させられておるのだ」



「ご、五十周」



　内心でのけぞる。



　遥拝をさぼったぐらいでそれは厳しい、と実充は思うが口には出せぬ。



　かくいう実充も下級生の頃は、模範生徒や教官の目を盗んでできるだけ楽をすることに没頭し、それに一種の醍醐味を覚えていたといっても過言ではない。実充だけではない、蒲田も赤羽も、ここでこうして下級生に制裁を与えている小沼とて同様の経験はあった。



　見つかった際は班員全員が連帯責任という決まりは、運命共同体である同期との結びつきを深めるためには当然の規則である。



　自分の失敗のために班友全員がしごきを受ける羽目になった事もある。しかしその逆もまた然りであるため、班友同士、とばっちりを受けたとしても互いに禍根が残ることはない。







　赤羽と蒲田、この連中はどうやら、受け持ちの下級生らを見守る小沼に付き合っている……というよりは、シゴキを受ける下級生を冷やかしているのだろう。



　悪趣味な連中どもだ、と実充が嘆息した時、赤羽が頭の上で組んでいた指を外して運動場を指した。



「あ、こけたぞ」



　遅れがちになっていた最後尾の一名が、前のめりにべたりと地面に伏した所であった。



　他の一年生たちは気づかずにずんずん先を急いでゆく。みるみる距離が広がる。



　失神したかと思ったのだが暫くするとむくりと起き上り、その最下生はよたよたと前を追って走り出した。



「芹沢だ」



　口をつぐんでいた小沼が不意に言った。「あいつは元来の虚弱だ。頭の回転は速いし性格も人懐こい奴だが、どうにも体力が無く術科がことごとく不得手とくる。まだ三十周しか走っておらぬのにあのザマでは任官後が思いやられる」



　芹沢という一年生を見つめる小沼の眼差しは、単に落ちこぼれの受け持ち生に注がれるそれとは異なっているような気がした。



「だが、可愛いツラをしておる」



　赤羽が顎に手を当てて芹沢を評すると、蒲田が応じた。



「同感だ。噂によると訓一第二班の正木も芹沢狙いだという話だぞ。こりゃ競争が激しいわ」



　赤羽と蒲田は『稚児』の目星でも付けているようだ。



　他の三年生からも目をつけられているとすれば、その芹沢という一年生は相当の美少年ショーネンなのだろう。



　あいにく、運動場の向こう側を走っているのでここからは顔まではよく見えない。



「肝心なのは小沼の意向だ。貴様、心を決めておるなら何故さっさとモノにしちまわん。うかうかしておると正木に寝取られちまうぞ」



「そうだ。正木が芹沢にカマをかけておるのを見たという奴もいるぞ」



　赤羽と蒲田が他の三年生の名を出し口々に小沼をけしかける。小沼は眉間に皺を寄せたまま重々しく言った。



「他の班の奴などに手は出させん」



　それは、小沼が芹沢を己の稚児として所有するつもりである（もしくは既に念弟の契りを交わしている）ことを仄めかしていた。



「貴様はどう思う、実充」



「どうって、何が」



「芹沢だ。可愛いツラをしておると思うだろう」



　急に話を振られても、実充にはとんと興味のない事柄だ。



　三年生が一年生の中から己のお気に入りを稚児、念弟として可愛がるのは、幼年学校に於いては隠れた伝統と言ってもよいほど、頻繁に見られる行為であった。とりわけ模範生徒は一年生と触れ合う機会が多いため稚児を持つ割合が多い。直接下級生の指導をする彼らは、一般の三年生よりも優先的に稚児を選りすぐりできる。



　ほかの班の正木もまた、模範生徒として他の寝室班の指導を受け持っている。にも関わらず小沼の受け持ち生に手を出そうとしているようだ。小沼が正木をこのまま放置すれば、美少年芹沢を巡っていずれ深刻な対立になることが窺われた。醜い三角関係になるのを避けるために、三年生は三年生同士、正々堂々と勝負事で雌雄を決するのもまた、幼年学校の隠れた伝統でもある。



　一年生らの威勢良い掛け声が近付いてきた。どうやら小沼の前を差しかかる際にはとりわけ大声で「イチ、ニッ」を斉唱しているようだ。



　それに半周ほど遅れる形で、転んだ膝をすりむかせた芹沢が、必死の態で通り過ぎてゆく。



　柔らかそうな頭髪の先から汗の雫が散り、整った形の唇の隙間からは白い歯が見え隠れしている。



「成程、たしかに噂通りの上玉だな」



　突然頭上から聞き覚えのある声が降り注いできた。



　頭上？



　虚空を振り仰いだ実充は、三メートルはあろうかという銀杏の木の最初の股に、器用に跨っている同期生の一人をここへ来て漸く発見した。



「な、南泉」



　南泉郁巳は手にしていた細い円筒状のようなものから顔を離した。単眼鏡だ。出歯亀にもそいつで件くだんの美少年を覗いていたらしい。



　来るんじゃなかったとばかり実充は後ずさる。その実充に向けて、樹上の南泉は単眼鏡をポイと抛ってくる。



　反射的に両手で受け止めた。というか受け止めなければ実充の頭に刺さっていたところだ。



　南泉はそうして両手を自由にすると、器用に木の幹を伝って降りてきて、実充の横に着地する。



　この混血男は出会った時から長身だったがこの二年でさらに背丈が伸びていた。もう大抵の教官より上背が高いので教官たちは南泉に近寄りたがらない。







「まれに見る上玉だ。誰かさん・・・・・の入校以来だな」







　南泉は実充にそう耳打ちし、薄ら笑いをしてみせ、カッと顔色を変えた実充から単眼鏡を取り戻す。



　そうして実充の怒りなど気に留める様子もなく小沼の傍らへ座り、ひそひそと何か耳打ちしはじめた。



（むかつく奴！）



　眉間を寄せて南泉の背中を睨んでいると、土手に寝転んだ蒲田がなおも話を振ってくる。



「実充聞いとるのか。あの芹沢って一年生、どう思うかと訊いておるではないか」



「俺は、稚児なんぞ、興味はないっ」



　実充の激しい断言に、四名の班友全員がこちらを振り仰ぐ。



「ああ、そっかぁ……」



　場を代表するかのように、ボソリと赤羽が呟く。おそらくその後には（実充は念弟・・専門かぁ）とでも続けたいのだろう。



　実充が一年の頃、複数の三年生に言い寄られていた事を知らぬ者は居ないのである。



　何が、ああ、そっか、だ。



「俺はもう行く。馬鹿馬鹿しい。貴様ら勝手に稚児選びでも何でもしておるがいい」



　実充は高らかに罵詈し踵を返した。



「おい実充よう」



　半ば義務的な口調で赤羽と蒲田が呼びとめてくるが無視した。







　南泉が絶対後を追ってくるだろうと思い、追いつかれてたまるかと歩を速めた実充だが、その予想は外れていた。



　いきり立った状態のまま思わず生徒舎を通り過ぎ、柔道場の方まで来てしまった実充は、振り返って南泉の姿が無いことに逆に拍子抜けした。



（上玉だ、）



　鼻の下を伸ばして小沼と密談している南泉の顔が思い浮かぶ都度、胸がむかむかしてくる。



（あの好色一代男め、念弟でも舎弟でも何でも好きなだけ侍らせるがいい）



　そうしたら自分への執着も少しは収まるだろう。



　そう、最上級生なのだから、稚児をつくる権利がある。南泉はその権利を行使したがっているのだ。



ならば大いに稚児探しに精を出すがいい。



　生徒舎の頭上に見える西空が茜色に染まりつつあった。あと十数分ほどで日が暮れるだろう。



「まったく馬鹿馬鹿しい。何が伝統だ」



　誰も居ない柔道場の、脇を流れている浅いドブに向けてブツブツと、自分でも何だかよく分からぬもやもやした不快感を吐き捨てていると不意に誰かが声を重ねてきた。







「同感だ、陸軍幼年学校ほど馬鹿馬鹿しい伝統にとらわれた組織はない」



　あん？と顎をしゃくれさせて睨み上げると、追って来ぬとばかり思っていた南泉がいつの間にか近づいてきていた。



「南泉。そういう貴様も愉しそうに稚児選びをしておったではないか。何でついて来る」



　皮肉たっぷりに言ってやると、南泉はヒョイと大人びた仕草で肩を竦める。



「実充お前、何を勘違いしている？　小沼が、あの芹沢とかいう一年生に契りを持ちかけるのを躊躇っているから私が色々と方策を講じてやったり指嗾してやったりしていただけだ。稚児選びなんぞしていない」



「……貴様も伝統に倣えばいいのに」



「お前……私が稚児など持ったら嫉妬するくせに」



「するか！むしろその方が都合がいいわい！三年になってまで念弟専門と思われてる俺の身にもなれっ」



「しっ、余りでかい声を出すな。誰かに気づかれるかもしれないだろう」



「それも望む所だッ、何で好き好んで貴様と二人きりになぞ、……わぷ！」



　敢えて大声を出そうとする唇を手で塞がれ、そのまま脇を掴まれて無人の柔道場に連れ込まれた。



　つい数時間前まで柔術の術科をやっていた所で、換気のために戸と窓が全て開け放たれて、夕陽が差し込んでいた。



　塞がれていた手が外される。再び喚き散らそうと開いた唇に、南泉の形の良い唇が迫ってきた。



　そうはさせるかと身を引いた実充は、南泉の制服の胸倉を掴んで得意技の大内刈りに出た。



　南泉の体が後ろに反る。



　しめた、かかった！……と思うや南泉のさりげない小外刈りで返される。



　一瞬の後にはズテンと畳に叩きつけられ、天井の木目を仰いでいた。



「ミツ、判りやすい奴だな。私が下級生を覗いていたぐらいでそんなに怒るなよ」



　笑い声を立てながら南泉が覆いかぶさってきて、縦四方固めに持ち込まれる。



「そんなんじゃねえっ。稚児とか念友とか当然みたいに話してる貴様らに呆れてんだよっ」



「稚児など私には不要だ。この先本科に上がっても、士官学校へ行ってもずっと作る積もりはない。お前が居るからな」



　南泉が胸を密着させるように圧し掛かって来、首元を決められる。



「どうだ安心したか？」



「……そ、の逆だっ！」



　安心どころかこの先任官するまでずっと南泉に付きまとわれるなぞ、お先真っ暗というほかない。



「早く降参って云えよ」



「い、やだ」



「強情な奴だな」



　南泉の熱い炎を纏った唇が、今度こそ上から迫って来て実充の唇を塞いだ。



　身動きならぬ実充が言葉の代わりに畳を二度叩くと、途端に口付けが優しくなり、硬く縮こまっていた実充の体はたちまち熟れた果実のように蕩けた。







　数日後の夕食時のこと。



　配膳係の一年生達が汁桶と飯櫃の前で待機している前を、盆に皿をのせた上級生らが順番に一列に並んでメシの分配を受けてゆく。



　どうやらこの日の配膳係の一人は例の小沼の受け持ちの、芹沢少年であるようだった。



　実充は前を通り過ぎる際、間近で初めて芹沢を観察し、確かに噂に違わぬショーネンであることを認めざるを得なかった。



　入学して半年も過ぎたと言うのに一年生特有のういういしい気を未だ損なっておらぬ芹沢少年は、実充の後ろに並んでいた小沼模範生徒の姿に気づくと、汁物の入ったおたまを手にはにかんだような笑みを浮かべた。小沼は表向き、無表情を崩さなかった。



　飯の湯気が食堂全体に立ちこめる。白米に煮魚、、そして今日の汁物は実充の好物の巻繊けんちん汁であった。



　八名ずつ班ごとに分かれて席に着く。実充の向かいが小沼、左隣は運の悪いことに南泉だ。



「食事始め！」の合図がかかった直後、ずっと小沼のけんちん汁の椀を凝視していた実充は思わず声を上げていた。



「小沼の汁だけ異様に具が多かないか……イタッ」



　隣の南泉に足を踏んずけられる。



　ギッと睨んだ実充に、南泉は素早く耳打ちする。



「ショーネンとうまくいった、ということさ。野暮はよせ」



　そして無言にして無表情を崩さぬ小沼模範生徒と同様、素知らぬ顔をして飯をかきこみはじめたのだった。







〈模範生徒とショーネン〉　了　

















第五話　冬の風物詩







（前半、予科三年。一六歳



　後半、帰国してすぐの一月のお話です）







＊＊＊







　師走に入ると朝、生徒舎の前の運動場には霜柱が目立ち始め、二週めには市ヶ谷にもとうとう雪が降りだした。



　積もったのはたった数糎ではあったが、幼年校は敷地がだだ広いので積雪に加えて武蔵野からの風が強く吹き込んで、朝起きるのがいよいよ億劫な季節である。







　――払暁六時。



　まだ陽も明けぬうちから起床喇叭ラッパとともに飛び起きる。まず真っ先に行うのが乾布摩擦であった。窓を全開にすると身を切るような寒風が室内に吹き込んでくる。将校生徒らは悲鳴とも呻きともつかぬ声を上げつつ襦袢シャツを脱ぎ、袴下一枚となって窓下に一列になり、エイッエイッと気合を入れつつ手ぬぐいで全身をこするのである。



　一年生だった時分には喇叭の合図を聞いてもあまりの寒さになかなか寝台から起き上れず、「動作が鈍い！さっさと起きんか！」などと模範生徒から厳しく叱責される者もいたが、三年生ともなれば大分慣れてくるものである。



　真冬の乾布摩擦は心身を鍛え風邪を予防するのに効果があるとして、士官学校や幼年学校ではかなり長い間励行された。しかしこの恒例行事は、寒いのが苦手な実充さねみつには非常にこたえた。



　入校以来これを日課とするのも三年目だが、過去二年ともこれが始まるたびに寝台班のうちで先頭をきって風邪を引きこんだ経験を持つのだ。昨年などは肺炎を起こし数日医務室で高熱に魘されたのを思い出す。



　――見舞いに来た同じ寝室班の、赤羽到介や金森仁などは



「石頭スタでも風邪をひくのかぁ」



と実充の枕元で茶化すばかりで肝心の学課のノートの写しなどは一切差し入れないのであった。



（※スタの語源はドイツ語のスタインコップ　Stein=石、Kopf=頭　）



　実充以上のスタである彼らはそれを機に期末考査で実充を蹴落とす算段をしていたらしい。



（いや……風邪通り越して肺炎だっつってんだろ）



と実充は思うが意識朦朧で言葉にならない。



　寝台戦友らは高熱でほとんど喋ることもままならない実充の傍らで『冬休暇にどう過ごす』だのとその場に不必要な会話で盛り上がっては軍医殿の部下の衛生兵に注意されて帰るので（見舞というよりほぼ襲撃）、むしろ彼らの現われない時間帯のがゆっくり養生できて平和だった。



　そんな昨年の回想はさておき今年も、実充は医務棟の病室の寝台の上で天井をぼんやり見上げていた。



　実をいうと昨日から悪寒がしていたが「ひどくないから大丈夫」などといって心配する南泉や小沼の介抱を拒絶していた。しかし今朝になり、起床喇叭ですっ飛んで起きた瞬間、発熱による立ち眩みでふらふらとよろけたのを同室生らに見咎められた。実充的にはいつも通り『すっ飛んで起きた』つもりだったが実際には全くそうではなく、表情にもまるで生気がなかったのですぐさま気づかれ、



「あっコイツやっぱり熱があるぞ」といよいよ医務棟に担ぎ込まれた次第である。



　さいわい、肺炎まで起こした昨年とは異なり今年の風邪はそれほどタチの悪いものではないようだ。朝、担ぎ込まれて日中をここで過ごし、日が暮れた現在では熱も下がりはじめていた。



　しかし軍医殿の命令でとりあえず一晩はここで過ごさねばならない。同室生に風邪をうつすのも忍びないので一応、従っておくことにする。



　郷里の母は実充を丈夫に産んでくれたはずなのだが――じっさい大病どころか風邪以外の病気は一度もしたことがないのだが――よりにもよって三年連続で師走に医務室に泊まることになろうとは。



　嘆かわしく思いつつ時計の針を見ると夜の八時半すぎである。同室生らはそろそろ入浴を終えた頃と思われ、これから自習時間となる。



　自分も部屋に戻りたいなあと思いつつ天井を眺めていると不意に病室の窓硝子に『ゴリッ』と何かの当たる音がした。



　



　何事かと見ると、冬の蒼白い月明かりに照らされて表に降り積もった雪が白くかがやく中、何者かが病室の窓硝子に庭側から額をゴリゴリと貼りつかせているではないか。



　高い窓から首から上だけ覗かせて、病室の中を窺っているようである。不気味だ。最初誰だか分からず実充はギョッと身を固くした。



　この医務棟は生徒舎、学舎とは渡り廊下でつながった別棟となっている。軍医・森下中佐殿の管轄である。医官室と診察室と生徒待合室と病室からなっており、軍医殿は昼間は常駐であるが夜は部下の衛生兵に当直をまかせて陸軍官舎に戻る。



　夜間当直の衛生兵は夜中に一度見回りに来るが、それ以外の時は医官室で鼾をかいて仮眠しているのが常であった。



　病室に実充しか居ないのを確認すると、窓の外の首は一旦ひっこみ、やがてしばらくすると病室の扉が廊下側からそうっと開いてその人物が入って来た。



「具合はどうだ、実充」



「今、きさまの顔見て悪くなった所だ。……一体何しに来やがった」



「おいおい何しに来やがったはないだろう、見ての通り見舞いだ」



といいながら南泉は実充の額に手を当ててくる。



「まだ微熱があるな」



「ウッさん（衛生兵の宇津木上等兵）がもうすぐ見回りに来るぞ」



と実充は南泉の手を振り払った。



「自習時間だから別に宇津木に見られようが問題はない」



　この高級将校の卵は、まだ無官の身であるにも関わらず一回り以上も年長の衛生上等兵を早くも呼び捨てである。



「……じゃあ貴様何で今、こそこそ入って来たんだよ？」



「それはお前がもし、熟睡しているならその間に犯してしまおうと判断したからだ」



　実充はとっさに南泉の顔めがけて足を振り上げたが布団が邪魔な上にまだ病中で動作が鈍く、失敗した。



　蹴られかけようが全く微動だにしない南泉は、しみじみと二の腕を組んだ。



「一度でいいから医務室で及んでみたかったんだ」



「あー、そーかよっ。俺ぁきさまの初体験にお付き合いしてやる気なんざさらさらねェぞ」



「去年も一昨年寝込んだ時も、結構しゃれにならんぐらい酷い風邪だっただろう。期末考査の前に風邪うつされても困るからと思うと中々寝込みを襲う機会が無かったんだ。今年こそはと思って来たぞ」



「なにが『来たぞ』だ、今年もねーわそんなチャンス！　だいたい何気に貴様は心が狭ぇんだよ、そんなにヤりたかったら毎年俺の風邪ぜんぶ引き受けます、ぐらいの覚悟で夜這いして来いっつうの」



　南泉が何か勘違いしたらしく、表情をみるみる輝かせたので、実充は泡を食って否定する。



「いや違う違う、今のは言葉のアヤだ。『夜襲』が戦法の一つとして確立されているのは認めるが、如何せん成功しても卑怯という謗りを免れねえと俺は思う。だから夜這いはよくねえ」



　南泉は実充の三白眼などものともせずガラスの戸棚の中の器具類を眺めはじめた。



　何か発見したのか、やおらその表情が一変し、南泉はいそいそと戸棚に近づいて何か医療器具を持ち出してきた。



「ミツ……尿意はまだか。出したくなったらここに出せよ。確か去年は起きあがれなくてコレの世話になったんだろ」



　尿瓶しびんを手に非常に嬉しそうな表情を浮かべる南泉。



　実充は、（明日あたり元気になったら、元気になったら……確実にぶちのめす）と激しい決意を胸に秘めるのであった。







「おめら、てーげー一緒だナ。仲いーんだネ」



　定時巡回に来た宇津木衛生兵は病室に南泉の姿を認めるとしみじみと言った。



　軍手を嵌めて十能スコップを手にし、病室の隅に置かれた達磨ストーブに石炭をくべる。幼年学校勤務の衛生兵は夜間当直や軍医の補佐が主な仕事だ。語尾に北関東？らしき訛りのある、風采の上がらな…い独身男だ。しかし田舎者らしい朴訥な人柄で、将来の上官殿である少年たちにも何の衒いもなく甲斐甲斐しく接するので、彼を嫌う者は生徒の内には誰一人いなかった。



「もうすぐ九時なンべ。あんまり長居すんじゃねっぺよ」



　石炭をくべ終えた宇津木上等兵は、南泉に現在時刻を告げて（消灯時間に気をつけろという意を込めてだろう）、出て行った。医官室で夜間当直に入るのだ。



「世話好きなのは認めるがお節介な男だな。言われなくとも分かっているのに」



　南泉は閉じられた扉を軽く睨みつつそそくさと軍袴のベルトを外そうとしている。



「おい…何のつもりだ」



「心配するな大丈夫だ。消灯前点呼まではあときっかり三〇分ある。即ち二〇分以内に終え、五分で体裁を整え、五分で生徒舎にすっとんで戻り何事もなかった振りをする。慌てるな。問題はない」



「ちょ二〇分とか五分とか、まるきり意味が分からねえから！」



「二〇分の内訳まで知りたいのか？　そうさな、お前のをおっ勃ててその気にさせるのに三分、ほぐすの三分、突っ込んで一〇分、お前のヌくのに四分」



「最後のはおまけかよ！　……何だよその配分、激しく不公平だろがっ」



「悪かった、じゃあ突っ込みながらお前のヌくの、合わせて一五分かけるからさっさと寝巻脱げ。もたもたしてるとほぐす時間がどんどん減ることになるぞ」



「いやいやいや。うそ……、しかもまだ俺、微熱あるっつってんだろ貴様、ウッさん呼び戻すぞ！　宇津木……わぷ！」



　鼻息荒くダイビングしてきた南泉に口を塞がれ、その後がどうなったかは……御想像に難くない。







　――時は流れて昭和四年大寒、日没後。



「――お前のそれは冬の恒例行事なのか？」



　陸軍官舎（として借り上げている下宿）の六畳間で、ゲホゲホ言いながら寝込んでいた実充の元に、参謀本部での勤務を終えた南泉が見舞にやってきた。



　一升瓶と鶏卵の籠を携えている。



　酒は分かるがなぜに玉子だ、と、陸軍中佐の持ちものとしては全くそぐわない籠を、実充は訝しげに布団の中から見上げた。



「風邪といったら卵酒だろう、と聞いたんでな」



「誰に？」



　曖昧に答をはぐらかした南泉は荷物と、例の馬鹿みたいに派手な改造軍帽を卓袱台に放り、ふと脇にあった書棚から陸士の卒業寫眞帖アルバムを発見し手に取った。ぺらぺらとめくると、殺人的寒さの中、校庭で乾布摩擦に精を出している二十歳の若者たちの写真が現れる。



「思い出すだけでゾッとするがこれ懐かしいな……。当時はこの乾布摩擦のせいかと思っていたが、結局お前、陸士出てからも一シーズンに一度は必ず風邪引いてるじゃないか」



「乾布摩擦のせいじゃありませんでしたってだけの話だ。寛いでないで早く作ってくれよたまご酒」



　ゼロゼロと痰混じりの声で実充が頼むと南泉は寫眞帖を閉じて言った。



「……作ったことがないので分量が分からない。第一、卵を、割ったことない」



「……このぼんぼんめ……じゃあとりあえず酒だけでいい。早く開けてくれい」



「風邪引きが日本酒なんぞ呑むな」



「差し入れた奴が何言ってる」



　南泉はそれもそうだな、と一升瓶の封を外した。



「まともな物食ったのか？　食欲あるならあとで出前頼んでやる」



　南泉は勝手知ったるで茶箪笥から近所のすし屋の屋号入りの湯呑を出してきて、上半身を起した実充に手渡す。



「お前が風邪引くとあれを思い出すな。茶目ちゃめ時代(※１)、一回、当直の衛生兵の目を盗んで医務棟の病室でコトに及んだことがあったろ。もう何年前になるかな……」



「きさま最低なこと思い出させんな」



　実充は湯呑を干しながら眉を曲げた。芳醇な香味が口腔に広がっていく。さりげなく大吟醸の高級品を持ってくるのが南泉という男だ。しかし大吟醸だろうが何だろうが熱燗にして呑むのが実充は好きなので、勿体ないと言われようがこの一升瓶もほとんど熱燗で消費される運命だろう。ごちそうさまである。



「お前のやつを出す所に困って、結局尿瓶の中に出したんだったな」



「そうそう。って、貴様知らねえだろ、俺が証拠隠滅のために宇津木衛生兵に見つからないよう抜き足差し足で夜中に手洗い場までシビン洗いに行った苦労をよ」



「それで結局バレなかったか？」



「宇津木にはバレなかったよ。だが朝出勤してきた軍医殿に寝巻がちょっと濡れてるのが見つかっちまって…」



「本当か？」



「そしたら森下さんがよ」



　実充は口を窄め、幼年校の森下軍医中佐の口真似をする。



「『ん、ん、ん、ムセイは思春期の健康なダンシの証拠ですからネ、別に恥じ入るこたないんですヨ柚木君。元気になったってコトですネ～』っつって。俺、多分あの人の記憶では医務室で夢精した茶目ってことになってんだぞ、貴様のアレだったのによ。どうしてくれやがる……」



　南泉が堪らず腹をかかえて大笑いし出し、実充は笑いを通り越して咳込む羽目になった。



「もーあん時めッちゃくちゃ貴様のこと恨んだぞ俺。一生口きいてやんねえと思ったね」



「つねづね態度が悪いなと思ってたのは、もしかしてそんなことを根に持ってたからか？」



「あの頃は他にも沢山貴様にムカついてたんだよ！　貴様がいちいち気にしてねえだけで！」



「そいつは済まなかったな。詫びのしるしにお前の風邪は引き受けてやる。今夜は私に心おきなく伝染うつせ」



「……そう面と向かって言われると、何だかな……」



　……ともかくも二人はその夜卒業寫眞帖アルバムをめくりつつ、懐かしい茶目時代や陸士時代を語り合ったのだった。







〈番外編　冬の風物詩〉　　了



(※①茶目…陸幼予科生徒の俗称。予科茶目ともいう)

















第六話　萬朶の櫻――陸軍幼年学校本科二年







　陸軍幼年学校の本科(二年間)を終えると、士官学校の前に兵科と所属部隊(任地)が決定されます。



　この所属部隊は基本的に一度決まったら変更はなく「原隊」と呼ばれます。



　任地で半年間は　士官候補生として過ごし、陸軍士官学校へは、原隊将校団から送り出される形で入学するのです。



　陸士で二年勉強したのち、原隊に戻ってはじめて陸軍少尉に任官します。



　この番外編は、陸幼本科卒業をひかえ、自分の所属原隊が決まる前のお話です。







＊＊＊







　大正七年一二月。



　三月生まれの実充は一七歳の冬。陸軍中央幼年学校本科二年に在学中であり、翌春に卒業と、士官候補生としての初めての任地行きを控えていた。



　四年半ものあいだ苦楽を共にしてきた同期生らとも、隊付勤務となれば暫しの別れである。



　幼年学校を卒業した彼らは士官候補生の「上等兵」として、全国津々浦々の師団に振り分けられることとなる。この時の配属聯隊れんたい（原隊と呼ばれる）は、参謀本部付になるなどの例外を除けば、少尉任官後ほぼ一生の軍隊生活を送る場所である。



　はじめは「上等兵」として配属されるのだが、エリート将校の卵であるゆえ昇進は早い。「上等兵」→「伍長」→「軍曹」と、一か月おきに階級が上がってゆく。聯隊れんたい内では先輩将校らが、早くも彼らを将校団の一員として扱い、将校室のとなりに「士官候補生室」を設けるなどして少年たちを厚くもてなす。すでにこの時点で、徴兵されて入営した一般兵卒とは全く異なる待遇である。



　そうして半年後の十月、彼らは「士官候補生軍曹」という階級のまま、原隊将校団より派遣される形で陸軍士官学校に入学する。



　これが大正期～昭和初期における、幼年学校から士官学校へ至るまでの形式的手順であった。







（※余談：その後約一年半の陸士生活を経、卒業の暁には「曹長」の階級を得て原隊に復帰し、半年後に将校団の推薦で初めて「陸軍少尉」に任官する。年齢で約二〇歳そこそこの青年将校誕生である。←が、今回はここまでは触れない）







　実充ら、幼年学校本科生には卒業前の〝一大イベント〟というものがある。



「百日祭」と称される祭だ。



　幼年学校本科の卒業時、所属の「兵科」と「任地(所属原隊)」の発表があるのだが、前述したとおり、それは彼らのその後の軍隊生活を決める、重大な運命の分かれ道であった。



　ゆえに、卒業を百日後に控えた本科生たちが日曜に集まり、希望する任地や兵科にゆくことができるように「任地大明神」や「兵科大権現」に祈りを捧げて、陸幼生活の名残りを惜しみ合って盃を酌み交わす祭が、校内では伝統的に行われていた。



　有り体にいえば、卒業前の、呑めや歌えの大騒ぎのことをいう。



（※当時、まだ未成年飲酒禁止法はない。未成年飲酒禁止法の施行は大正一一年から）







　ところで兵科と任地について少し解説しておく。



　まず兵科というのは軍隊に於ける職務区分のことである。



　すなわち軍の主力である歩兵になるのか、それとも古式ゆかしい花形である騎兵になるのか、理数力を生かして砲兵になるのか工兵になるのか、ということがこの段階で決められる。



（卒業者の半数以上がもっともオーソドックスな「歩兵科」に配属される。）



　騎兵科は華々しく人気があったが、成績優秀者しか入れなかった。



　逆に最も人気がないのが「輜重兵しちょうへい科」であった。輜重兵科とは、補給や輸送など後方支援にかかわる兵科のことで、腹が減っては戦ができぬという言葉にもあるように重要な部署なのだが、地味なのでこの時代の陸軍においてはとかく軽視されがちであった。



　それに過去の例において、輜重兵科に行った者が「陸軍大学校」に入れたためしはない。それで落ちこぼれが配属されるというイメージがどうしても拭い去れず、輜重兵科をミソ科と呼んで（味噌や米を運搬するので）これに行きたがる幼年生徒は絶無であった。







　次に「任地」について。当時全国に七〇ほどもの歩兵連隊が散らばっており、それぞれがさらに大きい区分である「師団」に属していた。基本的には部隊の移転はなく連隊ごとに永久にひとつの土地に駐屯する。この永久駐屯地を衛戍えいじゅ地といった。



　つまり配属されればその衛戍地が、ほとんどの将校にとって骨を埋める場所になるのである。



　よって彼らは希望の任地が叶うよう真剣に『任地大明神様』を拝むのであった。



　いちおう兵科は第二志願、任地は第三志願まで書いて提出できるが、とくに任地の志望は連隊数が多いためあまりというか、ほとんど当てにはならなかった。



　兵科に関していえば進んで「騎兵科」に行きたがるような格好つけは真っ先に「輜重兵科」に飛ばされるという噂もあり、騎兵志願の生徒からしてみれば本心を書くべきなのか、それとも人事担当者の裏をかくことを考えるべきなのか、大いに悩むところであった。







　実充はといえば、大して迷いもせず兵科第一志願を「歩兵科」とし、ついで「騎兵科」とした。



　騎兵はもちろん陸軍の花形で憧れはあるのだが、なにぶん採用人数が少ないので第二志望に書いてもまず配属とはならないだろう。ヘタに、行きたくもない工兵科などと書くよりはよほど安全だ。つまり実充の頭には端から〝王道〟である歩兵科以外の選択肢はなかったわけである。



　任地のほうは、第一志望を「第一師団・歩一」（歩兵第一聯隊。衛戍地・東京）とした。



　次いで第二志望を「第一五師団歩三四聯隊」とした。（衛戍地・静岡）



　第三志望は特に思い浮かばなかったので「第一五師団歩一八聯隊」（衛戍地・豊橋）としてみた。



　第一志望と第二志望にはそれなりの理由があったが、第三志望まで来ると、まるきり適当であった。強いていえば東海道線沿いなので、帰省するのに困らないという事ぐらいか。



　志望を出したあとは「任地大明神」に拝み倒すのみである。



　実充の場合「希望するあの連隊に絶対入れますように！」という程のこだわりではなく、どちらかというと



「どうか南泉と同じ師団や連隊にだけはなりませんように！」とだけ拝んだ。



　といっても歩兵聯隊だけでも全国に七〇近くある。



　よっぽどのことがない限り、まず同じ連隊ということはあり得ないだろう。



（ということは、あの南泉ともついにおさらばだ）



　実充は卒業の日を指折り数え、うきうきした。しかし〝万が一〟ということもあるので、来る日も来る日も欠かさずに大明神祈願を励行した。



　南泉との四年半にも及ぶ攻防（？）の日々を、『良き思い出』と位置付けるまでの心境にはまだ至れるはずもないのである。







「♪萬朶の桜か襟の色～　花は隅田に嵐吹く～



　大和男子と生まれなば～　散兵戔の花と散れ～



　♪ああ勇ましの我が兵科～　会心の友よいざ来たれ～



　とーもに語らん百日祭　盃に襟の色映し～



　宴会場の中央で、座卓の上に仁王立ちした数名の生徒が拳を振っている。



　響き渡るは「歩兵の本領」。



　幼年生徒らは肩を揺らし、腕を振り、勇ましく歌い合う。



　合わせて歌う周りの生徒もそれを聴く生徒もほぼ全員、ぐでんぐでんに酔っぱらっていた。



　



　百日祭の宴は、牛込町の某寺の境内にある地域の集会所を貸し切りにして行われた。



　寺の敷地に一七，八歳の若者ばかり数十名集まってどんちゃん騒ぎするなど不道徳千万な話だが、百日祭というのはある種、教官たちへの謝恩会の意味もある。それで今井生徒監など現役の陸軍士官も同席しての集まりとなっているがゆえに、長年この場を提供してきた寺側としては今さら断る理由がない。だから歴史を重ねるごとに羽目を外してゆくこの百日祭を寺側がどう感じているかは別として、毎年、しぶしぶ場所を貸してくれているのだった。



　実充の傍らで、同室生・蒲田勝次郎の盛大なイビキが轟いていた。まさにとどろくという表現が似つかわしい爆音だ。蒲田は同期生いち体格の良い大男であった。



　同じく同室生・金森仁まさしは呑み過ぎて気分が悪くなり、匍匐ほふく前進で厠へ吐きに行った。



　実充はこの二人の寝台戦友と呑み比べをして、今し方勝った所だ。



　たとえ呑み比べと謂えど勝利は勝利。誇らしげにその余韻に浸りつつ徳利を抱えてうつらうつらしていた実充の所に、おなじく同室の赤羽が千鳥足で寄って来たのはその時だった。



「実充、貴様意外な酒豪だのォ、呑み比べで蒲田を負かすとはな！」



「でぶだからといって大酒飲みとは限らないということだ。意外にヤセの金森の方が手ごわかったぞ」



と実充が返すのを聞いて、赤羽が（でぶとヤセをちびが伸したのか……）と思ったかどうか定かでない。赤羽は実充の隣に腰かけると、酒臭い口でこう尋ねてきた。



「なぁなぁところで実充ぅ、貴様、任地の第一志望どこにした？」



「そういう到介は何処と書いたんだ」



「俺か？俺はなー、誉れ高き〝近歩一〟を書いたぞ」



　赤羽は胸を張った。



　近歩一、つまり≪近衛師団・歩兵第一連隊≫は日本初の歩兵連隊で、かつ天皇と皇居を守る大変名誉ある部隊だ。



　桜花があしらわれた近衛だけの特別な徽章は、幼年生徒達にとってあこがれの的であった。



　その枠に選抜されるのは幼年校卒者でもよほどの秀才でなければならず、しかも〝眉目秀麗〟でなければ絶対に選ばれる事は無かった。



　南泉郁巳ならいざ知らず、軽佻浮薄で右に出る者のない赤羽がそれを堂々と書いたというので、実充は吹いた。



「ぷ。貴様が近歩一って……そんな大風呂敷を広げてどうする。むしろ受け狙いで書いたとしか思えんぞ！」



「馬鹿を云え、おれは本気だ」



「あ？　本気なのか、そいつは済まん。てっきり志望する師団が無いからネタで書いたのかと」



「うーん……、ま、特に熱望する師団や聯隊が無いのは事実だがな。別に夢ぐらい見たって良いだろう、志望書ぐらい。それより実充は？　俺が教えたんだから貴様も勿体ぶらずに何処と書いたのか云えよ」



　なぜそんなにしつこく聞くのだと思いつつ、実充は周囲に視線を奔らせた。大きい声で話す内容ではない。広言すれば大明神の御利益が下がる気がする。それにとりわけ、南泉に聞かれるのが嫌だ。



「……じゃ、仕方ない。貴様にだけは教える。他言無用だぞ。実は俺も、歩一を書いた。といっても近衛師団じゃなく第一師団の方のな」



「歩一か。確か亡くなった親父さんが……」



「うん。まあ、だからといって別に歩一に絶対入りたいわけではない。



　兄貴たちと同じ部隊でさえなければ、正直どこでも良いと思っておる。



　あ、しかし歩二一、三〇、三六連隊だけはやっぱり避けたいがな……」



「浜田、村松、鯖江か？　そいつは俺もごめんだぞ」



　島根県浜田町（当時）にあった歩兵第二一連隊、新潟県村松にある歩兵第三〇連隊、そして福井県鯖江の歩兵第三六連隊は「日本三大僻地」と呼ばれ、替え歌がつくられるほど歩兵科志願者たちから忌避されていた。



　実充は徳利を勧め、赤羽は懐から自前の盃を突き出してそれを受けた。



　外は雪でも降り出しそうな寒さだが、二〇畳ほどのこの広間の中は少年たちの熱気で満たされている。



　見れば蒲田らの他にもちらほらと、酔い潰れて寝てしまった者もいた。



　この広間の隣にフスマを隔ててもうひとつ同じ大きさの広間があるが、そちらの状況もここと大差はない。



「卒業まであと三カ月かぁ。実充、貴様には色々と世話になったな」



「主に決闘の見届人とか喧嘩の仲裁とか、な。しかしまあ世話になったはお互いさまだ」



　面映ゆい心地を隠すように、実充は自分の盃に目を落とす。



　同郷出身の者と同部屋で、気分的にも助けられた四年間だった。



「とか言って、ここで別れを惜しんでも聯隊が一緒になるというオチもあるがな！」



「アハハ、まったくだ」



　実充と赤羽はそうして盃を干し合った。







　その後赤羽到介は、障子に凭れかかって居眠りしはじめた実充をその場に残し、フスマを隔てて隣の広間にいた南泉郁巳の所へ行った。



　南泉は小沼誠治と何やら談笑している所であった。そこへ赤羽到介は立ちはだかり、勝ち誇ったような笑顔をみせる。



「おい南泉。口の硬い石ミツからとうとう志望任地の情報を聞き出してきたぞ」



「ほう？」



「南泉、貴様が知りたがっているだろうと思って今さっき、本人から聞き出してきた。蒲カツとマサを死兵にしてな！」



　眉を上げたのは小沼誠治だった。



「到介、貴様まさか、蒲カツと仁まさしをけしかけて実充に呑み比べを挑ませたのか？」



「おう、そうとも。最終的に撃沈されはしたが、二人の散華は無駄ではなかった。普段なら守りの堅い実充だが、さすがにあれだけ酒が入るとすんなり喋りおったわ、ははは」



　赤羽は唐突に笑うのをやめ南泉に掌を差し出す。



「一円でどうだ」



　当時の一円というと今の相場では五千円以上の価値ということになろうか。南泉にとってははした金であるが、多くの幼年生徒にしてみれば一円は大層な小遣いであった。（ちなみに国産の万年筆が、当時二円ぐらいで買えた）



　南泉は一寸、顎に手を当てていたがやがて首を振った。



「いや、その情報は買わん」



「おい、何でだ!?　せっかく犠牲を払ってまで貴様のために仕入れてきてやったのに」



「〝金のため〟の間違いだろ」



　小沼が横槍を入れる。



「死兵となった蒲カツとマサには悪いが、多分それは、私も知っている内容だ。だから情報料は出せん」



「何ィ!?　多分とは何だ。実充に直接聞いたわけじゃあるまい、志望任地」



　南泉は背筋を伸ばして赤羽の肩を引き寄せ、耳打ちする。



「……アイツの志望は〝歩一〟だろう？」



「……」



　赤羽の口元がぴくっと動いたことを見逃す南泉ではない。



「……ちくしょー、まさか知っておったとはな、稼ぎ損ねた」



　赤羽はぼそり呟き、悔しそうに立ち去った。



（……。やはり歩一だったか。……当たってて良かった）



　じつを云えば南泉は、知っていた訳ではない。予想を立てていただけだ。



　今まで調べ上げてきた実充の情報をもとにして幾つかの志望連隊を予測抽出したのだ。



　その中から可能性が高い候補をひとつ選んで、（一か八かだったが）南泉も、第一志望に「歩兵第一聯隊」を書いて提出したのだ。



　あとは南泉郁巳といえども〝任地大明神〟を拝むのみである。



（……実充と同じ聯隊に配属されますように！）



　神仏頼みなど本来この男の柄ではないのだが、この段階まで来れば得体の知れぬ迷信と謂えど拝むよりほかにない。



　華族南泉家の力をもってしても、陸軍人事、とりわけ士官候補生の任地まではつけ入る余地がないのだ。



　呑み比べで蒲田と金森を伸したのなら、実充も今ごろ相当酔いが回っているのだろう。



　フスマを隔てて隣の広間で、その他大勢に混じって雑魚寝でもしているのだろうか。



（周りに誰も人がいなかったら寝込みを襲う絶好の機会なのだがな。）



　南泉はフスマの向こうの実充の痴態を想像して大きく息を吸った。



　同じく酔っぱらっている小沼誠治が己の盃に酒を足しながら、さっきの話の続きを語り出すのに聴き入る振りをして、



（全員早く寝静まらないかな。そうしたら酔いが回ったふりをして、ドサクサに紛れて実充と同衾してやるのにな、）



などと不謹慎なことを考えていた。



　思えば、実充と共に過ごした四年半は感慨深いものであった。



　二人きりになる時間はごく限られていたが、南泉は毎日毎日実充の溌剌とした容姿や、鋭い言動のすべてに愛着心を刺激され続けてきた。そばにいるのに人目が多くてなかなか触れ合うことができないというもどかしさが、さらに彼の若い欲望を疼かせていた。また実充が根っからの頑固者で、四年半ゴリ押しを続けてきたのにまったく自分に転ぶ素振りがないことも、この執着心の一因だ。



　冷静沈着を旨としていた自分が、まさか〝好きすぎておかしくなりそう〟という精神状態にまで陥るとは、正直、入学時には想像もつかない事であった。



　〝柚木実充〟という存在は南泉にとって、人生初にして最大の激震と言っても過言ではないのだ。



　その実充と一緒に寮生活が送れるのも、あと残すところ三カ月を切った。



　生徒舎での初めての出会い（よくよく考えたらあの時お互い全裸だった……）から今まで、共に教練と鍛錬を重ねて切磋琢磨してきた。日々の学科や術科、駈歩訓練、遠足、実習、遠泳大会など、共に乗り切ってきたさまざまな行事が走馬灯のように思い出される。



　南泉は目を閉じて「ミツとの日々」を回顧しつつ、小沼の話に生返事で返しつつ、揺れる盃の水面を愉しむのだった。







　想い出深い百日祭の夜から時はまたたくまに流れて、いよいよ三月。



　幼年学校本科卒業式の前日に、待望の「兵科」と「任地」の発表が行われた。



　まず先に兵科の発表があり、実充は希望通り歩兵科と決まった。周囲の班友、小沼や赤羽、蒲田も歩兵科だ。数学の得意だった金森仁だけは重砲兵科の配属となった。



　肝心の任地の方は実充の志望通り歩一とはゆかず、第二志望の歩三四連隊と決まった。



　衛戍地は静岡なのでまあまあだ。というより、第二志望が叶っただけでも万歳と云わねばならない。中には台湾や満州に駐留している聯隊に飛ばされた者もいるのだ。



　そして南泉郁巳はというと、これまたあの煌びやかな男に相応しく近衛騎兵連隊配属ということであった。近衛師団の中で騎兵とくればもうエリート中のエリートコースである。



　家柄がよく学業優秀、眉目秀麗、おまけに教官らには品行方正と思われているようなので、これはもう当然の成り行きと言ってよかった。



　実充は南泉の第一志望など知らないので、いちいち配属先まで派手な野郎だな、と思ったぐらいだ。とにかくこれで南泉ともお別れできる。



　そういえば南泉の第一志望はどの連隊だったのだろう？　ふと思ったが、ぶんぶんと頭を振って考えるのをやめた。



　別に奴のことなんざどうでもいい。



　とにかく今は荷造りだ。



　四年以上の寮生活で溜まった荷物を片端から鞄に詰め込んでいく。履き古した襦袢類や上靴など、実家に送るのと、軍服や背嚢などそのまま任地に持っていくのとを分ける。



　任官後の軍務生活に想いを馳せる実充は、南泉の落胆ぶりなど知る由もなかった。







　まったく同じ頃、数台のベッドを隔てて同じように荷造りをしている南泉に、隣の寝台の小沼がヒソヒソと話しかけた。



「南泉、浮かぬ顔だな」



　南泉は無表情というよりは凄みを感じさせる顔で小沼を見返した。



「浮かぬどころの騒ぎではない。まったく志望が叶わなかった」



「でも貴様、第二志望には騎兵を書いたんだろう」



「書いた。しかし本当に回ってくることがあるとはさすがに思っていなかったんだ。騎兵連隊はこれからは縮小傾向だろうからな」



「近衛騎兵はそんなに嫌か。近騎聯隊といえば誰もがうらやむ花形連隊だぞ」



「ふん。西部戦線に於ける英吉利軍と独軍の戦闘を見てみろ、これからは戦車戦の時代だぞ。優雅に馬になんぞ乗っていられるか」



　南泉は若干一八歳の士官候補生にしてすでに典型的な騎兵不用論者であった。



　にも関わらず彼は「人気のある騎兵科を第二志望に書いた場合は、ほぼ一〇〇％配属されない」という不文律に随い、第二志望に騎兵を書いたのだった。むろん一〇〇％行きたくないからこそ敢えて騎兵を書いたのだが（工兵科や砲兵科を書いてそちらに回されるのは愚の骨頂だ）、人事担当者の意図までは読み損なった。



　教官ら含め、人事担当者は皆、家柄も申し分なく見栄えのする南泉を騎兵科に入れたかった・・・・・・のである……。







　摂政宮殿下台臨の元で行われる幼年学校本科卒業式では、優等生が毎年一名選ばれることになっている。今年は文句なしに南泉郁巳が、殿下より直々に御賜の銀時計を授かる栄誉にあやかった。



　当の本人は恩賜を授かる際にも恐縮ひとつせずポーカーフェイスを保っていた。



　単に昨日のショックを引き摺っていたのである。



　卒業式の後、本科生全員で記念の集合写真を撮り、大恩ある生徒監に礼を述べ、班友と別れを惜しみ合って寮を後にする。



　四月一日の任官までおよそ一週間ある休暇を、おのおの実家に帰って過ごすのだ。



　自力で帰省する者が半数、両親や親せきが迎えに来ている者が半数の割合だ。



　「自力で帰省組」の実充は衣類や教書類の入った重い鞄をぶらさげて生徒舎を引き払った。



　校庭脇の並木道の所で一旦荷物を置いてふりかえり、世話になった教練棟や術科場をぐるりと眺めて目に焼き付けた。



　約二年学んだ本科の校舎の奥に、予科の校舎も見える。全て、多感な一〇代後半を過ごした思い出の場所だ。



　あの校舎の裏で喧嘩もしたし、あの窓下で教官に鉄拳をくらったこともある。階段の陰で上級生に迫られたり保健室で同期生に迫られたりと、色々と嫌な思い出も多いが、全体として見れば幼年校で学んだ日々は良い経験であった。



　さて、と荷物を拾い上げようとした時、不意に背後に人の気配を感じた。



　振り返ると南泉が立っている。



「げ、南泉……！」



　何の用だと唇をひん曲げる実充を、南泉は素早く抱き竦め、言葉は要らぬ、これが最後の機会だとばかりに並木の陰に引き寄せた。



　すかさず耳朶を舐められる。



「ちょ、何しやがる、止せやい！」



　耳についた唾液を袖でゴシゴシ拭いながら、実充は片手で南泉を突き飛ばそうと試みた。しかし試みの半分しか成功せず、胸と胸の間に隙間ができる程度だ。



「て…てめー南泉、よくも今まで俺に付きまとってくれたな。だが貴様とも今日限りでお別れだ！」



「実充、汽車で帰るのか？　うちの車で実家まで送ってやろうか。どうせ同じ方向だし」



「要らん！相変わらず人の話聞いてねえな。もう前言撤回だ。貴様と俺は「今この時」を限りに以後まったく無関係の人間だ！　これでもう貴様の変態行為につき合わされなくて済むかと思うとせいせいするぜ」



「慌てるなよ実充。〝金輪際無関係〟などと言ったって、半年後にまた会うんだぞ？　士官学校で」



「むぐ…」



　そうだった。これから半年間の「士官候補生」研修を経て、半年後には軍曹になって、また同じメンツが雁首をそろえて陸士に入学するのだ。幼年学校を出て士官学校に入らないでおく、という選択肢は与えられていないので、今日卒業した者全員が間違いなく半年後に揃う。



　そのことを忘れていた訳ではないが、南泉の猛攻からとりあえず逃れられる嬉しさで、頭が一杯だったのだ。



「実充は確か歩三四聯隊だったな」



「そうだ、貴様は近衛騎兵だろ。戸山が原でせいぜいバキついてくるがいい」



「騎兵なんて馬鹿げた兵科、真面目にやっていられるか。だがまあいいさ、原隊なんて所詮、陸大出て参謀本部に上がるまでの通過点に過ぎんのだからな」



　相変わらず自信満々の野郎だと思うが、この男なら当然そういう風に出世していくのだろうな、とも思わせるから不思議だ。



　南泉は両手で実充の頬を挟んだ。



「……とにかくだ。しばらく会えなくなるな、ミツ、元気で居ろよ」



「……ふん。貴様もな」



　かぶさってくる唇を、この時だけはまぁ仕方ないか、と避けずに受け入れた。



　この甘いようなムズ痒いような感触ともしばらくはお別れだ。



　そう思うと、いつもは押し退けようとする手がなかなか動いてくれない。



　もう二度と会わない訳ではないのだし、別れといってもたったの半年なのだが。



　コイツと離れられて嬉しい、と広言する自分がいる一方で、コイツの存在は、この四年半の賑やかな生活における一大要素でもあった。好悪は別として、それは認めざるを得ない。



　生徒舎の窓々からは、まだ中に残っている生徒らの別離の声が喧噪となって聞こえてくる。



　誰かに窓から見られていたら大変だ。



　体を離した二人は、拳と拳を小突き合わせ、しばしの別れの挨拶とした。



「じゃあな」



　鞄を拾い上げ背を向けた実充に、南泉は名残惜しそうに声をかける。



「ところで明日空いてるか。榎本に運転させて野澤屋に行くつもりなんだがお前も来ないか」



「貴様、そんなことに誘うつもりなら今の〝半年後に会おうぜ〟っていう流れはいったい何だったんだよ。それにそもそも誰が男の買い物になんぞ付き合うか」



「じゃあ明後日、オデヲン座行こう、奢ってやる」



「だからどうして俺がせっかくの任官前の貴重な休みを貴様なんぞと過ごさにゃならん!?」



「ミツ、一週間も休暇があるのに家でゴロゴロするつもりか。勿体ない。荷物、半分持つぞ」



「いらんわい！　だからついて来んなと言っておるのに。言っておくが休暇中に万が一地元で出会っても、声なんか掛けるなよ。俺は断乎、他人のフリをするからな！」



　……実充と南泉。この二人の腐れ縁はこうして、士官学校以降に持ちこされてゆくのであった……。







〈萬朶の桜〉　了

















第七話　嗚呼、涙の検閲――１９１９年（陸軍士官学校一年）







　四月の終わりの或る日。夕飯後の事である。



　家人からの私通を受け取りに生徒中隊舎事務室に行っていた赤羽到介が、何やらものすごい足音を立てて戻って来た。彼は幼年学校卒業者でれっきとしたカデットＣＡＤＥＴであるにも関わらず学科はなぜか中卒Ｄさん組以上の劣等であった。飯は必ず二重装填(二度目の飯のために列に並びなおすこと)。性格はちゃっかり者として有名である。



「あー、オッホン！　第四区隊第一寝室の戦友諸君ッ。注ー目ーッ。これより手紙のォ、公開検閲を行うにあたりィ、諸君の立会いを求めるものであぁる！」



「公開検閲ぅ？」



「オイ赤羽、なんだそれは？」



　寛いでいた班友らが声を上げる。



　個人的な手紙の検閲などナンセンスだ。いくらなんでも聞いたことがない。



　こっそり持ち込んだ発禁本に目を落としていた南泉も、小うるさげに顔を上げた。実充はちょうどその週の取締生徒（週番）に当てられており、翌日の学科の予定を聞く命令受領のために区隊長室に赴いていて不在だった。



（※陸士においては生徒たちはいくつかの中隊に分けられ、各中隊がさらに「区隊」（二〇名～三〇名）に細分されていた。現代に置き換えれば区隊は学校でいうクラスにあたり、区隊長（中尉）は担任教師に相当する）



　赤羽は、手に持った一通の封筒を高々と差し上げた。



「これを見よ！」



　同期らがぽかんと見上げる中、赤羽はさらに言った。



「頭が高い！　ここにあるこの封書はだなァ、我が生徒隊第四区隊随一の艶福家えんぷくか、稀代の色男『Ｙ君』宛てにとある婦女から届いた私信なのであーる！」



「女からの、私信……!?」



「Ｙ君つうことは……」



　寝台戦友らはイニシャルＹの人物を思い起こした。この寝台班には一人しかいない。



「実充か！」



「そうつまり！　ここに鎮座ましますは今流行りのラブレタァなる代物なのであぁる（Ｙ君宛ての）！　貴様ら頭が高い！　控えい控えい！」



　自分宛てのラブレターでもないのに振りかざす赤羽。「ハハーッ」と、思わず居ずまいを正してしまう班友らの背後で、南泉は阿呆くさそうに発禁本を閉じた。



「いちいち興奮するな赤羽。あんまり騒ぐとカメトヨが聞きつけて来るぞ……」



　カメトヨとは区隊長・亀田豊吉中尉の愛称である。区隊長は区助とも呼ばれ、士官候補生らにとってしばしば鬼教官であり、尊敬する兄貴分であり、頼もしきオヤジであった。



「……そもそも中身も読んでいないのに何故、恋文と分かる？」



「フフン、俺には一目瞭然だ！　俺はこの差出人の竹中久子というお嬢さんを知っておるのだからな！」



「竹中、久子……？」



　もう四年も実充と同じ屋根の下に暮しているというのに、悔しいことに南泉には全く聞き覚えのない名前であった。



　赤羽によれば、それは先日栃木町において行われた十日間に及ぶ『現地戦術演習』でのこと。



　演習場には、士官候補生を全員収容するための大きな宿舎がないので、候補生たちは四名ずづグループに分かれてそれぞれ手近な民家に泊めてもらうというのが恒例になっていた。栃木町の人々も毎年、未来の陸軍将校たちを快くもてなしてくれる。ただ宿舎として泊めてくれるだけではなく軍人として接待してくれるのだ。



　南泉は実充と同じ班になれなかったが、赤羽と小沼は実充と同じグループであった。彼らは栃木演習場にちかい佐野町のとある民家に宿泊していたが、その家が「竹中」という姓で、その家の一七歳になる娘さんが「久子」さんだったというのだ。



「俺と小沼と蒲カツとＹ君の四名は例外なく、初めて会うなり間髪入れず久子さんに懸想した」



「間髪入れずって何だよ」



　聴衆から突っ込みが入る。回想モードを邪魔された赤羽は声を荒げた。



「だって貴様らこの暑苦しい空間見ろよ分かるだろ！　男臭えんだよ出会いがねえんだよォ！　そこへ運よく高等女学校の被服科を来年卒業する予定の妙齢の娘さんがいる民家を、宿舎にあてがわれてみろよォ！　恋すんなっつう方が無理な話だろ！」



「うーむ」「たしかに」



「久子さんは髪が長くて色白でそれはそれは気立てが優しい娘さんだった。栃木訛りがかえって可愛らしくもあった。



われわれは毎晩、夕飯をいただく時にはかわるがわる久子さんに話しかけたり、風呂焚きを手伝ったりしてなんとか久子さんの気を引こうと図った」



「はあ」



「だがしかぁーし！　Ｙ君は究極の奥の手を使い我々を出しぬきやがったのだ！」



「なにぃ!?　どんな手だ！」



「Ｙ君は演習九日目に、前日の大雨下の徒歩行軍のせいか熱を出して、宿舎待機を命ぜられただろう！」



「おおっそういえば！」



「それが奥の手だというのだ！　俺は、Ｙ君が宿舎待機を命ぜられ竹中家で寝込んでいたときに久子さんによる看護を受け、そこで急激に親しくなったのではないかと憶測する！」



「……憶測かよ！」



「まあ今にして思えばの話だ。そのときぐらいしか、二人きりになれる機会があったとは思えん」



「馬鹿馬鹿しい。下衆の勘ぐりだな」



　後ろで聞いていた南泉が冷徹に言い放った。



「看護といったって、宿舎を貸してくれた竹中家にはその久子さんのご母堂もいたんだろう。まともな母親なら妙齢のむすめと年中発情しているのが当たり前の士官候補生を二人きりにして家を空けるはずがない」



「まあ……、それはそうだが、肉体的接触がなかったとしても俺たちより多く会話を交わしていたであろうことは疑いない」



　赤羽到介はそうして南泉の視線にやや怯みつつ、



「とにかくだ！　われわれは演習終了後、こぞって竹中家に「世話になった」旨、御礼の手紙を出した。久子さん宛てにも別途、心を込めて御礼の手紙を出した。



　そうしたらば今日のこれだ！　なぜだかＹ君宛てにしか返信が返って来ておらん！　戦友諸君！　これについて如何お考えある!?　諸君らの意見を聞きたい！」



「利己的だ！　ひとりだけ甘い汁を吸おうとする行為である！」



「むすめさんを独占するなど断じて度し難い！」



「ああそうだろうそうだろう！　だいたいいつもいつも、Ｙ君ばかりが何故かいい目を見る！　上級生には可愛がられ、同期には好かれ後輩からは慕われ、そして極めつけが今回のこれだ！　女からも好意を寄せられる！　たしかにＹ君は可愛い！　だが可愛ければいいのか!?　こんな不公平がまかり通ってよいのか！　どう考えてもあいつは容姿だけで人生かなり得をしておる！」



「そうだそうだ！」



「許しがたし！」



「そう思うだろう！　よってＹ君のぬけがけ行為に対する制裁のため、我々はここに、久子さんからの手紙を公開検閲する決定をくだすものである！　如何か!?」



「応！」



「断固、検閲すべし！」



　色めきたった聴衆の後押しを受け、赤羽到介は、ワナワナと指先をふるわしながら封書を開きにかかった。



　まっしろな便箋が中からあらわれると、皆がそれを覗きこみ久子さんの残り香を吸い取ろうと鼻をクンカクンカさせた。万年欲求不満青年どもである。







　手紙はこのような書き出しではじまっていた。







『　拝啓　柚木実充軍曹さま



　春たけなわ、お元気にお過ごしでせうか、



　くずされていたご体調はその後恢復されましたでせうか。



　先日はご丁寧な御礼の御手紙を頂戴し有難うございました。



　皆様が東京に帰られてからというもの竹中家は水をうつたように静かで、



　以前はこれが日常でございましたのに、今はいささか寂しいような心持で暮しております』



　赤羽は声に出して朗読した。



『（中略）……あなたさまから士官学校のいろいろなお話をうかがうのが本当に楽しうございました。



　私には想像もつかない世界です。人並み以上の苦労がおありでせうが、同期の方々との深い絆は女の身の私にはとても羨ましく映ります。



　このような手紙を書き慣れていないので失礼があつたらどうぞお許しください。



　あれもこれも書こうと思つて筆をとつたのに、なかなか文章が出てきません。



　あなたさまがあの十日間、わたしにいちばん優しく、さりげなく丁寧に接してくださいましたことがどうしても忘れられませんの……』







と、聴衆が唾をのんで静まりかえる中、赤羽はそこまで棒読みに読んでハタと止まった。



　手の中に今まであった便箋が急になくなったのだ。



　赤羽から便箋を取り上げたのは南泉だった。南泉は寝台戦友らがぽかんと見つめる中、いきなり便箋をビリビリ破いて自分の口の中に押し込んでしまった。



「はっ？　―――はぁああああ!?」



「く……喰った!?　喰いおった!?　山羊か貴様！」



「南泉ッ、気でも違うたか！」



「さすがにまずいだろそれは！」



　諸君おちつけ、とばかり、南泉は両手で空気を抑える仕草をした。彼は両頬をふくまらせたまま器用にモソモソと、だが至極冷静に言った。



「我々にとって今もっとも重要なことは何か。それは戦友を不純な婦女との交遊から遠ざけ、軍人たる者の歩むべき道から踏み外さぬよう導くことではないのか？」



「……そう」「然り」の声がちらほら上がる。



「えーとつまり、ぬけがけは許さん、と？」



　ぶっちゃけた突っ込みをいれる赤羽だが、南泉は首を横に振る。



「そういうことではない。そもそも士官候補生たるものが異性と文通など嘆かわしいことだ！　実充をこれ以上悪の道に誘ってはならん。これは一〇〇パーセント実充のためだ」



（いや自分のためだろう、）



　黙ってきいていた小沼誠治は呆れて寝台に横になった。実充や赤羽と同様に『久子さん』を狙っていた彼にとっては、チャンスが巡ってきたのかもしれなかった。彼は出そうとしていた久子さんへの二通目の手紙をそっと見つからぬよう懐に入れ、上からそっと手で押さえた。







　廊下に顔を出した班友の一人が声を上げた。



「あ、色男Ｙ君が戻ってきたゾ」



「第一寝室の戦友諸君！　私は諸君らに箝口令かんこうれいを敷こうと思う」



　なんとか便箋を嚥下した南泉は、そう云い放ち何事もなかったかのように寝台にもぐり込んだ。もうすぐ消灯点呼である。



「貴様らなんか騒いでなかったか？　なんか面白い事でもあったのか？」



　区隊長室から帰って来た実充は不思議そうにしていたが、戦友らの団結は強固であり誰一人真相を明かす者はいなかった。こうして実充の初恋は成就しそうでしないまま、静かに終わっていったのである……。







　それよりおよそ四年後。



　陸軍中尉となった小沼誠治は晴れて、長年の文通相手だった竹中久子嬢と華燭の典を上げた。



　あのあと、小沼から再三の文通の申し入れがあり、久子が実充をあきらめそれに応じたようである。



　あのラブレタアが南泉その他一党によって抹消された為、実充は自分にチャンスがあったこと自体を知りもしないままであった。



　同期の多数出席した披露宴の二次会の席で、酔っぱらった赤羽が「時効だから」ということで実充に真相を明らかにした。



「大きな声では言えないが、たとえば……、もしあの時南泉が久子さんの手紙を食っちまわなければ、今日の新郎は貴様になっていたかもしれん……」



「はあああああ!?」



　あたり構わず蹴散らかし、立ち上がりかけた実充を、慌てて赤羽が押しとどめる。



「すまん実充！　たぶん久子さんは返事が来ないので貴様にフられたと思っとる。だが今さらの話だ。もし小沼でなく貴様が久子さんと文通していたとして、目出度めでたく結婚まで漕ぎつけたか否かは分からんし」



「そりゃ俺は小沼のように筆が立つ訳ではないが……」



　憮然としつつ、祝いの席だということで自重しふたたび腰を降ろす。すると座敷の戸がバターンと開いてきらびやかな男が颯爽と傾れ込んできた。



「すまんすまん所用で遅くなった！　小沼！　そして久子さん！　結婚おめでとう！」



　南泉郁巳を目にするなり実充の『自重』の針はいよいよ、びいんと振りきれたのであった。



「――南泉郁巳ィィィッ!!」



「おっ、実充？」



「やっぱり今日という今日はもう貴様を許さんッそこへ直れぇぇい!!」



　家紋「三つ柏」の輝く鞘から軍刀をぬきかかる実充。周囲の同期が慌ててとり縋る。



「新郎新婦、申し訳ないっ、こいつちょっと飲み過ぎで……」



　新婦・久子嬢は実充の酒癖の悪さ（？）に目を丸くしていた。たぶんこの男とつきあわなくて良かったと胸を撫で下ろしていたのに違いない……。







〈嗚呼、涙の検閲〉　了

















第八話　散りぬる櫻、盃に月――１９２９年４月







(本編後のイチャエロです)







　夜櫻見物に誘われた。



　夕刻、着流しの上に袢纏を羽織って出掛ける。



　少し早めに着いてしまいそうだったので、手前の五番町で市電を降りて千鳥ケ淵沿いをぶらぶらと、待ち合わせの富士見町（現在は九段南）界隈までそぞろ歩いた。



　宮城（皇居）の濠沿いの櫻は満開。まだ散り始めるには早いのに、無情な夜風が枝を揺らして花びらを毟り、攫ってゆく。



　櫻並木の向こうにちらちら見える灯火は代官町。近衛歩兵師団の司令部の灯りか。



　濠の水面には薄桃の雪華のように、点々と花びらが漂っている。散り落ちてなお美しいその光景には時として無常を感じるが、その儚さこそが、日本人が此の花をこよなく愛する所以なのだろう。



　靖国界隈に出る少し手前。この辺りで落ち合うことになっている。



　靖国に近いこともあってかこの近辺にだけ出店が張られていた。



　かき入れ時と思しき屋台の諸々の喧騒。



　烏賊焼きや今川焼きの香ばしさがうねうねと空中で混じり合って、なにやら食欲の出そうな出なさそうな、形容しがたい匂いが濠沿いを包んでいる。櫻に吸い寄せられて集まって来た見物客の、和気藹藹とした会話。すれ違いざまに感じる酒精。ぱりっとしない着流しなどで出歩いている自分も、ここでは陸軍などではなくただの一介の市民だ。



　実充は賑やかな夜桜見物の人波の一部となりながら、自分を呼び出した当人の姿を探して目を凝らした。



　すると前方の花見客の波を縫うようにして、頭ひとつ上背の抜きん出た男がこちらに向かって歩んで来るのが見えた。



　市井の多くがまだ和装をしている昭和四年である。ただでさえ外見が日本人離れしているのに、帯青茶褐色の将校用長外套ロングコートを寸分の隙なく着込み、例の派手な四五式軍帽を柔らかな茶髪の上に斜めに載せ、人波に逆らって悠悠闊歩してくる姿は目立つことこの上ない。



　足を止め、濠の桜に気を奪われるふりをして視線を背ける実充の、その腕に、歩いて来た南泉が指を絡めた。



「……待たせたか？」



「いや別に。麹町のほうからぶらぶら歩いて来た所だし」



　コイツ、忙しいんだか何だか知らないが軍服の侭で花見に来やがった。風情も何もあったものじゃない。



　と、暗に非難したい実充は口を僅かに尖らせる。その表情を慮ったか、南泉は苦笑する唇の端に詫びの言葉を乗せた。



「済まないな、六課はここのところ少し立てこんでいる。今日も八課と合同で情報分析講習会とやらいうのがあってな」



　南泉は只今、参謀本部第二部第六課（欧米課）に勤務している。欧米課の中でも仏班、独班、英班、露班、米班と細分されており、南泉は目下、独班長であった。実充は相変わらず第二部第七課（支那課）・支那班員である。



「情報分析講習会？」



「ソ連式乱数暗号理論と、同期転置式暗号の解読法というのを主にやっている」



「ああ、例のコワレスキー理論か。御苦労なこったな。しかし情報戦に関しちゃ支那課の方が今一歩進んでいるといっていいだろうな」



　実充は一寸得意げに、鼻息を大きくする。



　コワレスキー理論とは、ポーランドの陸軍暗号研究者・ヤン・コワレスキー大佐が日本に招聘されて陸軍に広めた最新のヨーロッパ式暗号理論である。大正後期以降から、日本も欧米式機密暗号の研究に本腰を入れるようになっていた。



　当初は欧米課と情報課が主体となって暗号理論の研究を始めたのだが、それを取り入れていち早く実戦に転用したのは支那課であった。というのも支那満蒙問題の迷走する中、支那課こそが今もっとも諜報の必要性に直面している部署であったというのが大きい。



　そしてこの時期すでに支那課は、張学良が国民政府に帰順の意を示したとされる機密文書の解読にも成功していた。



「しょせん漢文の暗号文の難易度などたかが知れてるさ。欧文のに比べたらな」



とでも言いたいのだろうが、南泉は口に出してはそうは言わずに実充の腕を引いた。



「兎に角ここは人が多すぎる。もう少し人気の少ない、雰囲気の或る所へ行こう」



「そんな所、この界隈にあるのかよ」



　にやりと笑んだ南泉は実充を促し、幾つかの小さな裏通りを抜けて立派な邸宅の立ち並ぶ三番町あたりまで歩いた。途中、梨本宮殿下の邸宅の附近も通り過ぎる。



「こっちの方には、櫻なんてちっとも咲いてないじゃないか」



「まあまあ。誰も来ない絶好の夜櫻名所があるのさ」







　南泉はとある立派な屋敷の前で歩をとめた。表札には「牛尾」とある。覚えの無い姓だ。瓦造りの、純日本風な門構えで、正門の横には小さな通用門があった。門の周囲は年季の入った木立が生い茂り、門の向うにあるはずの建物のようすは見えない。



　驚いたことに南泉は通用門の鍵を所有しているようだ。軍袴の隠しから鍵束を取り出すと、頓着する風も無く通用門の鍵を開けて中に入って行こうとするので、実充は慌てて止めた。



「ちょ、誰ん家なんだよ、そんな勝手に……」



「いいからついて来い」



　有無を言わさず通用門から連れ込まれる。



　人の手入れが行き届いた感じはあるものの、敷地内はひっそりとしていた。古いが重厚な造りの母屋が見える。灯りはついていない。



　南泉は母屋の方へは行かず、純日本庭園な造りの庭を横切って実充を離れの方へ誘った。



　鯉の泳ぐ小さな池の橋を、手を引かれたまま渡る。







　母屋同様、灯りのついていない離れの鍵を開けて中に入った。



　おそるおそる覗いてみると、小奇麗な十畳ほどの畳の間だった。掃き出しの窓から月明かりが差しこんでいる。



　書生の下宿用の部屋だったとみえ、土間に小さな流し台と、食器棚があるだけで、他にはなにもない。部屋自体が今は使われていないようだ。



「上がれよ」



「いやしかし」



「実を言うとこの牛尾家は姉の嫁ぎ先なんだ。夫は貿易関係でしょっちゅう洋行している。今回は姉も同行するということで、姉夫婦に屋敷の留守を時おり見に来るよう頼まれているのさ。



……と、いっても私もこの通り多忙の身なのでな。留守を頼まれているといっても昼間は家政婦が掃除に来ているし、留守中、離れを自由に使っていいと許可を貰っているに過ぎんのだが」



「なんだ。そういうことなら早く云えよ。姉ってあの例の、……苑子そのこさん、か？」



　南泉には姉がいる。陸幼時代にはじめて紹介され、その後数度会っているが、実充が中国へ赴任してからは会っていない。



　南泉とは似ても似つかぬ和風美人だ。……というのも南泉家には男児がおらず、跡取りとするため男爵の甥（姉だか妹夫婦の子）を養子に迎えたらしい。それがこの南泉郁巳で、苑子は姉といっても本当は従姉いとこなのだそうだ。なんだか南泉家にもいろいろと複雑な事情があるようだが、根掘り葉掘り聞くことでもないので実充は詳細は知らないままでいる。



　とにかくその姉・苑子というのが、これがまた華族然とした淑やかな外見からは想像もつかぬ型破りな性格で、この南泉郁巳でも「頭が上がらない」というのだから面白い。







「だがよ、今日は花見の予定だったろう。これじゃあ櫻が無いじゃないか」



「櫻なら、ここにある」



　南泉は畳の上を横断し、掃き出し窓の障子を開けに行った。



　障子戸をあけると、硝子窓越しに、そこには四坪ほどの坪庭があった。



「ほう……」



　小さな土間で下駄を脱いでいた実充は振り返り、視線を上げ、思わず感嘆の声を上げる。坪庭には満開の櫻の木が一本、堂々と枝を張り、月光を浴びて佇んでいたのだ。



「この櫻を見ながら同期会で花見をやると、あらかじめ姉には言ってある。間違ってはいないだろう？」



「同期会って……まあそりゃ間違いじゃねえけどよ。しかし貴様、どうしてこんな坪庭トコに櫻の木があるって知ってたんだ？」



「簡単なことさ。陸大受験前の数ヶ月間、ここを借りて浪人学生よろしく非番時はほとんど籠ってたんだ。騎兵聯隊宿舎じゃ人が多すぎて気が散るからな。そのときは、櫻の季節じゃなかったが」



「え！」



　陸大受験前って……南泉でも猛勉強することがあったのか、と実充は驚きを隠さない。



「ま、そんな話はいいじゃないか」



　深くは語りたくないのか南泉は肩を窄め、勝手知ったる何とやらで、がらんとした食器棚の下の引戸を開けた。そこには花見用にと家主が用意してくれたと思しき一升瓶が五、六本、鎮座している。



「さすが苑子。用意がいいな」



「同期会なんて言うから、大勢で花見をやると思われてたんじゃねえの？　その量……」



　帰りに一、二本持って帰ればいいさ。そう南泉は嘯きつつ、湯呑を出してきて窓際の畳に腰を降ろす。外套を脱ぎ、軍帽を外して寛ぎ始めた。



　実充も倣うこととし、着流し姿で南泉の隣に胡坐をかく。一升瓶を開封した二人は月明かりの下、しばし彼らだけの櫻を眺めつつ、湯呑酒を干した。



　土間の小さな豆灯をひとつ点けてあるが、部屋の灯りはつけていない。今宵は月が明るいのでそれで充分だった。櫻を愛でるのに余計な明かりは必要ない。



　月光をはじいて蕩う酒の水面が、櫻色にほんのりと色づいている。揺れては千切れ、また形作る水面の櫻の不確かな影を、実充はそれごとがぶりと飲干した。



　同じぐらいは呑んでいるのに、空の湯呑みに注いでくる南泉は頬の色も変えてはいない。自分だけが酔わされている、と不公平を覚えつつも、特段それが嫌というわけではなかった。



　――いい夜だ。酒と櫻と。この静けさ。そして横に居るのが貴様なら殊の外……。







　照れ臭くて到底言葉にはし得ぬ感情であった。そして一年前なら、己がそんな感情を持つなど想像もつかなかった。



　実充は生来の頑固者であったはずの自分の、そうした心変わりを奇異に思い、心中で苦笑を漏らす。



　表情を噛み殺しながら湯呑みを三たび、南泉に差し向けた。



「ん、どうした」



「……いや、何でもない」



「いい櫻だろう。下宿生がいるうちは良かったが、最近は牛尾家も下宿生を取らなくなったらしいから、この櫻も見てくれる者がなくて寂しがっているだろうと思ってな。お前を連れて来て良かった。



　誰にも愛でられることの無いまま散っては、櫻も哀れだろう」



「人が見ていようがいまいが、櫻ってのは咲くものだと俺は思うがな。脚光を浴びず寂しいだの哀れだのというのは、人間が勝手に妄想した感傷に過ぎん」



「ふふ、そういうの、お前らしいな。だが、見つめられれば見つめられるほど磨かれて、美しくなるのは事実さ――花も、人もな」



「……花も人も？」



　一瞬おくれて、自分が見つめられていることに気づく。暗に自分のことを云われていると悟って、実充は首から上を紅くする。何が嬉しくて、三十近い男の自分が櫻の花と同列に扱われねばならんのだ。見られれば見られるほど磨かれる―――だと？



　だが気障な比喩を吐いた南泉の唇がそのまま迫ってきて、何か反論を述べようとした実充を瞬く間に封じてしまう。



「ん、……」



　黙って肯うなずいていれば良い、とばかり、実充の手を掴んで抵抗を封じた南泉は、そのまま畳の上に実充を横たえる。押し倒す、というほど荒々しくないのは、実充のほうも酒が入ってもう幾分か、堪えきれないようなせわしないような熱情に、呑まれつつある己を認識しているからだ。



　実充が横たわるその下に、ちょうど折よく南泉の脱ぎ捨てた長外套があった。



　ちょうどいいや。敷物にしちまえと、実充は背中で外套を引き伸ばす。じかに畳に肌をつけるのは、痛いから嫌だ。



　くちづけで互いの熱と酒精を貪り合う。巧みな南泉は、実充が舌の熱さに溺れている間に着流しの帯に手をかけて、するりと解き放っていた。組み敷いてくる強い体に、前袷せの中の肌を掻き乱される。



　しどけない姿になった実充は、露出した肢体をできれば上から直視されたくない思いで、南泉の茶髪を引き寄せ胸に抱き抱えた。



　軍服を脱ごうとせぬ男の、胸の金属の徽章がひたひたと実充の腹に当たっている。冷たく、くすぐったい感触であった。



　ほとんどずり落ちた着物を上腕に絡ませたまま、実充は抗議する。



「貴様も脱げよ。俺だけ脱がせるのって、狡いだろ」



「そんな格好をしてくるお前が悪いんだよ」



「私服で来て何が悪い」



「こういう展開になるのも予期してわざと着流しなど着て来たんじゃないのか？　和服姿が私を鼓舞させると知ってて――」



「俺は、そこまで自意識過剰じゃない。どんな格好したら貴様が理性を喪うかなんて、知ったことかよ」



　と、いいつつも、南泉が己の着流し姿に早速理性を失っている様を少し痛快に思ったり、嬉しく思ったりしているのも事実。



　だがそれは面に出さず、実充は南泉の腰に足を絡めに行った。



　滑らかな肌の上を這っていた指が実充の下帯を取り払い、膨らみつつある花芯に巻きついてくる。強く上下に擦られるとたちまち中心の焔は燃え盛り、熱い蜜をあふれさせた。



「っあ……ひ、っ……ああ、や」



　感じやすい胸の蕾を弄っていた南泉の舌は体の上をつうと滑り降り、臍の穴を意地悪く舐め上げたかと思うや、そのまま実充の屹り立った花芯に這い上る。濡れた舌でべろんとやられた。



「ぁ、やっ……そン、な、とこ、卑怯……ッ」



　中心に灯る快感に身を悶えさせ、実充はたまらず太腿を閉じようとするのだが、南泉の広い肩がぐいと膝の内側に宛がわれて、動きを封じられる。撥ねる腰を抑えつけた南泉は、屹立の裏側の双珠を手に玩び、実充の花芯を喉奥に呑み込んで、口腔で激しく蹂躙した。



「んぁ、やだ、逝く、イっちまう。やだ……、ぁ、！」



「このまま逝けばいい。お前の吐きだした厭らしい蜜は全て、私が呑み込んでやるから。出せ」



　南泉は尖端部を含んだまま、甘い声で命じてくる。声色にいつもよりたっぷりと艶が含まれているのは、彼も酔っているからだろうか。



「やだよ。服が、汚れちまう」



「私の？　気にしてくれるとは有難いな。大丈夫だよ、こぼさず口で全部受け止めるから」



　言うと南泉はまた激しく舌を遣い始めた。実充は脚を撥ねさせ、股の間に上下する南泉の髪を掴んで、掻き毟る。



「っあ、っぁ、ッあ、っア」



　じゅるじゅるという淫らな、本格的な口淫の音が鼓膜を刺激する。深々と咥え込まれ、しつこいぐらいに唇で扱かれると、張りつめていたものがとうとう霧散した。



「、……ゃああぁっ！」



　弾ける瞬間、腰が大きく撓った。



　放った後もどくんどくんと脈打つ実充の花芯から、南泉はしばらく唇を離さなかった。



　ゴクンと喉を鳴らして嚥下し、ようやく解放する。



「はぁっ、はぁっ……」



「量が多いな。おまけに濃厚だった。自分で出してはいなかったんだな？」



「！　う、るさぃっ」



　先に達した後には必ず気恥ずかしさが襲ってくる。どんな顔で南泉を見上げて良いかわからず体を丸めて息をついていると、唇を拭った南泉に上から覆いかぶさられた。



「照れることはない。私も同じさ。私のはお前の中にしか出さないと、決めているんだからな」



「なっ……」



「何を冗談を、といいたいのだろう？　確かめさせてやるよ……私がお前に会わない間どれだけ欲望を我慢していたか。――今から濃いやつをたっぷり、お前のココにくれてやる」



　耳に吹き込まれる脅迫のような、媚薬のような言葉。達した後だというのにまた体が疼き上がってしまう。身を竦める暇もなく、畳に敷いた茶褐の外套の上にうつぶせに這わされて、白い尻を左右に割り拡げられた。



「あ……ッ」



　南泉の指が後孔の周囲を撫でる。その指はポタポタと雫が滴るほどに濡れていた。ひんやりとした快感に、実充はたまらず腰を揺らす。



「何、濡れて……？」



「酒だよ。待ってろ、こっちの中もほろ酔いにしてやる」



　南泉は尻を愛撫していた人指し指を離すと、湯呑の中へたぷたぷと浸しなおした。次いで中指、薬指と浸し終えると、酒を滴らせているその指を、実充の後ろにつぷりと捩じ込んだ。



「っぁ、あっ、あぅ……ふ、ぁ！」



　濡れた人差し指がみるみる奥まで挿入ってきたかと思うや、内部の敏感な点を突きはじめる。背筋が慄え、実充は南泉の外套をぎゅうっと掴んで淫らな声を上げた。



「どうだ？　酒の味は」



「……ばっ……分っかんね、そんな、の……」



「ミツ、知ってるか？　ココの粘膜に直接アルコールが触れると口から呑むより一〇倍酔いやすいんだそうだ……」



「……んな、の、知らねっ……」



「だからな、ココにたくさん……、たくさんな、酒を呑ませると」



　南泉はくちくちと内部で指を廻しながら実充の腰を左手で引きよせ、上から覆いかぶさるようにして耳元に囁いてくる。



「酔いすぎてぶっ倒れるんだとさ。下手すると死ぬかもな」



「え……う、そ」



　実充はぼんやりし始めた視線を、思わず至近にある男の顔に向けた。少し怖気づいたような戸惑いの眼差しを向けられた南泉は、熱っぽく笑い、実充の煽情的な裸体に額を乗せる。



「……大丈夫だよ……少し内部ナカに塗るぐらい。それに日本酒だから……濃度薄いから。怖がりだな、実充……」



「ほ、ほんと大丈夫かよ……っあ、ひぁ」



「ミツ―――なあ、どういう風か、教えて」



「あっ……ん、どうって、なんか、熱い……」



「こちらの口も、酔ってきたかな……。中が見えるぞ、紅く色づいて苦しそうにひくついてる……」



「南泉、やだ、やだ……あつい。ゆび、が、……んな、奥っ」



　内部を捏ねまわされる悦楽に、実充はろれつさえ回らなくなってゆく。肘で上半身を支えるのがやっとだった。



「もっと欲しいか？」



「もっと、欲し……もっと、……」



　疾駆した後の獣のような荒い息遣いの下から、もっと激しい愛撫をせがむ。譫言のようなとぎれとぎれの哀願であったが、意を酌んだ南泉は一度引き抜いた人差し指の横に中指を添え、薬指も添えて、一気に指を三本に増やした。



「ひ、……ゃっ、ぁ」



　めりめりと内襞を喰い破るようにして、指が這入ってくる。前立腺の裏側を中指の先で器用に刺激され、ふたたび立ち上がっていたモノは再び淫らな蜜をこぼしはじめる。すでに一度放精した後なので、色味の薄い、透明な液がトロトロとあふれて落ちた。



「っぁあ、やだ、南ぜ、ちくしょ……、またイっちまう……ッぁあ、ん―--」



　南泉の服を汚すのを躊躇っていたのに、外套の裏地にはもう沁みが点々と附いてしまっていた。



「しょうがない奴だな、こぼした分は、あとで舐めとけよ」



　酷薄なことを命じながらも、南泉は空いている方の手を実充自身に回してくるのだ。ただでさえ後ろに三本咥えさせられているのに、そのうえ前を扱かれたら、あっという間に達してしまう。



「やだ、やだ……南泉、ゆび、もうやめ――」



「だが……このクチで酒がもっと呑みたいだろう？」



「ちが――違う」



　ぐらぐらと首を振って、たまらず床に頭をついて片頬を埋めた。潤んだ瞳で、背後の男を肩越しに睨む。



　悲鳴とも罵声ともつかない声で、



「指、じゃなくて、貴様の……れろよっ」



　背後から孔を虐める南泉はそれを聞くや、蕩けそうな美貌に酷薄な情欲の色を浮かべる。



「何？　聞こえなかったぞ。もう一度言ってみろよ」



「ふ、ぁ……ッ！　貴様の、が、欲しい……っつってんだろっ」



「私の？　これのことか」



　いつの間にかベルトを寛げ軍袴を下げていた南泉が、屹立したものを後ろに宛がってきた。その硬さに、熱い滾りが伝わってくる。だが挿入はしない。焦らしているのだ。



「咥えたいならもっと他にお願いする時の云い方があるだろう？　なあミツ」



　南泉は腰をかがめて実充の下肢に肉塊を押しつけながら、実充の耳元で囁いてくる。幼子に言葉を教えるように、ゆっくりと。



「…――。こういう風に、言ってみろよ」



「あっ、……あっ。貴様の……大きいの、咥えさせて、おくの、おくに……」



　さんざん焦らされた実充は、云われた通りもう涙目でせがむしかなかった。



「――今宵は素直だな、ミツ……酒のせいかな……可愛い」



　待たせたな、とばかりに屹立が押し入ってくる。一気に最奥まで貫かれると、あとは南泉の熱のままに激しく揺すられるばかりだ。



　振り子のように揺らぐ視界。突き上げを受けるたび、肉襞に感ずる心地好さに、意識が霞む。



「あ、んっ……、てめぇは、いつも以上に、意地が悪いっつーの……」



　憎まれ口を叩きながらも実充は、自分の口調がいつになく甘えたものになっていることを、自覚していた。



「熱い、お前の中。蕩けそうだ…」



　南泉が、後ろから打ちつけながら感嘆の声を漏らす。



「っは、南泉、っあ、あっ……ぁん、あっ……ん」



「ミツ……凄い声……、そんな色っぽい声で啼かれたら――、こっちも、やばい……」



「ぁあっ、あっ、っああ――っああっ――…ぁ―――」



「――ミツ……、愛してる―――愛してる―――。一緒に、達くぞ」



　ぐ、ぐ、と深い所まで押し込まれ、次の瞬間、内部で屹立が弾けた。



「あ……ああ――ッ……」











　そうしてお互いその後も何度となく吐精し合い、畳の上で縺れ合うようにして息を整える。



　硝子越しに浮かぶ月の光が、色づいた肌を宵闇に浮かび上がらせていた。



　汗が冷え、少し寒くなってきた。実充が着物に袖を通そうと起き上がると、南泉が背後から鈍茶の着物を肩に着せかけてくれた。ついでに自分の軍衣も脱いで、羽織らせてくれる。



「……そういえば、例の見合いはその後どうなった？」



　不意に思いがけないことを問われた。



「どうって。おふくろがあまり五月蠅いから三月に一度先方に会ったが、それきりになったままだな。俺は、別に進めたい訳じゃねえし、断わりをいれなきゃならんとは思っているが」



「そうか」



「何故そんなことを訊く？」



　南泉はしばし榛色の瞳を閉じ、少し答えるのを躊躇っていた。だが意を決したように眸を開き、



「……実はな。来月から波蘭に出張することになった」



「……どこだって？」



「波蘭ポーランドだよ。あちらの陸軍に最新の暗号技術を学びに行く留学視察団の随員としてだ」



「まさか貴様。『……いつ帰ってくるか分からんから見合いはそのまま進めておけ』とか勝手なこと抜かすつもりじゃねえだろうな？……」



　実充の凄みに、南泉はやれやれと苦笑で返してくる。



「……私がそう言うと思ったのか？」



「当たりならぶちのめしてやるよ。誰のために俺が信念を曲げて支那から帰ってきてやったと思ってる？



　俺に人生の針路をここまで狂わせといて、今さらまっとうな道に戻れなんて、虫が良すぎるにも程がある。だいたい俺はな、てめーに嫁の世話の心配なんざされるいわれはねーんだ」



「成程」



「で、いつ帰ってくるんだ」



「半年後になる」



　半年か。長いといえば長い。その程度かといえば、その程度だ。実充はしかし、迷わずこう返した。



「何ンだ、たったの半年かよ！　吃驚させやがる」



　南泉はそれを聞いて幾分か表情を和らげた。



「そう。たったの半年だ。たぶん浮気してる暇もないだろうさ」



「じゃ、なんで俺の見合いのことなんか訊いたんだ、さっき」



「別に。ただ思い出したからさ」



「嘘つけ」



「嘘じゃない」……







　外は夜風が強いのだろう。散らされて宙に舞う櫻が、ひらひらと硝子戸に当たって滑り落ちてゆく。



　櫻色の雨粒のようだ。



　ひとしきり押し問答したが途中から何で云い争っているのだか分からなくなり、二人で笑った。



「南泉」



「ん」



「気になっていると思うから一応断りを入れておくが――。俺は、今後も妻帯する積もりはない。三男だから家を継ぐ責任もないし。気楽なご身分さ」



「そうか」



「だから、貴様だけだ……」



　南泉は、嬉しそうに目を細めた。



「こっ、こんなこと、二度は云わねえからな。今のよく覚えておけよ」



「ああ。私もだよ、ミツ。お前だけだ、一生」



「でもお前の場合、南泉家を自分の代で潰すわけにはいかねえだろ」



「大丈夫だ。南泉家の跡取りには、もうひとりの姉絢子の次男を養子に迎える手筈になってるから。私は独身を貫くつもりだ」



　近づいて来たくちびるに、己のそれを重ねる。誓い合うような言葉のやりとりが、気恥ずかしくもあったが、心をじんわりと安らがせた。



「お前だけだよ、一生――」



　傍観者は湯呑のさざなみに映る月と、坪庭の櫻の散りゆく花だけ。



　彼らが再び三たび姿を融け合わせたとて、見咎める者は誰一人いない――。







〈散りぬる櫻　盃に月〉　了

















第九話　或る日の参謀本部







※前話「散りぬる櫻　盃に月」のオチとなる話です。



　姉・苑子からとつぜん職場に電話で、めずらしく焦り不調になる南泉氏をお楽しみください。











　四月中旬のある日、陸軍参謀本部第二部第六課（欧米課）の内線電話が鳴った。



　独班長・南泉郁巳中佐の卓上の電話であったので彼が受話器を取ると、電話口の向こうで交換手の下士官が告げた。



「南泉中佐殿宛てに外線であります」



「ああ、繋いでくれ」



　ほどなく通話が外線に切り替わる。南泉が名乗ると、



『……郁いくさん？　わたくしよ』



　思いがけず聞こえてきたのは女性の声だった。



　電話の相手が身内と分かって、南泉は私用を憚り声を低めた。



「……苑子そのこさん？」



『お久しぶり』



　牛尾苑子。旧姓、南泉苑子。すぐ上の姉である。



　貿易商を夫に持つ純和風美人で、傍流公家華族の姫様育ちなのにどこかざっくばらんな所があり、そして南泉の数少ない弱点でもある。



(※南泉郁巳は伯父の家に養子に入ったため、実際には一歳上の従姉に当たります)



　受話器から聞こえる声は普段の姉の声よりも少々低いようだ。



　南泉は怪しい雲ゆきを感じ、室内の他の士官たちの聞き耳を憚るように椅子ごと壁の方を向いた。



「……何時いつアメリカからお戻りに？」



『何時いつだってよろしいじゃありませんの、そんなことよりあなたねぇー……』



　明らかに、苑子の声色が低い。



『わたくしの留守中に牛尾の家に何かあったらよろしくお願いしますわね、と頼みはしましたし、同期の方々を離れに呼んで花見会という名の乱痴気騒ぎをやるというのも黙認しておりましたけれど』



と苑子は前置きし、電話口で怒りはじめた。



『留守中でわたくしの目が光って居ないと思って、離れに実充さんを呼んで呑み散らかした挙句に破廉恥な行為を為さったでしょう』



　平穏ならざる単語を含む怒声が漏れ聞こえてしまいそうだったので、南泉は慌てて受話器を手で塞ぐ。それでも苑子の声はよく通るのだ。



『如何どうなの！』



「……苑子さん、今何時だと思っているんですか、朝の十時ですよ」



　南泉は平静を装って応対しつつ脳裏で考えを巡らしている。……誰が二人きりの花見会の事を喋ったのだろう？



「朝からわざわざ職場に掛けてきてする話題じゃないでしょう。……一体誰からそんなことを聞いたんです？」



『質問しているのはわたくしです！　さっさとお認めなさい』



と、苑子が言うので南泉はすっぱり認めて謝罪した。



「認めます、離れを（いかがわしいことに）使ってすみません」



『んまあ悪びれもせずしゃあしゃあと！　それにわたくしが怒ってるのは離れを使ったこと以前の問題です！　わたくしの留守中に貴方が実充さんを連れ込んだこと自体・・を怒っているのよ』



「……、？」



　南泉はエヘンエヘンと咳払いを繰り返し、思考する時間を稼ぐ。



（情事の痕跡は一切残さぬようきっちり証拠隠滅したはずなんだがな）



「……問題点が見えてこないんですが、憤慨なさっておられる点はもしや「留守中に」という部分なんですか」



『そうよ。決まっているでしょう』



「……」



　せっかく姉の家の離れ（書生用下宿部屋）の鍵を持っていて、そこを逢引きに使おうというのに、わざわざ姉の在宅中を狙って訪問する奴がどこにいるのだ。



すると苑子は



『だってわたくしも実充さんとお会いしたかったんですもの』



と、ややうっとりとした声色で言うのである。



「……苑子さん、貴女と言う人は亭主がありながら如何どうして人のものにそう手を出そうとするのです」



『マア人聞きの悪いことを仰らないで頂戴。わたくし実充さんが帰国すると同時期にアメリカに行っていたからもう何年もお会いしていないのよ。ただ久しぶりにお会いしたかった、と言っただけなのに、郁さんたら姉を泥棒みたいに仰って、酷いったらないわ』



「すみません、今のは言い過ぎました。それで苑子さん、一寸ちょっと戻りますが如何して家の離れに実充しか呼んでないとお分かりになったんです」



『同期の皆様から直接言質をとったからに決まっているでしょう』



「!?」



　思わず受話器を持ったまま硬直する。



　息を呑む南泉を尻目に、苑子は嫌味たらしい口調で言葉を繋いだ。



『わたくし帰国してすぐは横浜の屋敷（※南泉奉巳ともみ男爵邸）におりましたの。ご存じなかったでしょう。だってあなた毎晩何処で遊んでいるのか存じませんけどあちらには全然帰って来ないんですから。



　それで六番町の自宅（※牛尾邸）に戻って来た翌日に、四谷の停車場の辺りで貴方の同期の小沼大尉に偶然バッタリお会いしたのよ』



「小沼……誠治ですか」



『あの方って本当に生真面目な御方ですわよね。わたくし屋敷の離れに人が上がった痕跡があったから、テッキリ郁さんが同期の花見会をやったのだと思い込んで小沼さんにこう御声をかけましたの。



「ご無沙汰しております、南泉の姉です、先日は家に花見にいらして下さったのに、本来おもてなしすべきところ女主人のわたくしが留守にしていて何のお構いもできず御免なさい、狭い離れですけれど寛いで頂けましたでしょうか？」って』



「……」



『郁さんあなたちゃんと聞いてらっしゃるの？　そしたら小沼さんがね、



「奥様何か勘違いをなさっておられる。同期会の花見ならば先日上野の恩賜公園でやった一度きりであります。南泉もちゃんと顔を出しました。御屋敷の離れどころか奥様の御宅には自分は一度も伺ったことは御座いません。誰か他の者と勘違いなさっておられるのでは？」



そう大尉がきっぱり仰るからわたくし「エーっ」となって』



　南泉は受話器で自分の額をしこたま殴りたい衝動に駆られていた。……盲点であった。



　まさか苑子が桜の散りきらぬうちにひょっこり帰国してしかも市中で同期生の一人に偶然鉢合わせるとは、一体誰が想像できよう。



　そこまではさすがに警戒が及ばず辻褄合せを怠った南泉の、完全な怠慢であった。どうも近ごろ実充との日常が蜜月すぎて、危機管理のアンテナが感度不良に陥っていたらしい。



『それでわたくし意を決して今度は実充さんに直接お尋ねしましたのよ』



「尋ねたって……まさか直接会ったのですか」



『幾らなんでもわたくしだってそんなに暇じゃございません。陸軍官舎に電話をかけて実充さんをお呼び出ししてもらったのよ。だって職場にこんな私事わたくしごとで電話をお掛けするわけにいかないでしょう？』



「……」



　最後の一言にとてつもない不条理を感じたが、それどころの話ではない。



『わたくし、試しに小沼大尉に言ったのと同じ内容のことを実充さんにも申し上げてみましたわ。そしたら実充さん妙に電話口で狼狽えていらっしゃるご様子で、結局口に出してはこう仰ったのよ、



「ハイ、同期生全員で盛り上がらせていただきました。ちゃんと片付けて帰った積もりでありますが何か失礼がありましたでしょうか」って』



　……沈黙。この場合、実充を責めることはできないだろう。



　自分は「同期会をやると家主の苑子には言ってある」と実充に説明していたのだから。なおかつ離れに人の上がった痕跡（酒瓶が減っている等）を、些細ではあるが残してきた以上、実充としては自分に云われたとおりに「離れで同期会をやった」と法螺を吹くしかない。



『その答えを聞いてわたくしぴんと来ましたわ。離れに上がったのは実充さんと、鍵を持ってらっしゃる貴方だけだったんだわって』



「苑子さん、もう参りましたよ……」南泉はげっそりした声色でそう言うのが精いっぱいである。



『……郁さんあなた、兎に角謝っておけば済むと思っているんでしょうけどそうはいかなくてよ』



「じゃ……、どうしたら許して頂けると？」



『わたくしが東京に居る間に実充さんを牛尾の家に遊びに来させて頂戴。郁さんは、別に来なくていいから』



「!?　そんな事できるはずないじゃないですか。亭主の留守に若い陸軍士官が単独で出入りしてたらご近所によからぬ噂が立ちますよ」



『じゃ、貴方もついて来ればいいわ。仕方ない』



「それも無理です。まだお話していませんでしたが僕は視察団の一員として来月から半年間波蘭に出張するんです。それまで書類の準備やら旅の支度やらで忙しく殆ど休日は潰れるんですから」



『波蘭に出張？　まあ素敵ですこと』



　苑子は何が素敵なのか声を上ずらせた。



『波蘭ポーランドでも洪牙利ハンガリーでもどこへでも出張に行かれるといいわ。その間、実充さんはわたくしがきっちりお相手致します』



「相手をするって……何をやらせる気です？」



『男手が必要になりそうなこと全てを、よ。それもただ生物学的に男性というだけでは駄目なの。実充さんぐらいの容姿でなければ務まらないことよ。たとえば銀座のお買いものの時に荷物を持っていただくとか、知り合いの茶会に男女同伴で出掛けなければならない時とか、乗馬会とか』



「か、彼を、それにつき合わせると」



『文句がございまして？』



「苑子さん……彼はこう言っちゃああれですがごく一般の市民ですよ。苑子さんがお出かけになるような場所に引き連れて行ったら、逆に可哀想です」



『ま、郁さんのお立場ではそう言わざるを得ないですわよね。でもわたくし乗馬会はともかくとしても、実充さんに色々と構ってみたいのよ。最低限、一日お買い物の御供ぐらいはさせてみせます』



と、もはや人間どころかワンコ扱いである。



「そんなことは僕が許さないと言ってるんですよ！」



　ずっと小声で喋って居たのだが思わず大きな声が出た。肩越しに、欧米課の士官たちの視線が刺さるのが判る。南泉はいよいよ頭を低くし机の陰に隠れた。



「……とにかく駄目なものは駄目ですよ！」



『……いいわ。しくしく。郁さんがそんな吝嗇けちな方だとは思わなかった。貴方がそんな態度ならわたくし、横浜のお父様に貴方の素行のこと、お相手の実名入りで全てお話しちゃうから』



「それだけは勘弁して下さい、姉さん」



『ほほほ、都合が悪くなった時だけ「姉さん」なんて、郁さんまだまだ媚の売り方がお上手じゃありませんこと。じゃあ決まりね』



　何が決まったのかよく分からないが、苑子は語尾にやや凄みを利かせ締めくくった。



『実充さんに都合のよい日を聞いておいて頂戴ね。もちろん貴方が波蘭だかに旅立った後のカレンダーで』



「ぐ」



　電話は一方的にブツリと切れた。……恐るべし苑子、である。







　その一時間半後、昼の休憩時間。



　情報部支那課の前で柚木実充大尉を待ち伏せし、捕獲することに成功する。



　壁に手をついて彼の行く手を阻みつつ、南泉は開口一番こう言うしかないのであった。



「実充、私の留守中、姉の苑子に気をつけろ」



「はぁ？　何だいきなり」



「苑子がお前を引き連れて人前に出たがっているんだ。目的は多分、私への嫌がらせか当てつけだけだろうとは思うが、一応気をつけろ」



「お、おう。……え、当てつけ？」



「で、来月以降ヒマな日曜はあるか」



「……たいてい暇なの、貴様も知ってんだろ」



「済まないが苑子の買い物に一日だけでいいから付き合ってやってくれないか」



「やだよなんで俺が。……てか、おい大丈夫か、珍しく言ってることが支離滅裂だぞ」



「すまん……自分でも何が何だか……さっきからちょっと絶不調なんだ……」







〈或る日の参謀本部〉　了

















第十話　連隊旗手で少尉で姫で!?　――１９２１年







（歩兵第三十四連隊時代の小話です）







　柚木実充ゆぎ・さねみつといえば幼年校時代から長いものに巻かれるのが嫌いな男であった。



　彼をよく知る者にその人となりを尋ねれば、ほぼ全員が



『とにかく上に媚びず常道に阿らず、我道を通しカタブツで鳴らしてきた』という印象を語るだろう。



　静岡での少尉時代には、連隊内のささいな軍規の乱れにも容赦せず鉄拳を放ったり目上の者にも臆することなく意見具申したことから、自分の小隊の下士官兵卒のみならず連隊附きの先輩将校たちにまで少なからず煙たがられたようだ。







　実充は当時、第一五師団歩兵第三四連隊(通称：橘連隊)の連隊旗手をつとめていた。



　天皇から拝領した軍旗（連隊旗）は、歩兵連隊にとって護るべき永久不滅の至宝である。



　日本陸軍にかぎらず、多くの国において軍旗は忠誠の対象であり、しばしば君主と同等に神聖視された。



　それゆえ戦闘がはじまれば敵の軍旗は真先に攻撃目標とされ、鹵獲の対象となった。これを奪われることは部隊にとって最大の恥辱であり、士気にも影響を及ぼす一大事であったから、各国の軍隊においてどれほどこれが大切に護られていたかを察するのは容易であろう。



　「連隊旗手」とは連隊内において、天皇の化身である軍旗（連隊旗）を堅護する大変重要な職務であった。



　この任には、士官学校を出たばかりの、『眉目秀麗、品行方正』な二〇歳ぐらいの若い少尉が当てられた。通常、連隊内の少尉のなかで最右翼の者が選ばれることになっていた。（最右翼＝一番の成績優秀者のこと）



　連隊にはほかに二人、同期の少尉がいたが、陸士の卒業席次が彼らより上位だった実充にその栄誉が回ってきたのである。実充の卒業席次は四〇〇余人中五〇番であった。



　じつは、連隊旗手をつとめるためにはもうひとつ重要な暗黙の要件がある。



『まだ童貞で、悪所に通ったりしない高潔な人物であること』というものだ。へたをすると最右翼かどうかよりもそちらの方が重要視されたほどだ。



　実充は連隊旗手に推薦された際、自分が童貞に当てはまるか否か、内心で大いに悩んだ。なにせ陸幼陸士を通じてあの南泉に幾たびか……釜を掘られている。



　大いに不本意だが男色経験者なのだ。



　悩みに悩んだ末、童貞の言葉の意味をちゃんと知ろうと将校団詰所に置いてあった大日本国語辞典初版をめくると『婦人または男子が未だ純潔を保持し異性と交遊せざること』とあった。異性と未経験の状態であることを指すようだ。男色経験（それも、掘られた側）については明記されていない。



　実充は、初恋の経験はあったが女性との交遊経験はない。女性との性交経験がないということは自分は未だ童貞であろうという結論に至り、よろこんで旗手を拝命した。一九二〇年代始めのころのことである。当時はまだ、結婚するまでは男女共に純潔を護るべきという風潮が根強かった。(『童貞』への風当たりが強くなったのはごく近年のことである。）



　それにしても、こんなことで頭を悩ませる羽目に陥ったのもあの性悪軟派男のせいだと、実充は遠い空の下、戸山の近衛騎兵連隊に所属している南泉を呪った。



　朝起きた時に靴下が片一方だけ行方不明になって起床点呼に遅れろ。自慢の軍靴で思いっきり馬糞踏んで靴底の溝にこびりついて取れなくなりやがれ。……と、結構小さい呪いを、隊務の合間の暇な時間に思いついては念じておくのが実充の密かな楽しみであった。



（なんだかんだいうわりには、南泉の存在を脳裏から完全消去することはできないでいたようだ。）



　それはそれとして、二一歳を迎えた実充は連隊旗手として大いに励んだ。軍旗を保持するという役目だからこそ、必要以上に風紀にうるさくなったということもあるだろう。







　彼が連隊長・菅原大佐に「冗談の通じない少々困った奴」というレッテルを貼られるに至ったのは、実充が連隊旗手になったその年の「軍旗祭」がきっかけだった。



　軍旗祭とは、各連隊がその衛戍地において開催していた創立記念日の祝賀行事である。



　天皇から軍旗を拝受した日を連隊の創立記念日と位置づけ、市民に向けて兵営を開放し、陸軍式行進を披露したり火器銃器を展示したりする。将校も兵卒も、手持ちの軍服のなかで一番きれいなものを着て、模擬店を出店したりして一般客をもてなす。



（今でいう陸自の駐屯地祭りのようなものと思われる）



　将校団の宴会ではごちそうが振る舞われ、飲酒も許可されて無礼講のような状態で楽しむ日である。第一次大戦後の比較的平和な時期であったから、各歩兵連隊では趣向を凝らして一般民衆との交流を深めていたようだ。



　各地の歩兵連隊将校団にはそれぞれ、独自に受け継がれてきた伝統がある。



　歩兵第三四連隊に関していえば、軍旗祭に於いては



『将校団全員が江戸時代の大名行列の仮装・・・・・・・をして見物客の前を練り歩く』



というのが、軍旗祭での分列式（儀礼行進）と並ぶ一大イベントだった。



　「大名」役に扮するのはもちろん連隊長の大佐殿である。



　以下、中隊長から小隊長にいたるまで、順に馬上武士隊、鉄砲隊、弓隊、足軽…などと扮装するのであるが、毎年、大名役以上に注目されるのが「姫」役の将校であった。



「姫」役は伝統的に、連隊旗手をつとめる陸士を出たての新品少尉が扮するというのが連隊内における鉄の掟であったのだ。







「そのような役は断固、御引き受け致しかねますッ!!」



　先輩将校らに囲まれた実充は腰の軍刀を抜く勢いで言い放った。しかし形勢は圧倒的に不利であった。



「遁のがれようとしても無駄だと分からんか貴様！」



「おれらが何のために新品の少尉に陛下から頂いた大事な軍旗を預けとると思っとるか！」



「年に一回、新品の女装が見たいからこそだ！」



「旗手の女装は我が連隊の伝統！」



　実充が「絶対に無理であります。どうしても女装を強要されるなら旗手を返上して切腹します」とまで言い出したので中隊長（大尉クラス）やら連隊附少佐まで出てきて、将校団じゅう大騒ぎになった。



　早まるな／刀を置け／つべこべ言わんと着ろ、など喧々囂々さわいでいると、なんと連隊長までやってきたのでみな直立不動の体勢をとった。



　菅原大佐殿はすでに大名の扮装を済ませていたが、粉おしろいをはたいた上に頬紅を塗りたくっていたので現代でいうところの「バカ殿」に迫るいでたちとなっていた。



　その場にいた将校全員が顔を伏せ笑いを噛み殺す中、連隊長はしみじみと実充をなだめにかかった。



「あ～。少尉、女装など恥辱の極みと思いよる気持は分かるけんど、ここにおる連中の半数は姫役の経験者じゃけえ心配は要らん。



　かくいうわしも新品の頃は、旗手で姫役じゃったけえ」



　菅原大佐は、古ぼけた白黒写真（ご丁寧に額に入っている）を抱えてきていた。仮装した将校団が全員そろった記念写真で、どうやら昔の軍旗祭のもののようだ。中央付近、大名と姫が並んで写っている。



「わしの新品のころの軍旗祭の写真じゃあ。ここに写っちょる姫がワシ」



　皆は写真を覗き込み、そして絶句した。



（これは……ひどい………）



　実充の目汁がうるうると盛り上がり、彼には珍しく半泣きの様相を呈した。



　彼は、脱力している将校らの隙をつき、脱兎の如く将校団詰所を飛び出した。



「絶対ぜえったい、自分には無理でありますぅ―――！」



「困った新品じゃのー、ワシが昔の恥をさらしてまで勇気づけとるのに」



　述懐する菅原連隊長に、その場にいたほぼ全員が心の中で突っ込んだ。



（いえ連隊長殿、むしろその写真がトドメであることは疑いなく思われます！）



　とはいえ将校団の伝統に最後まで抗することはできず、兵営内を逃げ回った実充もとうとう捕縛されて無理やり扮装させられた。



　「みつ姫」と名乗らされ、その女装姿が連隊史上もっとも将校団をどよめかせ（＆ときめかせ）たことは言うまでもない。



　ちなみにどこをどう巡ったのか、その歩三四軍旗祭の将校団仮装写真が後日、ひょんなことから同期生・赤羽到介の手に渡り、



　彼曰く「けっこうな高値で南泉郁巳に売れた」のだという。



　南泉が近衛騎兵連隊の宿舎で夜な夜な「みつ姫」の写真をオカズにした……のかどうかは、定かではない。







〈連隊旗手で少尉で姫で!?〉　了











　　※将校の女装や仮装行列は、実際に当時の歩兵連隊の軍旗祭で行われていたイベントらしいです。たのしそう。



　　※南泉の所属である近衛騎兵連隊の赤レンガ宿舎は、学習院女子大の学舎として現存しています。

















第十一話　陸軍省にて――１９２９年







（※南泉視点です）







　三宅坂の昼下がり。



　書類を片手に参謀本部第二部局の廊下へ出た南泉は、支那課の喜多大尉が何やら実充を宥めている現場に遭遇した。



　実充は、支那課長と何がしか意見の相違があったらしい。喜多に引きはがされて廊下に出た今も、まだ頬を紅潮させてもの言いたげである。喜多はそんな実充の肩を撫で、穏やかな声色で説諭していた。



　事情を聴いた南泉は「いつも済まないな」と喜多に礼を言い、実充をかっ攫……もとい、その場から強引に連れ出した。







　角を折れた所で、実充がぷりぷりしながら腕を振りほどく。まだ少し興奮しているらしく案の定、開口一番食ってかかられた。



「貴様が喜多さんに礼を言うのはおかしいだろ。喜多さんもちょっと鳩が豆鉄砲食らったみたいな目ェしてたぞ」



「そうか？　私とお前が念友だって知ってたら、別に礼を言われても奇妙がる必要はないと思うんだがな」



「止せ、喜多さんはそういうの知らねえし疎いんだからよ。貴様がああやって俺の所有権をいちいち誇示しに行っても喜多さんにはこれっぽちも通じてねえの。杞憂ってやつだよ」



「ふーむ、ある意味強敵だな。無意識的というやつか……」



　南泉は束になった書類で首元を扇いだ。



「いや、だから喜多さんは別に貴様の敵にはならんと……」



「だが私が洞察する限りにおいて喜多とお前の仲の良さは、いわば潜在的な根ヽなんだよ。将来、問題となりそうな案件を放置して私たちの蜜月に綻びが生じるまで見過ごしておくことは、私の主義に反する。禍となる前に、根のうちから摘み取っておくのが我が信条だ」



「はぁ～大袈裟な。そうやってひとりで勝手にモチ焼いてろよ。だがもし貴様がそうやって喜多さんを勝手に仮想敵にしてこれ以上失礼なことほざいたりしたら、今度こそゼッコーだかんな」



「絶交……」



　まるで十代の少年のような語彙が実充の口から飛び出したために南泉は思わず笑む。



「絶交は困るな。実充、そもそもお前自体はどうなんだ。喜多のことどう思ってる？」



「あのなぁ……、取り越し苦労だって言っただろ。喜多さんは世話好きで俺は北京時代から何度もあの人に助けられてる。すごくいい人だとは思うけど……」



「ほう。思うけど？」



「それだけだよ。感謝はしているがそれ以上の感情はない。だからさ、貴様が心配する気持ちは分かるけど、その必要はないって言ってんだよ」



　実充は廊下の前後を眺め渡し、誰もいないことを確認して南泉に向き直った。



　少々、顔を赤らめながら呟くように言う。



「……貴様だけだから」



「……えっ、今何と言った!?」



「あー面倒くせぇ……俺のことこんなふうにした責任取れるの、貴様だけだって言ったんだよ」



　……プロポーズか？　私は今プロポーズされているのか？



　南泉は動揺しつつ表面上は平静を装って問い返した。



「『こんなふう』って、たとえばどんなふうだ」



「だからその……」



　実充は口ごもったあと、



「俺最初はそんなつもりじゃなかったのに……貴様のこと考えると体がおかしくなったり、貴様のこと考えながら一人でヌいたりすることだよ。こういう風になったの、ぜんぶ貴様のせ……」



「実充、そんなことまで!?」



　思わずひしと抱き寄せる。力が入りすぎ、腕の中からつぶれた声が漏れる。



「ぐぇっ」



「もちろん責任取る！責任、取らせてもらうから！」



　そのまま実充を担ぐようにして、近くにあった戦史編纂部の予備室に連れ込んだ。



「支那課の会議は何時からだ？」



「一五〇〇だけど……」



「よし、まだ三十分あるな」



「貴様のそういうとこだよ……」



　実充は諦めたように吐息を漏らしたが、耳を赤くし、まんざらでもない様子だ。



　棚の隙間で軍服の上下を脱がせ、褌もほどいて中の襯衣シャツ一枚にさせ、小柄な体に唇を当てていくと実充はくすぐったそうに身をよじる。



　シャツをたくしあげて乳首を食べると「ひゃ…ん」と胸を突き出すようにして甘い声を漏らした。



「ミツ、可愛い」



「貴様も早く脱げよ……」



　上目遣いでせがんでくるので軍袴のベルトを緩めると、実充の手が下へ伸びて褌の上から触られた。



　こちらがまだ完全に勃ち上がっていないのを悟られたか、



「俺、してもいいか？」



と実充は、返事も聞かずに身を屈めて床に膝をつく。



　いつになく性急に南泉の褌の結び目を緩めて雄を引っぱり出し、口に含んだ。



「っん、ミツ……」



　いつにない積極さに戸惑う間もなく、たちまち柔らかい舌の動きに翻弄される。



　実充は舌先を出してチロチロと雁首を舐め、裏すじをなぞり、喉の奥まで咥え込んだ。口中に唾液を満たして奉仕しながら時おり顔を窺ってくる。可愛い顔に官能的な表情を浮かべて、少し潤んだような眼差しで見つめられ、さらには音を立てて舐られ、南泉のものはすぐに完勃ち状態となった。



　このまま口の中に出しても良いぞ、といわんばかりに頭を動かし口淫に耽る実充を、南泉はすんでのところで止めた。



「もう、いいよ、実充……」



　実充は唇を離して再び立ち上がった。口元の唾液を襯衣シャツの袖で拭う、その表情は欲情に満ちて誘っている。



　片脚を抱えて股を開かせ、壁に押しつけるようにして下から挿入した。実充は形ばかり抗うような素振りさえ見せず、縋りついてきた。



「あ、ん……」



　上ずった声を漏らしながら肩に手を廻し、後孔で絞めつけてくる。大きな声が漏れないように、唇を噛んだり自分の口元を塞いだりして快感をやりすごそうとしている。耐えるような表情が猥らで、もっと泣かせてみたいと思うが、さすがに長い時間はかけられない。



　二人は飢えを満たす獣のように浅ましく求めあい交わり合った。限られた時間の中、無理な姿勢で、愛してると囁き合いながら互いに達した。







　南泉は詰め襟のホックをとめ軍帽を目深に被り直す。戦史資料室の曇り硝子は鏡の役を果たしてはくれず、欲望を吐きだし終えた自分がどんな表情をしているのかは分からない。隣で同じように身じまいを正し終えた実充を見ると、どこかぼんやりとした倦怠の表情をしていた。



「一四五〇だ。実充、先に行け」



　銀時計を確認して促すとようやく実充はこちら側の世界に戻ってきたように目つきを改めた。しかし頬や耳にはまだ、赤みが残っている。



「大丈夫か？」



「連れ込んどいて何言ってやがる」



　間髪入れずに抗議の声が返ってくるがこれは彼の条件反射的なもので、怒っているわけではないようだ。



　その証拠に、部屋を出る間際に肩を引き寄せられ、頬に唇を寄せられた。



「これで分かったろ。俺の言ったこと忘れんなよ」



「ああ、責任は取るよ」



「そうじゃなくて、喜多さんに焼き餅やくなって言ったことだよ……ま、そこもなんだけど！」



　入口脇に抛ってあった南泉の書類束を手に取った実充は、胸に突き返すようにしてそれを押しつけてくる。



　廊下に顔を出しきょろきょろと人気のないのを確かめて、それきり可愛い恋人から陸軍将校の顔に戻り、振り返らずに軍靴を鳴り響かせ歩み去った。



　窓ガラスごしの昼下がりの光が肩に降り注ぐ。



　南泉はひとり書類束を抱き締めて深呼吸する。



　正気に戻るのに時間がかかってしまいそうだ。



　実充の残した体温、声、匂い……気配の全てが、小春日和の暖かさを胸に運んで来ていた。

















第十二話　実充の下宿騒動――１９２９年秋







　大正時代、陸軍士官学校といえば帝大並みの難関で、たいへんな秀才の集まりであったと言われている。



　全寮制の軍隊式教育を受けた彼らには、自分たちが第一級エリートであるとの高い自負と自信があった。



　ところが、そんな彼らの自己評価とは裏腹に、陸軍将校の社会的地位は大正後期には、どんどん下がっていった。



　将校の地位が学士なみに高かったのはせいぜい第一次大戦ぐらいまでで、その後は軍縮の波やデモクラシーや、反戦思想が流行したこともあり、昭和に入るころには軍人に対する世間の風当たりは相当きつかったようである。



　そして何より安月給。



　第一次大戦後のいわゆる戦後恐慌(一九二〇年代)、震災後の緊縮財政により将校の給与水準も低下していた。



　陸軍大尉の柚木実充の場合、俸給は月給にしておよそ百二十五円。



「貧乏少尉、やりくり中尉、やっとこ大尉」とはよく言ったものである。



（※今の貨幣価値に換算すると、およそ二〇〇〇倍で約二十五万円ぐらい）



　ちなみに男性の初婚年齢が平均二七歳という時代だから、同世代も半分以上が結婚している。



　妻子持ちの将校が一馬力で、その額面で家族三世代を養うと考えると、大尉クラスでも厳しい給与水準であったことがうかがえる。



　実充は独身なので妻子持ちの将校ほど生活は厳しくはない。だが給与の中から二〇円を母に毎月仕送りしていたし、下宿代もかかるので当然、生活に余裕はない。外地勤務時代にはほとんど給与に手を付けなかったので貯蓄もあるが、それはできれば将来のためにのこしておきたい。



（当時は社会保険も未整備だったので、病気をしたら収入はなくなるし医者代も自腹であった。なによりこの平和な戦間期、上官が多すぎて出世しづらく、そのぶん予備役に回されるのが早かったから、将来に対する不安はつきないのだ。）







　帰国後は飲み会の誘いが急増して、飲食代が一時的に家計を圧迫した。



　少々控えねばと思うが、特に師団勤務の同期らは、実充の外地勤務時代の武勇伝などを聞きたがった。



　漢口事件のあと、上官命令で支那人になりすまして漢口へ現地調査に赴いたが、引き返す途中で革命軍の一部隊に誰何され、軍用車で身柄がバレ、発砲されたがこちらも下士官の運転する軍用車で逃げながら三年式機関銃をぶっ放して応戦し命からがら北京まで逃げ延びた件などを話すと、皆喜んで実充の豪気を称えた。



　当時の陸軍将校らは、『高い自己評価』と、『世間からの風当たり』とのギャップに苛立ちを感じていた。だから大陸帰りの実充の武勇伝などはことさらに痛快で、持て囃されたのだ。



　彼ら陸軍は満州事変で一躍脚光を浴びるまでの、あまりにもパッとしないこの約十年間を後に回想して「雌伏の期間」などと呼ぶこととなる……。







＊＊







　昭和四年、晩秋。参謀本部附きの柚木実充はこのころ、四谷付近のとある民家の空き部屋に下宿している。



　下宿先には、夫をなくした未亡人と女学校に通う娘さんがいた。



　女学校に通う娘さんとの間にロマンスでも生まれるかと思いきや、生まれない。（ＢＬ小説だし。）



　そもそも陸軍さんは結婚相手としてもこの時期、不人気だった。



　予備役となるのが早く、まだ民間では多くの男が働いている四〇代や五〇代でさっさと恩給(年金)生活に入ってしまう。軍人精神が身に付き、態度ばかり横柄だ、と一般的には言われているのである。おなじ公務員でも官僚ならば、まだ再就職の道があるが、なにせ元・将校ともなるとプライドが邪魔して職業選択の幅が狭い。それに軍隊で学んだ技術は特殊すぎて一般社会で役に立つ機会は、そうそうない。



　女学校に通う娘さんに、下宿のおばさんが



「軍人さんだけはやめておきなさい」



と言っているのが、あるとき通りかかった実充の耳にも入ってどうにもいたたまれない気分になった。そのぐらい、不人気だった。



　陸幼出で参謀本部附きの実充でさえそうなのだから、一般の隊附き将校たちの肩身の狭さは尚更だっただろう。



　拍車つきの将校用長靴で市電に乗ると、ブーツから後ろに数センチ飛び出した金属製の拍車が「邪魔」だといって、一般市民から苦情を言われたという話が残っているぐらいだ。（一昔前までは陸軍将校に文句を言える市民などいなかった）







「……家賃を五円も値上げするって言うんだぜ」



　銀座の煉瓦亭で、カツレツに一五銭のコーヒーをつけるか否かで悩むレベルの実充にとっては、五円の値上げは相当にキビシイ。



　先にビーフシチューとコーヒーを頼んだ南泉は、煙草の灰を灰皿に落とす。二本の指を口元へ持って行き薄い唇に煙草を咥える。そうして足を組み替える。



　仕草の全てがいちいち気障である。



「そんなにぼやくなら、もう一度考えてみたらどうだ、一緒に住む話」



「それだけは嫌だと前にも言っただろ。俺は貴様の世話になる気はない」



「だから、別に世話してやるとは言ってないだろ、家賃もちゃんと取るさ。部屋が余ってるから来たらいいと言ってるだけなのに」



「……部屋が余ってるとか、俺からするといちいち嫌味にしか聞こえねえんだよ」



　実充の断固とした拒絶には、大の男が、住居の世話を受けるわけにはいかないというただの意地と、一緒に住んでいることが周囲にばれたら大変だという危惧の、双方の理由が混じっている。そんなの南泉にしてみれば杞憂だし、安月給の陸軍将校が家賃を折半して同居するのも、別におかしくない。(中佐の南泉は安月給ではないが)



　南泉はため息と煙を同時に吐き出した。



「それでどうするんだ？　別の下宿先探すのか？」



「いや、引っ越しは考えてない。朝と晩、おばさんの手料理付きだし、俺がいなくなったらおばさんもまた新しい下宿人探さなきゃいけねえだろ。このご時世、家賃収入が途絶えるのは家主にとっても痛手だからな」



「なんでお前が『家賃値上げする』って足元見て吹っかけてくる家主のおばさんの、家賃収入を気にする必要があるんだ」



「おばさんも旦那さん亡くして苦労してるんだよ。女手ひとつでやってるからさ」



「それじゃその約一五％にも及ぶ理不尽な値上げを抗議ひとつせず、鵜呑みにするのか」



「厳しいが、呑まざるを得んだろう」



　南泉はそもそも実充の探してきたこの下宿先が気に入らない。貴様の住む家じゃないから誰がどう決めようが勝手だろう、と実充は言っているが、そもそも妙齢の娘さんがいる家などに下宿して、実充に何かあったらどうしてくれるのだと思っている。



　これが日露戦争時代なら、『花形の陸軍将校』、そしてこの実充の上から下までどこを切り取っても可愛らしい容姿である、確実に(娘さんに)食われていただろう。



　陸軍が人気のない時代で本当に良かったと、南泉は胸をなでおろす。心配の種も安心の種も、何もかも常人からはちょっと感覚がズレているのだが当人は全く気にならない。



「だが物価の動きを見ろ、少々デフレ気味になってきているのにここへ来て値上げなんて。値上げは口実で、実はお前に出て行って欲しいんじゃないのか？」



「そんなことはない。昨今いろいろ物騒だからな、同じ屋根の下に陸軍将校がいて頼もしいって、おばさん常々言ってる」



「じゃあ先方も、陸軍将校な下宿人たるお前に出て行って欲しくはないのだよな？」



「そう思う」



　南泉は念押しするように問い、実充が肯定するとそれきり黙ってしまった。



　ちょうどそこへ注文した料理が来たので両名、素早く黙って平らげる。



　休日の昼飯ぐらいゆっくり食えばいいのだが、なにせ一四の時から軍隊式生活が身についていて、どんな時でもカキコミ飯気味となってしまう。南泉はまだ実充よりは幾らか早食い癖がマシになったほうだが、やはり今でも食事中に一切の私語をせず平らげるクセは、抜けきらない。



「それにしても懐かしいよな、この店。陸士時代にも何度か来たよな」



「つい長居しすぎて帰り、市電に乗り遅れたことがあっただろう」



「おう、あったあった。門限ギリギリで、停留所降りてから赤羽と蒲カツと、全員で猛烈に走って、残り一分ぐらいでぎりぎり校門くぐったことあった。……あれ？　あの時貴様も、いたっけか？」



「……車の窓から見てた」



　南泉は煙草をふかしながら実充から視線を逸らし、窓の外を見る。



「……ハッ、思い出した！　俺たちがヒイヒイ言いながら地獄坂登ってた時、貴様、車でスーッと追い抜いていきやがったんだ！」



「あの時はたまたま実家に戻っていたんだよ。帰り、遅くなったので榎本に市ヶ谷まで送ってもらったんだ」(※榎本……南泉家の運転手)



「それで『同期が門限破りそうだって時に乗せねえのかよ！』って後で全員で貴様に猛抗議したんだよな」



「すまんすまん。しかしあの時お前たちを待って全員乗せていたら、多分、四人そろって門限に遅刻していた。かといって実充、同期たちの手前、お前だけを拾うわけにもいかなかった。それで苦渋の選択をしたわけさ」



「なにが苦渋の選択だァ。校門の所から、俺たちが息絶え絶えになって地獄坂登ってくるの面白そうに見物してやがったくせに」



「……で、さっきの下宿の話だが」



　食後のコーヒーが運ばれてくると南泉は煙草をもみ消し、話を蒸し返す。



「家主には『値上げには応じられないから一一月末で引っ越そうかと思う』と言ってみろ」



「引っ越すつもり、ないのにか？　俺はそういうセコい交渉は好かん。陸軍将校たるもの堂々と清貧に甘んじだなあ……」



「またお前の『武士の高楊枝論』が始まった。いいから、当面引っ越すつもりがなくても一応そう言っておけ。それが交渉術というやつだ。分かったな」



「……分かったよ。だけど貴様の問題じゃないから解決してくれなんて頼んじゃいないからな。最終的には、おばさんが困ってるっていうなら値上げにも応じるつもりだし……キツイけど……」







　コーヒーを飲み干し、ビリヤードをやろうと南泉が言うのでカフェから撞球場へ陣地転換し、二時間ほど遊んだ。



　午後の早い時間をそうして過ごした後はたいてい南泉の下宿に立ち寄る。



　最先端の瀟洒な四階建て洋風ビルは(下階は知り合いの貿易会社が入っている)の最上階をまるごと借りているという南泉の住まいは、実充の六畳一間の下宿とは、当然ながら雲泥の差だ。



　陸軍中佐の俸給は大尉の倍はもらっているらしいが、実充が今の倍の家賃を支払ったとしてもこの洋風ビルの最上階は借りられないに違いない。家賃がいくらするのかとても怖くて聞けないレベルの広さだ。



　早々にベッドになだれ込み、肌を重ね互いを貪り合う。波蘭から帰ったばかりの南泉は会えなかった期間の埋め合わせをするかのようにここのところ毎週、日曜のたびに実充を抱く。



　実充も寂しい思いをしていたので応じているが、正直向こうで何があったと問いかけたくなるぐらい南泉は、念入りに、――まるで三年ぶりに再会した北京でのあの時のように、いささか狂気めいた愛情をぶつけてくるのだった。



　全裸にされ、もう先走りの湧き出していた鈴口を舌先でチロチロと舐められて、竿全体をすっぽりと口に含まれる。



　快感に悶える実充は腰を浮かせ、譫言にしかならない抗議の声を上げながら、南泉の柔らかな頭髪を両手でかき乱す。



「やだ……やだ、それ……、無理っ……」



「本当に嫌か？　嫌なら、止めるが」



　南泉は口を離し実充の腹の上でニヤリと笑む。



　たまらず実充は、南泉の頭を己自身に引き寄せる。



「――だめ、止めんな、意地悪っ」



「じゃ、どうやってイきたいのか言えよ……」



「この変態っ、……口でしながら、後ろ、してくれよ」



「後ろ？　ここか？　―――指で虐めればいいのか？」



「っぁ、南泉っ……も、分かってんなら、早くしろよっ……」



「ミツ―――可愛い。待ってろ、たっぷり逝かせてやる」



　ゾクリとするような陰湿な笑みを浮かべ、南泉は再び実充の下半身にとりかかる。



　潤滑油で濡らされた指がずぶりと、押し入ってきて、実充は体を強張らせ悲鳴に似た喘ぎを漏らす。



　今度は口淫と同時に、後ろを指で念入りに蕩かされた。



　じゅくじゅくと、淫らな音と己の息遣いが鼓膜を支配する。



　南泉は無心に、実充のものを舐っている。



　不意に指を回転させ、前立腺の傍をつついてきた。――全身が沸騰する。



「……んっ、んっ……南泉、はぁ……っん、もぉ……逝っちまう……っぁあ――っ！」



　精を吐かされたあとは、ぐずぐずに溶けた体を折りたたまれ、朦朧としたまま南泉の太い牡に貫かれる。



　ぐ、ぐっと押し込まれるたび意識が飛びそうになった。



「ミツ……、愛してる、愛してる」



「ん、……俺、も……」



　はふ、はふと唇を貪り合う。



「俺も……好きだ」



　上下する南泉の胸の尖りをいじりつつ、口づけの合間に漏らした本音。



　――と、南泉が不意にぶるりと体を震わせ、実充の体内に精を放った。



「あ、しまった、くそっ……」



「え、もうイった？　くく……貴様も乳首ココ弱いのな」



「お前がそんな顔して嬉しいこと言うからだよ。……あと挿れてるときは、触るの禁止」



　ちゅ、と口づけされたかと思うと体の上下を返され、尻を持ちあげられて再び奥を蹂躙された。



「……ッッ……ああ――」



　腰を両手で掴まれて、凶暴な突き上げを受ける。



　実充は顔を伏せ半泣きの喘ぎ声をシーツに吸わせた。



「んんぅ―、んん――南泉……もぉ……はぁ……ああっ」



「ミツ――、ここ、イイのか？」



「うン、いいっ」



「イけよ、ほら、また逝け、何度でも」



「ふ……っぁあっっ――」



　実充が先に音を上げても一向に終わる気配もなく、休息なしで責められ続け、気づけば秋の日もとうに落ちていた。







＊＊＊







「はっヤバいヤバい、しまった寝ちまってた、いま何時!?｣



「うーん、一七〇四だな……。何でだ？　下宿のおばさんに晩飯いらないって言ってあるんだろ｣



「あっ、そっか、間違えた……」



　脱力してまた横になる。



　起きがけの夢の中でまた実充は、雄叫びを上げながら地獄坂を駆け登っていたのだ。



　卒業して久しいのにそんな夢を見たのは、きっと昼メシ時の会話のせいだろう。



　陸幼陸士時代には日曜外出にはきっかり八時間という門限があり、とくに陸士では、破れば営倉行きだった。



「門限がないって、いいな」



　疲れはてた体をシーツに埋め、身体中に南泉の口づけを浴びながら、実充は大人の休日を堪能している自分に気付く。



「一緒に住んだら毎日もっと最高の気分にしてやるのに」



「やだよ……、このレベルで毎日されたら俺死んじまう。たまにこういう濃厚なヤツするのがいいんだよ」



「ミツ……可愛いなお前、愛してるよ」



　暗に「良かった」と言われて南泉は嬉しそうだ。



　うん、まんざらでもない。この日常。……いや俺はもしかしたら多分……。



　こういうのを、幸せというのかもしれない。







　数週間後の日曜。



　それは、突然の出来事だった。



　下宿の六畳間で目覚めた実充は、玄関に来客の男の声がするのに気づいた。



　おばさんが応対に出ている。



　誰だろうと気になり、ねぼけ眼のまま寝間着姿で起き出していった実充は、玄関先で来客の顔を見て驚いた。



「洌!?」



「大尉殿、お久しぶりであります！」



　大荷物を抱え土間で敬礼してみせたのは、北京駐在時代に一緒だった黒部洌くろべ　れつ中尉であったのだ。



「貴様も帰国したのか！」



「はいっ、一二月一日付でまた支那課・兵要地誌班員であります。宜しくお願い致したくあります！」



　約一年ぶりだなあ、エヘヘ等と肩を叩いて久闊を叙していると横から下宿のおばさんが言った。



「実充さん、ちゃあんと自分の代わりの下宿人をすぐ連れてきてくれるなんて、さすが大尉さんともなると出るときまで義理堅いわねえ」



「……、……ん!?　代わりの下宿人!?？」



　一瞬の沈黙ののち、実充は目を瞠みはり素っ頓狂に問い返す。



「そうよ。実充さん先々週だか『家賃の折り合いつきそうにないから新しい下宿先探すかも』っておっしゃってたじゃないの。折り合いがつかなかったのは残念だけど、こちらの黒部さん、三五円でいいっておっしゃるから」



「明日からお世話になりまあす！　あ、荷物とりあえずここ置かせて下さい」



　黒部が片目を瞑るようにして言った。



「……ま、……待て待て待て！」



　実充は歌舞伎の大見得みたいな仕草で黒部を押し留める。



「誰がいつ、貴様にこちらの家を下宿先として紹介したと!?」



「やだなあ大尉殿。南泉中佐からうかがいましたよ。大尉殿が『自分が下宿を出るつもりだから大家さんが困らないように、後にすぐ入ってくれる下宿人、募集してる』って」



「ふぐぁ……ッ!!　あ、あの野郎……ッ!!」



　―――やられた。完ッ全にしてやられた。



　実充は寝起き頭を掻きむしる。　



　あの男、だから一一月末と言ったのか。



　おそらく黒部が帰国すること知っててぶつけてきやがったのだ。



　大家が『下宿人としては陸軍将校は都合がよい』と思っていることも考慮しての、黒部か。



　脳裏では、件の軟派男がベロンと舌を出していた。



「大尉殿、もしかして引っ越し準備、まだ終わってないのでありますか？　自分、手伝いますよ」



「ちょ、待て待て。引っ越すも何も俺、まだ行き先も何も決まっても」



　しどろもどろになりつつも、説明を試みようとしたとき、ガラーッと黒部の背後の玄関の引き戸が開いた。今度はなんだ。



「おっはようございまーす！」



「って赤羽かよ！　何の用だよこんな朝っぱらから！　俺いま立て込んでて」



「柚木君に、引っ越しの手伝いに雇われましたァー」



「っはぁっ？　ちょ、待、誰が」



　同期の赤羽到介は近所に住んでいるので勝手知ったるで、前に遊びに来たことのある実充の部屋へ駆け込んでいく。



　あ俺も手伝います、と軍靴を脱いだ黒部が続く。



　呆然としているとおばさんが



「黒部さんとお知り合いなのねー、どうりで入れ替わりが迅速だわ。実充さんも遠慮せず、またいらっしゃいな。ごちそうしてあげる」



と呑気なことを言う。



　次にブロロロロ……と兇悪なエンジン音がして、表の通りで車が停車し、長身の男が鴨居に頭をぶつけそうになりながら入って来た。



「おはようございます。荷物は車に積んでいきます。家主さん、同期の柚木がお世話になりました」



「南泉、貴様……やってくれやがったな……？」



　南泉は柔らかな目配せのみで応ずる。



　おばさんは南泉の日本人離れした相貌に目をしばたたかせた。　



「お母さん、朝からなんの騒ぎなの……」と奥の座敷から出てきたおばさんの娘さんが、南泉を見るなり



「きゃぁあああ」



　と顔を真っ赤にしておばさんの陰に隠れた。



「誰！　だれ!?」



　スラックスにＹシャツという洋装姿の南泉は、気障なポーズで一礼する。



「南泉と言います。お迎えに上がりました。……さあ実充くん車に乗りたまえ。我々の新居が待っている」



「うそ!?　実充さんの迎え!?」



　娘さんとおばさんは呆然と目を見開いていた。……してやられっぱなしの実充も、完全に思考停止状態だ。



「毎度あり」



　赤羽が通り過ぎながら囁き、パンパンに膨れた風呂敷(たぶん実充の着替え一式)を表のクライスラーの座席に蹴り込む。南泉と何か喋っている。今度飯おごれよ、等と話しているようだ。



　実充はプルプル拳を震わしながら叫ぶのであった。



「おおおおい、……ここまでするか普通!?」



「じゃ、実充がお世話になりました！」



　軟派男に颯爽と首根を掴まれ、助手席に放り込まれる。



　おばさんと娘さん、新しい下宿人となった黒部、そして赤羽に見送られ、実充の強制引っ越しはこうして完了したのであった。



　新居はむろん例の四階建ての貿易会社「洋行社」ビル――。



　男二人、楽しい新生活となりそうである。







〈実充の下宿騒動〉　了

















第十三話　新緑とグルメットーー１９３０年







（日曜デートの話）







　四月下旬の或る日のこと。



　日曜なのに軍衣袴を着込んだのを見て「実充、曜日間違えてるぞ」と南泉に笑われた。



「誰が貴重な休みを間違うか。今日は墓参りだからこれで良いんだ」



「墓参り行くのか」



　南泉が少々残念そうな表情を見せたため実充はやむなく方針転換し、告げ直す。



「……何をボケっと突っ立っておる。東京駅〇九二〇マルキュウフタマル発だ駅まで市電に乗らねばならん、三分で準備せい」



　目を見開き新聞を抛り捨てた南泉は、起床喇叭ラッパを耳にした士官候補生も斯くやあらん、という素早さで隣室へ駆け込み、きっかり三分後にはいつもの奇抜な青年将校の装いで実充の前に立った。さっきまでとは打って変わって表情が輝いている。



　そのあいだに玄関でうんしょうんしょと軍靴を履き、仁王立ちで偉そうに腕組みして待っていた実充はなおも、古参の連隊附き将校の体裁で唾をとばす。



「戸締りはよーいかぁ」



「戸締りヨシ」



「火の始末よーいかぁ」



「火の始末ヨシ」



「よし停留所まで六キロ行軍で早駈けするゾ、落伍するでねーゾ！　行軍開始、歩調とれィッ」



「それ誰の真似だ？」



「原隊の中隊長だよ。あのとき五十近かったから、今頃もう予備役かもなァ」



　実充はしみじみと原隊時代を懐かしむ目になった。



　中隊長というと大尉のことで、つまり実充の少尉時代の直属の上官ということである。五〇近くでまだ大尉というと『エッ本当に陸士出てるのか』と南泉が耳を疑うくらい鈍行もいいところ……、つまりここにいる〝陸幼閥〟の二人などとは違い、ものの出来はあまり良くない人であったことが窺い知れるのだが、それでも実充にとっては色々と可愛がってくれ、世話を焼いてくれた原隊時代の恩人である。







　……思い返せば歩三四連隊時代後半の実充は、とかく陸大受験の試験勉強に明け暮れていた。陸士を出たての若い少尉は将校団ではむろん一番下っ端で、初年兵教育から自分の小隊の管理など雑務の量も半端ない。しかしその中隊長殿が下士官に働きかけて実充の隊務を肩代わりさせたり、時には免除してくれたおかげで将校官舎にこもっての試験勉強が可能となったのだ。



　自分たちの連隊から陸軍大学の合格者が出るのは誇らしく名誉なことであるから、将校団では平時にはそうやって、陸大受験に挑む少尉や中尉をしばしば〝特別待遇〟して勉強に集中させることが、非公式に行われていた。



　……おかげさまで受験勉強がたいそう捗はかどったはずの実充だが、二度の陸大受験の結果は皆様ご存じの通り。



(※柚木氏の名誉のために補足するが、当時の陸大は第一審査が戦術論、築城、兵器など九科目で、第二審査が一〇日にも及ぶ口頭試験――という名のほぼ圧迫面接――、受験者は多くがノイローゼ気味となり合格者はせいぜい三十人から多くて五十人、という超難関であった。陸士卒業者からさらに一割しか入れず、帝大に入るよりも狭き門であったとされる)



　その後、中国語の成績の良さから奇跡的に参本に引き抜かれた実充は支那課のヒラ班員として大陸に赴任したため、歩兵連隊時代の中隊長とはそれきりになっている。



　連隊にいた同期の少尉らと日曜に自宅へお邪魔してごちそうになった思い出が蘇る。かなりの確率でどんちゃん騒ぎだった。世話になった御礼がしたいがもう予備役だろうなぁ……、と思い起こしたのだ。



　実充が天保銭を手に入れていれば原隊の将校団にも錦が飾れたというものだが、受験時にあれだけ特別待遇してもらっていたのに落ちた気恥ずかしさもあって、帰国後も原隊へは少々、足が遠のいている。



　おそらく子供もたくさん居て家計も苦しかったのだろう、『ヤットコ大尉』を象徴するようなヨレヨレの軍服姿の中隊長を思い出しながら、家を出た。







　南泉は歩度ほど六キロ(駈歩)と聞いてゲンナリ気味だが、実充の本領は歩兵科バタである。



　(※歩兵というと軽んじられがちだが帝国陸軍の主力であり、将校の約半数が歩兵科将校だったため一番幅をきかせていた。)



　歩兵連隊の行軍には四キロ行軍、六キロ行軍という速さがあり、四キロ行軍は徒歩、六キロ行軍は駆け足であり、休憩もほぼ取らない〝急行軍〟だ。



　近衛騎兵連隊を原隊とし、おまけに天保銭(陸大卒業徽章)をつけて陸軍最高峰エリートコースをゆく南泉にしても、陸士のころには兵科にかかわらず将校斥候演習で三〇㎏の背嚢を担ぎ、二日間ほぼ休息なしで数十里の山道を駆け足で踏破し敵情視察する、というような地獄みたいな訓練もこなしてきたので、駈歩も当然体に染み付いている。……しかし兵卒ならともかく将校が二人して、電停まで跳ねる軍刀を押さえつつガチャガチャ走る姿は正直、格好が悪いと思うのである。……南泉にはいちおう佐官としての体裁というものがあるし、そもそも市電は庶民の足だ、南泉が乗ることなどまずもって滅多にない。



　しかしせっかく誘ってくれた実充の手前、口には出さぬ。さも『火急の任務で先を急いでおります』といった態で走り出す。



　軍靴を鳴らし坂を下ってくる華やかな陸軍将校二名に、通行人が何事かとおののいて道をあける。まあ、参本などで勤務していると運動不足になるのでたまには走るのも良いか……、と南泉は、普段は上げっぱなしの軍帽の顎紐を下ろす。南泉の軍帽は天前部がとんがって高いわりに、後ろは極端に低く拵えてあるので走ると前にズレてくるのだ……。







　それにしても日曜の朝っぱら、墓参りに誘ってくれた無二の念友の、しゃきっと伸びた背筋を眺めるだけで幸せを感じる自分はとことん平和ぼけしているな、と南泉は自覚する。



『走姿顕心そうしけんしん』……、走る姿に心が顕れるという意味だが、わき目もふらず前を走る陸軍大尉の後姿は南泉の色眼鏡を差し引いたとしても躍然として、意気盛んで格好いいのであった。走っている理由はさておき。



　と、同時に南泉はこのとき、今朝の朝刊の二面に載っていた『市電についての重大案件』を唐突に思い出している。つられて走り出すまで気付かなかったなんて、このところしばしば先程のように実充に御されているにしても、寝ぼけすぎだ自分。思いがけず墓参りに誘われたことで有頂天になっていたのか……？



（※昭和初期の新聞は、一面が全て書籍の広告だった。つまり二面がトップ記事）







　一方の実充はというと、自分の道を貫くためならば(人にどう見られようと)恰好にはとことんこだわらない性質なので、南泉が自分の後姿に秘かにときめいたことも通行人のギョッと驚く様子にも気づかず、ただ目的のために疾駆するのみだ。



　……と、やおら円タクが実充の脇で停車したので「？」と思い振り返ってみると、呼び止めたのは南泉らしく、平然と円タクに乗り込もうとする所だった。



「アッこの軟弱者が！　市電に乗ると言っただろう。行軍開始三分でいきなり怠スカしおって貴様それでも誇りある帝国陸軍の将校か!!」



「乗らんのか足軽？　円タクが掴まったのは幸運だぞ」(※足軽……歩兵科の蔑称)



「なにっ誰が足軽……あー待て待て乗る乗る」



　南泉を押し込むように、続いて後部座席に乗り込む。



「東京駅まで」



　南泉が運転手に行先を告げる横で、実充は汗を拭き、軍靴を履いた足で南泉のでかい軍靴を押しのけ自分の足を広げる場所を確保しようとする。陣地を巡り少々の小競り合いが起きるが、結局は後部座席で仲良くふんぞり返り右膝と左膝とをくっつけあう。平和なものだ。



　ちなみにタクシーについてだが、それまで会社ごとにバラバラで客からの苦情が絶えなかった料金が、昭和に入り「東京市内は一円の均一料金」などと制定され、一円タクシーつまり円タクと呼ばれるようになったのがこの頃である。



　震災で市電を含めた鉄道がほぼ壊滅したあと、唯一まともに動く交通機関であった自動車が一気に普及しはじめた。それに伴いタクシーも均一料金が制定され、身近な庶民の乗り物として認識されはじめていた。







「南泉きさま、端ハナから市電に乗る気なんかさらさら無かったんだろ」



「いや、そういうわけではない。下情カジョウに通ずるという感覚で挑もうとは思っていたんだ……最初はな」



「下々の暮らしを知るためってか？……どこの殿様だよ！　しかも三分後には円タク捕まえるとか初志貫徹て言葉はどこへ……」



　停留所まで走らせたり庶民でぎゅう詰めの市電に乗せたりして、あわよくばこの恰好つけの華族士官の眼を白黒させてやろうと思っていたのにたった三分で作戦が頓挫したので、実充はまだブツブツ言っている。



「いやタクシーを捕まえたのは楽をするためではなくてだな……。お前、今朝の新聞読んでないだろう」



「何だいきなり。新聞は貴様が新聞受けから持って来てずっと読んでおったろうが」



「そうだよな済まん。というのも市電は今日からまた全面罷業ひぎょうだそうだ。二面に出ていた」



「はっ？　えっ……、罷業!?」



　実充は目を剥き、車窓にへばりつく。



　タクシーは坂を下りきり、ちょうど広い交差点にある電停の脇を通り過ぎようとしていた。そこは市電が三路線交わる基幹の電停で、いつもなら必ず市電の一台や二台は通り過ぎていくか、もしくは停まっているものだが確かに今日は一台の姿もない。



　電停には罷業……つまりストライキを知らない市民が集まってきていて、人だかりができていた。



「……本当だ、少々騒ぎになっている。市電局と労組、また決裂したのか？　迷惑な話だよなぁ。貴様、新聞読んでおったならどうして家出る前に云わなかった？」



「……市電に乗る習慣がないので無意識に読み飛ばしていた」



　真っ赤な嘘である。実充が墓参りに誘ってくれたのが嬉しくて、着替える間じゅう新聞の内容などポーンとふっとんでいたからだが、これは黙っておく。



　実充は案の定、胡乱な目つきになった。



「市電なんて庶民の乗り物だから罷業など自分には関係ない、とか思ってたんだろ」



「お前私をとことん『金持ちの嫌味なやつ』扱いするつもりだな。私だってべつに好きで華族なんぞやってるわけではないし、市電だろうが円太郎バスだろうが(お前が)乗るときは(私も)乗る」



「あ、すまん、言い過ぎた。たしかに金持ちは貴様の要素ヽヽではあるが貴様のせいヽヽではないからどうにもならんよな」



「いや、いいんだ。考えてみれば才に加え財も名も、身近に備わっていたものは存分に活用させてもらって今がある」



「――だから貴様のそういう所だよ俺が言ってんのはっ。真面目な面してそーゆーこと言うから冗談に聞こえなくて「嫌味な野郎だな」ってなるんだよ」



　実充は膝で南泉の太腿を小突く。南泉の軍袴は太腿が異様に幅広(いわゆるボンタン)なので「ぽすっ」と当たっただけで一撃とも呼べぬ。



　しかし南泉が「財も名も利用してきた」と宣いつつも、他人の前では絶対に自分が公家系華族の一員であるとは明かさないのを、実充は知っている。南泉がこういう発言をするのは実充の前だけだ。



　南泉は笑って話題を変えた。



「……少し話を戻そうじゃないか。たび重なる市電罷業についてお前どう思う？」



「どうって、なにも俺が久々の墓参りを決行しようという日にストするこたねえだろと」



「それだけか」



「あとは市電労働者が待遇改善に声を上げたくなる気持ちも分かるが、市民に迷惑をかけるのはいかん」



　実充は市電の来ない電停を窓ごしに目で追い、腕組みした。



「それとストやって俸給が上がるなら俺も経理局相手に交渉してみたいわい」



　実充からは一般論しか出てこないようなので、南泉は持論を述べ始める。



「……市電労働者が待遇改善を訴えているのは無論表の理由としてはあるが、一連の労働争議は実は左翼の煽動に乗せられた結果だよ。新聞が書き立てれば書き立てるほど共産主義者やコミンテルンの思うつぼだ。そう思って見ると確かに市民に迷惑をかけているだけで、労組側に同情する気にはなれんな。



　叩いたところで経営難の市電局からカネがこれ以上出てくるわけもなし、いくら闘争しても妥協案なんてまとまらんさ。賃上げなど猶更だ。今回も労組幹部が何人か『特高』にしょっぴかれて幕引きだろう」



「お。最右翼・南泉殿の世を穿うがつ御高説」



　実充のいう「最右翼」とは極右とかいう意味ではない。南泉が労使交渉を左翼の煽動と言い切ったので、それに彼の卒業席次を引っ掛けたのだ。



「茶化すな。市電労組に共産主義が一枚噛んでるってのは別に私が立てたぶっとんだ空説じゃない。裏で繋がっているのは確かだし、事実昨年あたりから特高が躍起になって労組関係者を検挙しまくってる」



　たしかに南泉のいうとおり労働組合は大正期から左翼とのつながりが深く、特にこのころの市電労組は左翼の活動拠点として認識されていた。



　そもそも大日本帝国憲法下では労働者の権利など認められておらず、労働争議には弾圧的な政策がとられている。前々年に特高(特別高等警察)が全国配備され、労組関係者や共産主義者が治安維持法に問われ三〇〇〇人近くが検挙されるなど、このころの弾圧は苛烈を極めていた。



　……対して軍人、特に幼年校カデット出身の将校ともなると、十代前半から軍人勅諭を叩きこまれ愛國精神を教え込まれている。しかも参謀本部は天皇直属の軍令機関である。秩序を乱す左翼労働運動や、天皇制廃止を掲げるソ連共産主義とは対極の立場なのだ。……幼年校時代から何かと熱血したがる軍隊的ノリを煙たがり、候補生時代には平然とジャンク(持込み食い)し、今もエログロ雑誌や発禁本を愛読し、時に冷笑的に軍の内実を静視してきた南泉ですら、この件に関するスタンスは軍人としてはごく標準的だ。いや、むしろ体制を支える華族として『模範的』といってもいいだろう。



「昔から陸軍特有のガチガチな空気は嫌いな不良軍人のくせに、よく分かんねえトコで体制派なのな」



「いや、逆に私がここで左翼を容認する発言したらもう華族軍人としての自己を全否定することになるだろ」



「そうだけど俺、労働運動と共産の繋がりってそこまでじゃないと思ってたし。そもそもこの絶望的な不況が悪い」



　実充は腕組みしたまま座席に沈み込む。



「市電なんかまだ社会基盤産業だから倒産まではいかないだろうが、民間の中小はどこもかしこも危ないって話聞くぞ。夜逃げする自営業者も後を絶たないって」



「金輸出解禁は拙かったな。世界不況の嵐の中で窓を開け放った、とはよく言ったものだ」



　どうもこの時期、口をひらけば景気の話になってしまうのは仕方がない。時節は『昭和恐慌』とよばれる歴史的不況の真っ只中であった。この年の初め、濱口内閣が『金解禁』を断行したために円高となり輸出が激減、株価は大暴落した。……さらには豊作見越しで米価も暴落、農村部の不況は最も深刻だった。新聞を開けば夜逃げだの一家心中だのというニュースが躍っていた。



　……俸給の額面が大正期から固定されている陸軍将校は相対的に見ればまだ生活はマシなほうであったが、それも大尉クラスでやっとだ。（しかも扶養家族が多かったり借財がある場合にはたちまち生活に余裕はなくなる。)



　実充は扶養家族なしの陸軍大尉であるのに加え今は南泉の下宿に同居のため、本人が『俺もストしてみたい』等とボヤくほどには困窮してはいない。「武士は食わねど……」という清貧意識も(先祖元来なのか、大正軍縮期の軍人の潮流なのか、)身についている。



　実充にとってはもうそれよりも、上の世代の将校の数が多すぎてピラミッド型がいびつとなった陸軍人事構造のなかで、年々早まる退役年齢までにいかに上に上がるか、そのことが枢要だった。







「ところで汽車の方はまともに動いておるのかなぁー。汽車も罷業してたらもう今日の計画オジャンなんだが」



「鉄道は大丈夫だ。電氣局員総動員で全車輌フル稼働すると書いてあった。ただ市電の代替輸送で車輛を持っていかれるから、通常よりも列車の本数は少なく八割程度だと」



「……貴様、読み飛ばすどころかめちゃくちゃ細部まで新聞読んでるじゃねえか」



「ん？　あ、そうだな……」



　駅につくと南泉の言った通り、鉄道は本数を減らして運行していた。



　二等の切符を買い、客車に乗り込む。



　南泉は一等に乗るかと言ったが、一等は貴賓車であるため一介の陸軍士官にすぎない実充が難色を示したのだった。(当時は三等車まであり、二等でも富裕層向けだ。)実充は別に三等でも構わないのだが、さすがに陸軍中佐と大尉の階級章をつけて三等に乗るわけにはいかないということで、こうなる。



　ちょうどこのころ東海道線はそれまでの汽車から電化が進んでおり、二人が乗るのも最新の電氣機関車で横濱駅(震災後に移築され現在の位置)までおよそ四五分、運賃は往復で一円というところである。今の貨幣価値に直すと約二〇〇〇円ぐらいだ。



　二等は二人掛け座席がボックス状に向かい合わせに並んでいる。この日は市電罷業ひぎょうの影響でもともと鉄道利用客が多いのに加え、本数減のため車内は始発駅にも関わらず混み合っていた。二人掛けに並列で腰かけると、すぐに和装の母親と洋装姿の若い娘さんの裕福そうな二人連れが、向かいに乗り込んできた。親戚宅かどこかを訪問するらしく母親の膝には大きな土産物の風呂敷包がある。



　発車を知らせる警笛が鳴り、列車が動き出した。



　母娘がちらちらと自分たちに視線を送ってくることに南泉は気づいていた。母親のほうは将校たちの襟章を(見て分かるとも思えないが)、娘のほうは二人の顔を交互に見ている。



　しかし、窓側に座った実充は窓の外を見て何やら物思いにふけるばかりで、ボックス席に乗り合わせてきた相客の視線には気づかないでいる。



　南泉は若い娘さんと目が合うと社交辞令程度にうっすら微笑んでおく。



　娘さんの興味をこちらに惹きつけておかないといけない。



　別に、娘さんに興味があるわけではない。



　……娘さんの興味を、実充に向けさせないための振る舞いだ。



　こう見えて意外と、十代半ばの頃より誰かさんに関わることではかなりの苦労性なのだが、悲しいかな当人にはこちらの苦労が伝わったためしがない。



　……というよりは南泉が、実充に近づく者を蹴落とすべくいつも勝手に暗躍し苦労していただけで、実充は終始、第三者の存在には気づかなかった。もともと自分の容姿にも恋愛感情にも、てんで疎いのだ。自身の気持ちにすら、本当にごく最近まで気づいていなかったフシもある。



　南泉はこういう安定した関係に至るまでに、過去何度も内面を晒して告白してきたのだが、表の顔と実充にだけ見せる本心の落差が激しすぎて引かれるなど、本当に苦労してきたのだ。実充は、そういう器用な使い分けは一切しない純粋素朴な人間だ。



　向かいに座る娘さんは実充の端正な横顔を特に気にしていたが(たぶん目を合わせてみたかったのだろう)、南泉が視線を合わせ軽く微笑むと、頬を染めて下を向いてしまった。



「？」



　そこで初めて実充が、はたと頬杖をはずした。向かいの娘さんの俯く表情を見、次いで南泉を見て無言の視線のやりとりに気づいたようである。



　……あ、マズイ睨まれるやつかな。



　南泉は背筋を伸ばし表情を改める。



　南泉は実充と違って社交辞令を惜しまないし、目的を達成するためならば形ばかりのおべっかも平然と使う。北京時代、奉天軍顧問の町野武馬が日本人街で芸者遊びに勤しんでいると聞けばそれに倣い進んで阿諛追従した。それは町野氏の警戒心を緩ませ張作霖の機密を得るためであって、まったく他意はなかった。



　しかし実充は「貴様の社交辞令の許容範囲は広すぎて俺には理解不能」だと言う。あのときも軍事顧問に媚び芸者遊びに繰り出す南泉を『好色一代軍人』と断じ、露骨に冷淡な態度をとった。



　そもそも南泉が北京に行った目的は実充だけであって、即ち芸者なんぞにまったく興味はなかったのだが、手法がやや婉曲だったのと(国民党員を釣り上げるために)真相を話せなかったこともあり、終始ものすごく誤解された。たぶん町野を懐柔すると言いながらちゃっかり濡れ手で粟を拾っていると思われていたのだろう。



　で、誤解が解けた今でも実充は、南泉のことをじつは両刀なのではないかと思っている節がある。……いやいやいや違うから。徹頭徹尾、お前だけだから。今だって、この娘さんがお前の横顔ばかり見てるから視線を外させたくてこっち向かせただけだから。







　……多分あれだ。あの噂のせいだ。騎兵連隊にいた時代、陸大卒業を控えていたある先輩将校が吉原の女に入れあげている折に震災が起こって遊郭が全焼した。その娼妓も行方不明となり、復旧が行われている最中に一緒になってその娼妓を血眼になって探してやったことがある。何でそんなに血眼になったのかというと、先輩は陸大卒業後すぐ欧州へ三年間、留学することが決まっていたからだ。もし旅立つ前に見つからなければ今生の別れとなっていただろう。



　病院から遺体安置所まで訪ね歩いた結果、女は震災の大火を生き延びており、南泉は先輩に身請け金の一部まで貸してやって無事に二人を欧州へ送り出したのだが、その際陸軍の誰かに、吉原界隈で娼妓を捜し歩く姿を見られていたらしく噂になったのだ。（しかもこれまた同期の一部が「えー南泉はどっちかいうと衆道のほうだぞ。娼妓じゃなくて色子の間違いじゃねーの、それ」と要らぬ考察を加えたせいでさらに尾ひれがつき、実充の耳に入るころには噂の内容もメチャクチャ様々に脚色されていた、というオチまでつく。）



　南泉は、実充と眼を見交わす。このときも、ただ単に若い娘に愛想を振りまいたと思われたようで、案の定ジットリした眼で見られた。「そういうの要るか？　要らねえだろ」とその眼が言っている。



　……しかし次の行動は、こちらの予期せぬものだった。



　実充は腕組みし、体の角度を少々ずらして背中をドカリと、南泉の左側面に預けてきたのだ。少し寄りかかるような感じだ。



　ただそれだけだが、見ようによってはさりげなく「こいつ、俺のもんだから」と主張するような態度であった。今まで、人前では絶対に見せたことのない仕草だった。



（……!?!!……）



　内心で高揚する南泉とは裏腹に、実充は至極平然と目を閉じる。



　母娘の視線を気にする素振りもなく、軍帽を前へずらし、そのまま仮眠の姿勢をとった。……本心は読み取れない。がしかし、この瞬間わざわざ体をずらしてこちらの左肩を枕に使ってくるということは、そういう意思表明と理解していいのだろうか。



　実充は電車の揺れを利用してぐりぐりと体重を預けてくる。



　軍帽の鍔つばの下から口がもぞもぞ動いて「着いたら起こせよぅ」と簡潔に言う。



　南泉は何らかの感情を読み取ろうと軍帽から覗く口元を見つめる。



　(Ich moechte dich kuessen.……Nein,nein…)



　本当に寝入ったのかどうなのかは、顔を隠しているため分からない。しかしじんわりと増す背中の重みはそのままそれが、実充からの信頼の証、そして無言の圧のようでもあった。



　……これでも俺、貴様を信頼してやってんだからな、貴様もそれに応えろ。貴様も俺をもうちっとは信頼しろよと、言外に告げているかのようで。



　母娘はしばらく、陸軍将校たちの親密そうな様子に見惚れていたが、そのうち我に返ったように、雑談を始めた。



　列車の心地よい振動に揺られ、南泉もしばし目を閉じる。



　――実充のひと睨みと、左側に感ずる無言の重量を、噛みしめる。



　十代のころから癖になっていたこの、実充を色目から守るための色んな根回しや工作、……そういうのはもう、これからは要らないのだ、と覚ると胸にじんわりとした安堵感が広がった。



　母娘が手前の鶴見で降りてゆくや、実充はパッと顔の上の軍帽を取り払い被り直す。



「ん、……寝ていなかったのか？」



「いくら昨夜遅かったとはいえこんな朝っぱらから寝られるわけねえだろ」



「！」



　おお……では……何ということだ。



　お前は寝たふりで私に密着してきていたということか!?　あんなにぐりぐりと擦り寄って……やはり公衆の面前で私を枕にし所有権を主張していたのか！



　なんて大胆な！　恥ずかしがりだと思っていたのに……。



　(Ich moechte dich jetzt umarmen…!!…)



　もう動悸を抑えられない南泉はくらくらしながら実充の右膝に手を伸ばした。指先で叩き、素早く和文モールスに思いの丈をぶち込む。



(　・－・・　－・－－－　－－・　－－・－・　－・　・・　・－　・・－・・　・－－・　－・－－　・・　－・－・・　－－－・－　）



　腕組みのまま座席に浅座りしていた実充は、膝に視線を落とし指先の符号を読み取るとわずかに口元を笑う形に歪めた。南泉の耳朶に唇を近づけ、ひそひそと了承する。



「分かった分かった……そうがっつくな。貴様昨日もヌカ四だったくせに好きだなあ……ったく……」



　ちらりと投げて寄越された鍔の下の眼差しは、黒炯々こくとうとうとして陸軍士官らしき理知を伴う涼やかさであった。……にも関わらず、緩慢なまばたきの後で南泉をもう一度捉え直した瞬間、その表情は不意に淫靡な翳りを帯び、ぞくっとするほど徒あだめいて見えた。



(ああ、好きだよ……好きだ実充……今宵はヌカ六ぐらいkommenだから！　覚悟な……)







＊＊＊







　駅について供花を買い再びタクシーに乗り、墓地につく。横濱にも市電があるがまだ路線も少なく、墓地の近くまでは開通していないとのことだ。



　柚木ゆぎ家の墓は山側の某寺の裏手の墓地にあった。



　柚木家の母親も父の月命日には来ていると思われ、数日前のものと思しき花が飾られて墓は丁寧に掃除されている。



　手桶と柄杓、束子は寺のものを借りる。実充が簡単に墓石を掃除する間に南泉が、供花を新しいものに生け替えた。



　軍刀を脇に置き、線香を立てて手を合わせた実充は、先人たちに何事かを語りかけているのかしばらく瞼を閉ざしたまま微動だにしない。



　実充が交代してくれるまですることのない南泉は、俯き加減で手を合わす実充の横顔をついうっとりと眺める。長い睫毛……、滑らかな弧を描く鼻梁を。



　――変わらないな。



　いやむろん、それ相応に年齢は重ねた。



　けれど実充の横顔には、初めて会ったころの面影がそのまま残っている。



　それでいて、(人生の半分を捧げてきた)陸軍軍人としての威徳も重なって。



　仕事で見せる強情なほどの自尊心と信念と。



　さっきの不意打ちのような色っぽさと。



　少年のような真剣さと……。



　実充の見せるそうしたすべての表情を、好きだと思う。



　できることなら、ずっと一緒にいたい。



　支那も欧州情勢も、相変わらず不穏のままだ。



　支那では蒋介石政権に異を唱える内紛が各地で勃発し、毛沢東率いる共産党が力を増しつつある。



　欧州も世界恐慌の荒波の中、経済が破綻し左派政党が急進しているとか。



　……お互い、いつ再び現地へ転属の辞令が下らないとも限らないが、それはできるかぎり後のことであってほしい……。



　今は、できるかぎり、お前とこうして、平和な日常を。







　実充が参り終えたのち南泉も、墓前に屈み手を合わせた。



（お父さん叔父さん……初めまして南泉といいます。実充君とは陸幼カデット以来の念友であります）



から始まり、挨拶を頭の中で口上する。朝、墓参りに行くことになってからずっと文言を考えてきたのだ。



（……というわけで実充のことは私に万事お任せ下さい……幸せにやってます……これからも幸せにします）



　墓石に向かい懇々と語り掛けていると、やけに長いと思ったのか実充が横から



「南泉……貴様はチョット挨拶する程度でいいんだよ……まさか『実充くんを下さい』とかいう、こっ……こっ恥ずかしい挨拶かましたんじゃねえだろな……？」



「フフ、鋭いな。もう挨拶は済ませた。御父上の了承を得たと思っておこう」



　一瞬、おい冗談だろと口を引きつかせた実充だが、半ば諦めの境地に至っているようだ。黙って天を仰いだだけで、それ以上何も述べることはない。



　そもそも実充とて、亡父に紹介しても良いと思ったからこそ、墓参りに誘ったのだ。



「……小指だけなんだよ」



　帰り際、墓地内の小道を肩を並べて歩きながら実充が言った。



「墓に入ってるのは小指の骨だけ。知ってるだろ。親父は歩一だったから」



「ああ、知ってる」



　歩兵第一連隊は、乃木希典大将率いる第三軍第一師団として日露戦争に出陣し、実充の父も当時、中隊付きの中尉として出征した。一九〇四年のことである。



　ロシアの租借地となっていた遼東半島に上陸し、ロシアの近代要塞を奪取した最大の激戦『旅順包囲戦』に加わったのだ。



　日露戦争は、陸海ともに日本軍の勝利とされ、一年七か月後に講和条約(ポーツマス条約)が結ばれて終結するのだが、日本軍にとっても多くの将兵を犠牲にした戦争でもあった。じっさい、攻める側だった日本軍の戦没者(八万八千名)は、守る側だったロシア側の戦没者(二万五千名)を大きく上回っている。第三軍の乃木大将自身も、この戦争で長男と次男を失っている。



　また脚気やチフスなどの病兵も続出し、一〇〇万の従軍兵の四分の一が戦地入院を経験し、一一万人が脚気で入院した。戦没者のうち九％以上が病死という、まさに疫癘えきれいの禍に見舞われた戦争でもあった。



　疫癘(流行病)……、というのも日露時代、まだ脚気の原因は究明されておらず軍医たちの間では伝染病説が主流だった。ビタミンB一欠乏疾患であると判明したのはそれから七年ものちのことである。兵士たちは支給された征露丸を毎食後に服用することを推奨された。今では腹痛と食あたりの薬だが、脚気予防に効くと信じられていたのである。







　……旅順包囲戦に参加した父が戦死したのは、かの二〇三高地奪取戦にいたる前の、要塞への総攻撃のさなかであって、ロシア軍前進陣地堡塁に突撃した際に機銃射撃により被弾したため、と聞き及んでいる。



　父のいた第一連隊のみならず、激戦を闘った第三軍の損傷は著しいものであった。



　日本陸軍は、最初は旅順要塞を『敵を足止めしておく場所』と認識しその戦略的価値を軽視していた。しかし旅順港閉塞に失敗しバルチック艦隊を迎撃せねばならない海軍から要塞攻略を要請され(当初は陸海軍の足並みも不揃いだった)、開戦後に急遽、攻略目標と定めた。そこで急造されたのが第三軍である。



　(当初の攻撃目標ではなかったため、)第三軍の要塞攻囲戦への準備不足・火器の砲弾薬不足は顕著であり、作戦も主防御線の正面突破にこだわり歩兵突撃をひたすら繰り返し、夥しい犠牲を被ったと言われている。



　また、その時代、隊長クラスの少壮将校が隊の先頭をきって突撃することが良しとされていたため、小隊長～大隊長といった尉官クラスの若手将校の損傷率は、とくに激しかった。



　……第三軍は八月以降、陸から果敢に旅順要塞を攻めたが合計で三度の総攻撃に失敗し、『白襷隊』と名付けた決死隊三一〇〇名を選抜するも、全滅。特に第一師団は壊滅寸前の甚大な被害を受けた。第三軍司令部は目標を、要塞を見下ろす高台の「二〇三高地」に改め、予備戦力の第七師団を投入しながら一二月に入り、ようやくこれを攻略したのであった。



　まだ若い下級将校だった実充の父も、そうした旅順をめぐる激戦のさなかに命を落としたのだ。



　……父の戦友だった将校が、のちに火葬済みの小指の先の骨を持ち帰ってくれ、葬式を出したのだという。



　実充は五歳だった。四歳で別れた父のことはほぼ記憶に残っていない。



　印象といえば一緒に写った家族写真と、戦時郵便で送られてきた葉書の文字だけだ。



　その後は叔父が目をかけてくれ、頻繁に訪ねてきては本当の父のように可愛がってくれたのだという。



　墓地の小径を行きながら、実充が不意に歌い出した。







「ここは御国を何百里　離れて遠き満州の



　赤い夕陽に照らされて　友は野末の石の下



　思えば悲し昨日まで　真っ先駆けて突進し



　敵を散々懲らしたる　勇士はここに眠れるか



　嗚呼、戦の最中に　隣におったこの友の



　俄かにはたと倒れしを　我は思わず駆け寄って



　軍律厳しい中なれど　これが見捨てて置かれようか



　しっかりせよと抱き起こし　仮繃帯も弾丸の中



　肩を抱いては口癖に　どうせ命はないものよ



　死んだら骨を頼むぞと　言い交わしたる二人仲



　思いもよらず我一人　不思議に命ながらえて



　赤い夕陽の満州に　友の塚穴掘ろうとは』







　日露時代の軍歌だ。



　もの悲しい歌詞と、哀愁をそそる旋律で二十年を経た今でも人気があった。



　少し歩調を速め先を行くようにして、実充は表情を隠す。



「やあすまん、しんみりさせちまったなぁ。まさに親父の歌でつい歌っちまうのな」



と、やや明るい声で言う。



　花の季節が終わり、芽吹いた若葉の隙間から差す陽が眩しい。



　新葉のそよぐ軽やかな音を聞きながら、桜の下を通りすぎようとしたとき、南泉は思わず実充の肩を掴んで振り向かせていた。



　実充の黒々とした瞳が濡れたような艶を含んで揺らいでいる。鍔つばの下から南泉を覗き上げるようにして数度、瞬いた。



「……南泉」



　……小さく名を呼ばれた。常になく、弱さを含む声であった。



　そこは小さな寺の裏手の墓地の外れで、むろんそのような煩悩の行いは慎むべき場所であることなどは心得ているが、しかしこの無垢な若木のような念友の、いつになく感傷に囚われた様子を見て、今すぐに抱き締めてやらねばと気が急いたのも、確かなのであった。



　誰も居ないのを確認し、腕を回して抱き竦めようとしたとき、実充は不意に二人の眼前に、小指を立てる。



「――俺のこの小指は、貴様にやる。覚えておけ、墓に入る気はない。俺になにかあったら、貴様がこの骨、持って生きろ」



　外地でひとたび戦闘が起これば遺体はほぼ家族の元へは戻らない、そのことを見越して言っているのだ。――北支か満州へ、いつまた辞令が下るとも知れない。そしていつ現地で戦闘が起こるとも知れないから。



　南泉も小指を立てて実充の其れに絡めに行く。



「私も同じだ。私の指はお前に預けるよ。私に万一のことがあったら、小指は誰にも渡さずに、お前が持って生きてくれ」



　そして渾身の力を込めて、実充の身体を抱きしめていた。



　はらりと軍帽が脱げる。こめかみから耳、うなじと唇を滑らせ口づけの雨を降らせる。腕の中で実充が、感嘆のような熱い吐息を漏らした。



「だがそもそも絶対にお前から離れない。約束する。どんな汚い工作を講じてでもお前と共にある……それが地上の何処であろうとだ」



「うん」



　やや低い位置から実充の両腕が南泉の背に回された。無謀なことを言っているのはお互い承知の上なのだ。それでも誓わずにおられなかった。



「信じてる」



　呟く実充の唇を、南泉は塞ぎ、貪った。貪り合いながら、何度も誓い合った。







　市街まで戻る道すがら、実充が唐突に「海見てから帰ろうぜ」と言いだした。



　たぶん、なんとなくこのまま帰るのが照れくさくなったので寄り道を提案したのだろう。南泉は帰って寝台に傾れ込むまでの流れをすでに企図していたが、実充の思考の変遷も理解できるので、この日は合わせることにした。



　……十五年にわたりさんざん実充の眼を白黒させてきたが、手に入れた今ではたまにこうして主導権を握られることもある。もちろん握らせっぱなしではないのだが、想い人の気紛れに付き合うのもまた幸福と、このごろになって漸く気づいたのだ。



　折角近くまで来たのに実家には寄らなくて良いのか、という言葉を口に出しかかったが止めておく。



　実充の母が近ごろ立て続けに縁談を持ち出すのを知っているから。



　良かれと思って次から次に縁談を薦めてくる母と、固辞するものの『理由』はうやむやにしておきたい実充と。膝を突き合わした二人が又候またぞろ微妙な空気になるのは目に見えている。



　その場に同席せざるを得ないこちらの居心地の悪さを、慮ってのことか。



　南泉にしても事情は同じであるから、二人とも野暮な話はせずにおく。戦友とは紹介できても念友とは紹介できない。墓前に挨拶するのが精一杯。……しかし、お互いそれで充分だ。







　ちょうど湘南電鐡の黄金町ー浦賀間が開通したばかりである。



　二人は真新しい電車に乗り込み金沢八景まで足を伸ばした。



　横須賀線にしろこの湘南電鉄にしろ海軍基地に近いため非常に海軍利用率が高く、この日も客車内には海軍軍人の姿が多くみられた。



　ド派手な〝陸サン〟が二人も乗って来たゾ、とばかり、今度は海軍兵らの視線を一身に浴びる。実充はどこへ行っても南泉が注目を浴びるから困る、と思っていて、南泉はその逆だ。しかし、どちらにせよ海軍兵の視線などに最早動じる二人ではない。



　明治建軍以来、陸軍と海軍が悉く不仲であることはつとに知られているが、この場違いな陸さんが兵でなく将校であることは明らかなので、周囲の海軍もさすがに真昼間から喧嘩を売ってきたりはしない。注目を浴び、肩を並べて電車に揺られながら、国共対立やら満蒙問題、果ては三宅坂の権力抗争の内情などを、愚痴と暗語を交えて語り合う。二人きりで少々甘い雰囲気になっても、公の場所でいちゃつくわけにもいかないし、仕方なく情勢の話を始めると、これがどうにも殺伐の極みで困る。



「……いや、しかしそれでも中山ちゅうざん先生のころの国民党には純粋な民族革命思想があったんだ。国家統一への理念がな」



　北伐を成し終えてもいっこうに統一国家とはなり得ない支那の現状に話題が及ぶと、実充は声を低め私見を述べる。



「……だが先生の死後五年もたって、烏合の勢力を寄せ集め大きくなりすぎた国民党からは、国民革命の理念を貫こうとする高潔な志が失われてしまった。



　革命理念を知らない幹部も増えただろうし……、張学良の易幟えきしで一見すると満州も傘下にしたように見えるが国内の分裂はまったく改善されてない。蒋介石は理念を忘れ国民党を私軍化しておるし、学良に至っては今だに奉天を牛耳ってて国内の不満を外に向けさせるために排日運動を煽動している。で、南からの毛沢東だ。



　そもそも満州と支那を同一国視するから話がおかしくなる。満州は漢民族の国じゃない。国民党だって当初は山海関以東には関心を向けていなかったんだ。『支那統一のあかつきには、満州は日本に委譲する』という約束まで交していたんだから」



「結局その発言は、革命資金を集めたい孫文先生がかつて日本人相手に放った方便でまかせだったんだろ」



　南泉は煙草の煙を斜め上に吐き出す。



「いやいや、革命理念は信ずるに足るものだった。且つ満州は支那と分けて考えなきゃならなかったのに張学良の易幟から話がまたややこしくなった。もともと別民族の国である満州と支那を一絡げに治めようとしても意思統一がすんなり図れるはずがないし、堕落の一途を辿る国民党に学良らを抑える力はない。それは先生の死後、国民党上層部が理念を喪失したことに原因があると言っておるのだ俺は」



「とことん中山先生の肩だけは持つんだな。……それにしても上層部の理念喪失か、…耳が痛いな」



　南泉は座席横の灰皿を開けながら苦笑した。日々、三宅坂で派閥闘争に明け暮れる幹部同僚らを目にしているのだ。偉そうに支那の現状を論じる立場の日本こっち側とて、上層部に、誇れるような理念なんてものは存在しない。



　満蒙問題は突き詰めれば、これまで得た日本の特殊権益をさらに拡大しようとする帝国主義の一環なのだ。支那課に於いてさえ、実充のように真剣に支那の将来を憂いながらこの問題に取り組んでいる者は少数派だろう。



　しかしその実充とて、支那班員として中国の内情を論じはするが、あくまで国益第一だ。



　……それにしても北京からの帰国後、実充は国民党支持路線からの方向転換を余儀なくされていた。理由は『国民党による近代的統一国家の建設』が、ふたを開けてみれば机上の空論に過ぎなかったと分かり失望した、という一点に尽きる。…各地の軍閥を傘下にした今の国民党は軍紀の乱れが顕著で、実充の眼にはもはや〝新しい軍閥〟も同然に見えた。『支柱(=孫文)を失った彼らに近代国家の指導者たる器量なし』との結論に至った、とも言える。



　そう……北京時代から薄々とした違和感はあった。漢口で、済南で、国民革命軍が日本居留民を襲撃・掠奪した一件や、日本軍と革命軍の衝突の事後交渉などを担当したのをきっかけに、実充は国民党に過度の期待を寄せるのは禁物だと自分に言い聞かせなければならなくなった。



　漢民族の、それまで希薄だった民族観が高揚し、国家統一への原動力となるのは大いによい。支那の国民革命と安寧統一は、日本との対立と必ずしもイコールではない。あちらに赴任した当初、実充はそう考えていた。



　しかし『民族自決』をキーワードに国民党が説いたそのナショナリズムは、数年を経て国家改革の理念からはなれて暴力的な排日行為へと変質していった。日本人の生命や財産が度々おびやかされるようになったことで、実充は自分のなかにあった大陸革命ロマンチシズムーー或いは一方的な支那への期待や展望というものを、胸の奥のほうに仕舞い込まざるを得なくなったのだ。



「これでもまだ例の事件ヽヽヽヽのころは国民党に望みをかけていたんだよ。漢口事件にしろ済南の衝突にしろ共産派の陰謀と信じたい気持ちがあったし、奉天軍なんかそれよりもっと質タチが悪かったわけだしな。軍閥が瓦解すればこのさき蒋介石と協調路線も取れるはずだ、という期待もあった。共産党の工作は国内を引っかきまわす効果はあったが、三民主義の思想の前に、ゆくゆくは倒れるだろうと……。



　結果、どうなった？　北伐の前に比べて事態が好転したとはお世辞にも言えない。今の国民党じゃ満州を抑えるのは無理だろう。かといって奉天派の残党が排日暴動を煽動する現状も看過できない」







　……北京時代あのころの実充はまさに、南泉や喜多が指摘していたとおり、革命軍の闘士たちに自己を投影し高揚していたいわば〝危うい夢想家〟だった。あれ以上国民党に深入りしていたら、今ごろ理想と現実の齟齬に耐えられなくなっていたに違いない。



　あのとき、周囲は全力で実充の暴走を止めにかかった。



　そのことには感謝している。



　たびたび実充を呼びつけては説教した郷崎。



　胸倉を掴んで叱り飛ばし、自制を促してきた喜多にも。



　慌てず騒がず逐一南泉にタレこむ、という究極行動に出た、黒部もだ。



　そしてこの男―――南泉。



　かつて、周囲のすべてを欺いて北京まで実充を迎えに来たこの切れ者は、満蒙問題に関しては相変わらずの強硬論者であるようだ。



「満州を国民党には任せておけないというのは、お前だけに限らず支那班の共有見解でもあるわけだな」



「そうだ」



「私に言わせればやはり例の事件ヽヽヽヽの直後に関東軍が直ちに満州を制圧しなかったことが今の状況を形成した一因だよ。



　その、国民党のマントを被って無双する張学良やら旧軍閥派を抑え込むためにも、ソ連の南下や西欧にこれ以上首を突っ込ませないようにするためにも、満州に対する大掛かりな武力行動は何いずれ必要になってくるだろうさ」



「はぁ、出たな。例の〝満蒙領有論〟か。…在満三千万の民衆を旧軍閥の圧政から解放することが日本軍の使命である、みたいなことが書いてあったが、そこからどうして『日本が満州を直接統治する』っていう極論にまで飛躍するのかが俺には分からんが…」



「だが一夕会ではこの案に概ね賛成する者が多いぞ。海軍軍縮会議の件といい、濱口にしろ幣原しではらにしろ協調外交では生ぬるすぎなんだよ……実充は反対の立場なんだな？」



「まあ領有論に関しちゃ支那課の中でも意見が割れてるな。俺は反対というか、現地民の心情を無視した強硬支配では、ますます反感を買うだけだろうと思っている。あくまでも主権は現地人が負うべきものだ。いや、意見はあるだろうが今日は貴様と丁々発止をやるつもりはねえよ」



　到着駅が近づいたので実充は議論をやめ「うーん」と背筋を伸ばした。



　以前にもこの話題が出たことがあったが、南泉が『……現地民が主権を負うべきだというなら、天津の豪邸で引き籠ってる旧清朝の皇帝を連れてきて頭に据えれば名目は保てるじゃないか。満州民族なんだろ』などとラディカルでエキセントリックな意見を出してきたことで実充がドン引きして以来、議論は平行線を辿っている。



　このように深い仲であっても議題によっては意見が合わないこともある。実充は相変わらずの頑固屋なので、南泉がいくら冷静に説き伏せても正論でねじ伏せようとしても、持論を曲げたり撤回することはほとんどない。特に中国問題に関しては支那課将校として一本筋の通った(しかも正義漢な)見解を有しており、ブレることがない。



　ときには口論に発展することもある。そういう場合は、南泉が折れて自論を引っこめ、淡々と大人な対応をする。



　感情を簡単には静められず口論の余韻で「がるるる」と唸らんばかりの実充は、たいていそんな南泉に宥なだめすかされて、最終的には寝台の上で組み敷かれ強制的に『仲直り』させられるのが常だった。



　……口喧嘩したあとの性交は、なぜか普段よりも燃える。実充が口論で引かなかったことへの意趣返しなのか、南泉はそういう時これみよがしに悪辣な台詞を吐いて実充を観念させにくる。



『まったく、気が強い跳ねっ返りだな。また、一から躾直しが必要か？　まぁ、じゃじゃ馬を再馴致するのは得意分野だから多少は暴れられた方が張り合いがあるがな……』てな感じだ。







　……そんなわけで開通したての湘南電車を降り、入り江に面した蕎麦屋の座敷に上がらせてもらい遅い昼食をとるころには、二人はすっかり高まっている互いを認識していた。



　……同期の近況など他愛ない話題でお茶を濁したり、豪快に蕎麦をかきこんだりしながら、実充は自分の心と体のことがよく分からなくなって混乱する。―――おかしいな、酔っぱらってもいないのに。



　つまり墓参りのあと、それもまだ真っ昼間であるにも関わらず。風光明媚な海辺の座敷で向かい合わせになり蕎麦湯を啜る南泉の、長い指なんぞを見て欲情している自分が、どうにも理解できないのだ。



　――クソッ、やらしそうな指見せびらかしやがって……いや、やらしそうな指とか、そんなこと考えてる俺の方が充分卑猥か。



　顔と股間に集まってきた熱を散らそうとぶんぶん首を振っていると、蕎麦湯をすする南泉に奇妙な目で見られた。



「どうした実充」



「い、いや、何でも……」



　……やばい勃ってきやがった。そろそろ行こうとか言われたら困るな。



　と思っていると南泉が椀を置き、切れ長の目のふちに色めいた光を浮かべて手を拡げた。



「来いよ実充。今なら誰も来ない。女将が会計しに来るまでに抜いてやるからさ」



「はっ!?　何……ばっ馬鹿なこと言」



　人差し指を立てた南泉は笑いながら、



「ハハ、やっぱ勃ってたのか。冗談だよ……本気にするなんてお前、かわいいな。大丈夫。会計は私がするからお前、その間に軍帽で前隠して先に外へ出ろよ」



「待て貴様それは挙動不審すぎるだろ俺が」



「しかし三〇三〇の電車に乗るとなると漁港を散策するに時間的猶予がないぞ」



「海はさっき見た。もう散策はいい」



「海を見たって言ったって、建物の隙間からだぞ」



「それより復路は何分おきに出ている？　暗記してきただろう」



「凡そ二十分に一本だが、実充それはつまり」



「もっと早いのに乗るぞ」



　南泉はそれを聞くやごくりと唾を飲み、少々顔色を変えた。



「……もっと早いのに乗って帰る、つまり？」



「……貴様分かってるくせにいちいち言わせるなっ。気が変わった、とっとと帰って盛るゾって意味だよ！　……とりあえず会計をしてきてくれ、俺のは後で払う……から。で、暴れん坊がお……落ち着くまでチョットだけ待て……」



｢……｣



　座卓の両端をつかみ頬を染める実充に、南泉も「可愛いもう無理待てない……」みたいなことを口走りとうとう突っ伏した。







　帰りの行程は行き以上に長く感じられた。理性を総動員して下半身の熱を収めた実充は、帰りの円タクの車中では、南泉がときおり実充に対して思わず口走る『男にふさわしからぬ形容詞』について、運転手に聞こえぬように唇を尖らせ小声で文句を言う。



「だから大の男に『可愛い』なんておかしいだろ、撤回しろ。貴様はそれ褒めてるつもりなのかもしれないが、茶目ん時から俺、そう言われるたびに――」



「事実だから仕方ないだろうが。まず予科でお前を初めて見た瞬間のことが今でも忘れられない。衝撃だった。目ン玉が飛び出そうなぐらい可愛かった。



　そんな容姿なのに性格は漢おとこらしくてぶかぶかの制服着て息巻いてる所がまた可愛かった……模範生徒とか先輩たちとか敵手が多くて難儀したものさ」



　南泉は瞼を閉じ、しみじみと十代半ばの瑞々しかった実充を振り返った。



「……おいやめんか。誰が具体的に列挙しろと」



「……で今も、欲情してるくせに必死に否定して恥ずかしがるところなんか昔と変わらなくて最高にかわいい。ポすりたくて仕方ないのをごまかそうと真面目な話する所とか……」



「だから……、……あーもういいよ」



　実充は呆れ、長い溜息とともに斜め上を見上げた。



　さりげなく肩を組んだ南泉が、傾けたその首筋にごくさりげなく、ふぅっと息を吹きかけてくる。



「ちょ……、もう、やめろって」



　吹き出すのをこらえ身をよじる。傍目には仲の良さそうな将校二人組としか映らないが、照れくささはある。



　押し返そうとする実充の肘をはしと掴み、南泉が顔を近づけてきた。



「……、……」



　耳朶にそっと置かれるように紡がれた言葉。



　茶色の長い睫毛が、目くばせのために片方だけ上下するのを、実充は見つめる。



　先ほどからしきりに体を熱くしていた想いが、またも中心に向かい駆け上ってゆく。



「……俺も」



　せわしない衝動に駆られるように肯うなずいた。



　ああ、それにしても。



　俺はなぁ、俺自身の全てを制御できていたはずなんだ。貴様と再会するまでは。



　――あれから体がおかしくなった。もう今は、貴様に舐めるように見られただけで昂奮して勃っちまう。腰がうずく。



　俺、そっちのケじゃなかったつもりだったんだが。



　人生狂わせやがって。まったくもう、俺をこんなにした責任とれよ。



　そう、俺ももう、待ちきれねーの。



　早く貴様のが欲しいし、貴様のイクときの顔が見たいの。







　佩刀を鳴らし二段飛ばしで洋行社ビルの階段を駆け上がった二人は、部屋に飛び込みドアを閉めた。軍帽を玄関脇の帽子掛けに引っ掛ける実充の背後で、南泉がこれ以上ない素早い動作で鍵を掛ける。



　狭い玄関で軍人二人が、一刻も早く軍靴を脱ぐにはどうしたらよいか？　これは互いに引っ張りあうのが一番てっとり早い。実充は南泉の乗馬靴の踵かかとを掴んで片方づつ引っこ抜き、南泉も同様に実充の長靴を足から引っこ抜いて、その辺に抛り捨てる。



　逸る手で剣帯を外し下駄箱の上に置いたところで、南泉がもう待てぬと言うかのようにおおい被さってきた。



　雄々しい力で顎を掴まれ、仰のかされる。荒い息とともに唇が降りてきて、次の瞬間には獣のように深く口腔を嬲られていた。



「ん、ん……」



　頤おとがいを摘ままれ指で押し下げられて、口をさらに開かせられる。



　南泉は距離を詰め、上から唇を啜る。



　唾液を交換するような激しい口吻キスに溺れ、腰が砕けそうになる。



　立っていられなくなり壁によりかかった実充の尻を、南泉がつかんで自分の方へ引き寄せた。



　腰を擦りつけ合うと、互いの昂りが軍袴越しにはっきりと分かる。



　南泉――凄ぇデカくなってる……今すぐ、俺のこと欲しいんだ。



　俺も――俺もだよ……。



　軍袴の上から、南泉の前のふくらみを確かめるようにそっと掌を滑らせてみた。



　早く欲しくて、昂奮して、口中にますます唾液が満ちてくる。あふれたそれが顎を伝ってゆく。



　息苦しさを覚えたところで南泉が唇を離した。実充は少し息を上げながら南泉の胸に片手をつく。酷薄な瞳で至近に見つめられて、濡れた口元を指で拭いながら実充も訝しく見上げた。



「ミツ……今日は人前で煽りすぎだ。いつも参本でも目立つ行動は慎めと、口酸っぱく言い聞かせているのに……。公衆の面前でしなだれかかったり、客車の中で艶めかしい表情したり」



「え……、んなことしたか俺……？」



「したよ。無意識だったとでも言うつもりか？　お前がずっと煽ってたおかげでこっちは抑えるのにずっと苦労してたんだ」



　掻っ攫うように抱き上げられ、奥の窓際の寝台へ運ばれ放り出された。寝台の上で跳ねる体をひねった実充は、膝立ちで軍衣のホックを外す南泉を見上げる。



　南泉は、切れ長の目に嫣然とした笑みを浮かべた。



「お仕置きだ。望み通り全身トロトロに蕩かせてやるよ。明日出勤できなくなるぐらいに……覚悟しろ」



「え!?　それは困……、ぁう……っ」



　再び覆い被さってきた南泉が、実充の革ベルト、軍衣、軍袴と、ものすごい速さで脱がせていく。



　瞬く間に下帯まで剥かれ、全裸にされた。実充の中心はもう完全に勃ち上がっている。



　口づけだけで尖端がもうぬるついているのを直視されるのが気恥ずかしく、実充は両手を前に廻した。



「何で隠してる？　今さら恥ずかしいもないだろ。なぁミツ、扱いてみろよ……こっちを見ながら」



「ん……」



　実充は唇を引き結び、自分の陰茎を両手で掴んだ。南泉が己の白シャツと軍袴を脱ぐのを見ながら、ゆるゆると自分のものを愛撫する。早い動きにならないのは、もう先走りの蜜が滴るほどにあふれていてぬるぬるで、おまけに南泉の逞しい肉体が露わになるにつれ昂奮で固さが増して、すぐにも達してしまいそうだからだ。



　南泉が軍袴を脱ぎ下帯まで取り去ると、固く怒張した立派なものが、ぶるんと揺れながら実充の目の前に飛び出した。日本人離れした長身の南泉のそれは、長さもずば抜けている。



　――ちくしょ、いつもながらに思うが、なんつう大きさだ。



　その熱く硬いもので貫かれたときの快感を想起して、鼓動が激しくなる。



　南泉の大きく膨れ上がった陰嚢と、張り詰めた牡の笠を見上げながら徐々に強く自身を擦り上げた。南泉の切っ先にも淫らな汁が沁み出し尖端が濡れ光っているのに気づき、実充はもう声を殺すこともままならない。おまけに南泉の官能的な視線に縫いとめられていて、眩暈がしそうだ。喉からは、自然と甘ったれた声が漏れてしまう。



「……んん、南泉……っ……」



「ミツ…いつもながら凄いな、お前の欲情した顔」



「なぁ、早く来てくれ……もう、俺だけイっ……ちまうよ……」



「フフ、堪え性のない奴だな……、少しは我慢しろよ」



　南泉が微笑いながら身を伏せてきて、抱きすくめられた。首筋を吸われ、耳の下あたりに痕をつけられる。いつもなら服で隠れる場所にしか口づけの痕を残さないのに、これは「明日出勤できなくする」ための行為の一環だろうか。首筋に灯った熱に少し戸惑うが、実充ももう、そんなことを気にする余裕もなく。



　全裸で絡み合い、熱い陰茎同士をじかに触れ合わせる。



　ツンと上向いた雁首でつつきあう。



　もう待てない実充は、共に快感を得ようと二本の棹をまとめて握り込み、体液を擦り合わせるように一緒に扱いた。兜合わせは陸幼時代に覚えて、陸士のころはそれこそ講堂の裏で、服を脱ぐ暇もないときに下帯の横から一物を取り出してゴソゴソと何度もやった。士官候補生はとにかく時間が無いのに性欲は旺盛なのだから仕方ない。これを教えたのも南泉だった。(後ろの孔を使うことを教えてから兜合わせを教えるなんて順序が変だろコノ野郎、と今でも思う……。)二人にとっては十代のころを思い出す懐かしい行為だ。南泉も肉感的な溜息をつき腰を揺らめかせた。



　しかし実充が達しそうになると掌ごと棹を掴み、制止してくる。



「……いいから一回イかせろよっ……なぁ」



　実充は苛立たしくてなおも手を動かそうとした。



「まだ早い。これからだよ」



　体を離した南泉はにやりと笑み、するりと鎖骨の下へと頭をすべらせてゆく。実充同様、今にもはち切れそうになっているくせに我慢強い所が憎らしい。



　今度は胸の尖りを指の腹でこりりと撫で上げられ、口に含まれた。



「ぁ、あ……っ、そんな……、もう無理……」



　敏感なそこを唇と舌で巧みに揉みあげられ、左右の片方ずつを舌でこね回されて、たまらない刺激にますます腰が跳ねる。耐えがたい射精欲が襲ってきて、実充は乳首をいじられながらヌルついた自身を手の内でしごいて逝イこうとする。



　――すぐさま気づかれて、手を持ち上げられ、頭上で組まされた。



「手はここ。いいと言うまで下ろすなよ」



　……勝手に一人でイけなくなった。実充はむくれるが、再び乳首に取り掛かられて思考が弾け飛んだ。



「ん――ぁあ………！」



　たっぷりした舌での愛撫のあと、ふくらんだ乳蕾を至近に観察された。



「ミツ――色っぽいな。やらしい柘榴色になってる。ここ、普段は柔らかいのに、舌で転がすと途端にキュッと固くなって……蕾の大きさも前よりもずいぶん大きくなった。しょっちゅう弄ってやってるからかな」



「嫌やだ、変なこと言うなよ……」



「褒めてるのに？」



　横向きになって視線から逃れようとしたが、肩を掴まれて仰のかされた。



「こら、体勢は変えない。それに乳首も好きだろ？」



「べ、別に……男だしそんな、とこ」



「男も開発すれば乳首は性感帯だよ。普段いじらないから誰も気づかないだけで。お前のは、いつも弄ってやってるからもう、少し触れるだけで感じるようになってるだろ？」



　……確かにそれはそうだ。自分の指ではさほど感じないが南泉の指で摘ままれたり揉まれたりすると、電撃が奔ったようにビリビリと、全身を快感が駆け抜ける。ち○こもキュッとなって頭が沸騰しそうに……エッ待てよ。じゃあ俺のはもう開発済……っていうことか？



　恥ずかしさに赤くなる実充とは裏腹に、南泉は胸の尖りを惚れ惚れと眺めている。



「まさか服で擦れるだけで感じたりはしてないだろうな？」



「す、するか馬鹿、そんなことになったら日常生活大変すぎるだろ……」



「長く開発しすぎるとそうなるらしい。乳首刺激だけでもイける、ぐらいで止めとくのがちょうどいいのかもな…」



「何が『ちょうどいい』んだよ意味が分から……あっ、もうソコは勘弁……」



　なおも指で摘ままれ、くりくり捻られる。実充は頭を振り身をよじった。



「じゃ乳首でイく練習は今度の日曜しような……？　イけるようになるまでじっくり開発してやるから。…で、何処がいいんだ？　言えよ、好きなとこ……可愛がってやるから」



　南泉は上唇を舐め、挑発的な眼差しで見下ろしてくる。こういうときの南泉は実充が根負けして「おねだり」するまで徹底的に焦らすのだ。手を頭上に組まされ我慢汁で腹をベタつかせた実充はもう、早々に陥落するしかない。



「くそっ、もぅ、挿れてくれよ、我慢できな……」



「もう欲しいのか？　これが」



　股の間に居座った南泉は、己の屹立を軽く扱く。そうして濡れ濡そぼつ切先を見せつけてくる。



　――華麗な肉体の中心で、誇らかに聳り立つ男の象徴。もう実充を貫く準備が整って、爆ぜんばかりに膨らんでいる。男の眼から見てもあまりに美しく淫らな絶景だ。



「ん……、南泉……欲しい……」



　実充は小刻みに肯く。捕食者のような眼差しで射竦められ、隆々とした弩形を誇示されて、体の奥がそれに反応している。たまらなく疼く。



　――欲しい。貫かれたい。他には何も要らないぐらい。もう、それしか考えられなくなっていた。



「待て、お前のを解してからだ」



　南泉が寝台脇の棚から潤滑剤の壜を取り出し、手に掬い取った。実充の腰のくびれの下に枕をふたつ重ねて、のけ反るような姿勢を取らせると、まず実充の中心に潤滑剤を塗り込める。それだけで達しそうになり、実充は射精感から逃れようと目と口を瞑り躰をうち震わせる。



　南泉は、実充のあらわな鳩尾や脇腹に口吻キスしながら、潤滑剤を足した指を後ろの孔に差し入れた。



「ぁ、あ……っ……も」



「じっとしてろ、すぐに済む」



　指が秘肉の中で回転する。卑猥な音が漏れ、堪えられないほどの羞恥がこみ上げる。指は途中で抜かれ、二本、三本と、徐々に増やされた。はじめは生理的な緊張で固く締まっていたそこはいつしか、もっと奥へと呑み込もうとして南泉の指を食んでいた。入口がせつなく収縮し、腰が淫らに揺れるのを自覚するけれども、実充はもう自分でそれを止めることができない。



「南泉、もう……頼むから」



　息を上げ、艶気を込めた眼で見上げる。



　このとき南泉も思い詰めたように自分を見下ろしていることに実充は気づいた。



　いつもは冷静なはずの榛色の瞳が、堪えきれない情欲に憑りつかれたように潤んでいる。



「ミツ、分かった」



　懇願を受けた南泉は指を引き抜き、陰茎の先端をそこへ押し当てた。



　実充の腰を引き寄せながら、ゆっくりと己を埋める。



「っひ…、……ぁ！」



　待ちのぞんだ圧迫感に、全身が震えた。



　慣らされたおかげで痛みはないが、呼吸困難になるほどの質感だ。



　根本までひとつに溶けあいながら、思わず、南泉の両肩を掴んだ。



「あ、あっ」



「力を抜け……そんなに締めるな」



　背中に腕を回し、吐息をこぼす実充を抱き寄せて、南泉は宥めるように甘く命ずる。



　そうして南泉は腰を使い始めた。



　額から滴る汗が、実充の鎖骨や鳩尾にこぼれ落ちてゆく。



　その呼吸が徐々に深く激しいものになる。



　抜かれていくときの切なさと、奥まで突き入れられたときの恍惚が、繰り返す波濤のように交互に打ち寄せる。



　実充は快感を受け入れ、揺すられるままに全身を委ねた。



「――愛してる、愛してる。もう絶対に離れない――離さない、ミツ」



　丁寧に奥まで貫きながら、唸るように何度も南泉が繰り返す。吐く息とともに紡ぎ出される言葉。ほとばしるような情念を込めた、切なく上擦った声だった。



「ずっと、一緒だ。ずっと……」



　真摯な誓いが、耳の奥で溶け実充の体にじんわりと沁み広がってゆく。



　実充も応えようと唇を開くが、腰の引きに合わせ浅く息を吐くのが精いっぱいで、まともな台詞が出てこない。



「う……んっ……うん、……」



　躰も心も、もう全てがいっぱいで、なにも言葉にならなかった。ただただ肯き、俺もだという意を込めて、南泉の頬を両掌に挟んで引き寄せる。



　潤んだ視線をからめ合い、至近に、吐息を重ね合う。激しく実充を貪りながらも、南泉の表情はいつになく穏やかだ。



　互いの存在を確かめるように強く抱きしめ合い、相手を呑み込む勢いで腰をぶつけ合う。



　実充は迎え入れる間じゅうずっと掠れた声で南泉を求め続け――ほとんどうわ言のように意味のない喘ぎ声ばかりだったが――南泉は願いに応じるように優しく深く、数えきれないほど、実充の中を蹂躙した。



　南泉の牡が、ひときわ大きく硬く張りつめはじめた。そろそろ限界が近い。最奥を荒らされる実充も、気持ち良すぎて全身が粟立っている。



　――イきたい、貴様と一緒に。……そう思っていると南泉が、動きながら実充のものを掴んできた。



「ミツ……一緒に逝くぞ……」



「ん」



　南泉は、腰の打ち付けにあわせて実充のそこを大きく扱いた。



「……っふ、ぁああっ……！」



　脳裏が真っ白になり、全身の筋肉が張りつめる。実充はがくがくと震えながら逐情した。



　同じタイミングで南泉がひときわ深く楔を打ち込み、実充の中で達する。



　屹立が何度も繰り返し体内で爆ぜ、南泉が、満ち足りた熱い吐息を漏らした。



　二人一緒に寝台の上に脱力し、呼吸を整えながら、自然と顔を寄せ合いまた唇を重ねた。



　寝台の上、脱ぎ捨てた二人の軍袴に、穏やかな夕暮れの陽が細く落ちている。







　時間を忘れたように戯れ、いつしか折り重なるようにして微睡み、目が覚めるともう、日が沈んで何時間か経っていた。



　実充の下では、南泉が寝息を立てている。



　実充は動かぬようにして南泉の胸に耳を押しあて、力強いその鼓動を聴いた。それから両腕を廻してみた。均整の取れた肉体からは雄と汗の入り交じった、魅惑的な匂いがしていた。



　……次いで少し頭を起こし、彫像のような鎖骨や、端正で凛々しい頬筋や、緊密に生えそろった色素の薄い睫毛などを眺めてみた。南泉の胸は未だ深く静かに上下している。



　こんな無駄のない肉体と、安易に形容詞がみつからないほどの美貌と怜悧な頭脳を兼ね備えた男が、自分をまるで太陽かなにかのように眩しげに見つめ、追いかけ、四六時中愛を捧げてくれるというのが実充は誇らしくもある一方で、どうにも未だにふわふわとよく解らない感じがする。



「俺さ」



　南泉の胸の上に頬杖をつき、眠る南泉にそっと語り掛けた。



「俺ずっと『男の俺が誰かのものになるなんて、くそくらえ』だと思ってた。なのに不思議だよな……」



「何が不思議なんだ？」



　仰向けに寝息を立てていたはずの南泉が、不意に聞き返してきた。



「なんだよ、起きてたのか」



「今、お前の声で起きたんだ。なあ、何が不思議だ？」



　南泉は、ずれた掛布団を引き寄せる。今度は二人一緒に布団にくるまった。



　息苦しくなった実充は上のほうへずり上がり南泉の顔に顔を近づける。



「……だからさぁ、つまりさ、俺、男だから、誰のものにもならないって茶目ん時から誓ってたのに……今、貴様と暮らしてなんかすげぇ……幸せ感じちゃってるのが不思議ってこと」



　幸せ、と聞いて南泉は嬉しそうだ。



「私はお前のことがいつも心配だったよ。原隊のときも北京時代も。離れている間にお前が誰かのものにされたらと気が気じゃなかった。念友になれって言い寄ってくる奴、大勢いただろ」



「いや、大勢は居ないって。二、三人はいたかもしれんが」



「そうか……大半は気づかないままだったもんな……」



　寒いので掛布団を二人して頭から被る。



　暗闇の中で指を絡ませ合った。昼間は殺伐とした会話を交わし、専門は違うが議論もし、夜にはこうして他愛のない閨語らいをする。……一緒に暮らすようになってからは、寝台に職務上の話は持ち込まないようにしている。減めり張はりが効いてていいじゃないか、と南泉は言う。同感だ。



　理知的でいつも冷静な南泉が、自分の前でだけ秘かに見せる情熱。とまどいつつも受け入れたそれは、同居を始めた今では確実に、自分の中で幸福感として育ちつつあった。



「南泉、さっきは言いそびれたけど――っていうかとても喋れる状態じゃなくて、言えなかったけど」



「うん？」



　灯りをつけなかったことを後悔しながら、顔を近づけ真剣な眼で南泉を覗き込んだ。



　貴様の顔が見たい。



「……俺も一緒だ。愛してる。貴様を」



　暗闇の中、南泉の目が大きく見開かれる。俺も好きだと言ったことはあったけれど、愛という言葉を使ったのは初めてだった。



「よく聞いておけ。こんなこと何度も云わん。自分でも不思議だけど……最初は余計な世話だとばかり思っていたが、今では……貴様がずっと俺を見てくれて、……大事なときに傍にいてくれたこと……、良かったと思う」



「ミツ……」



「もっと思い返すとさ、昔大っ嫌いだと言ったこともあったが……」



「うん、それもはっきり覚えてる」



　塩からい過去を思い出し、二人ともに苦笑して鼻息を漏らした。



「まあとにかく今はさ。貴様が嬉しそうにしてるとこ見ンのが、一番嬉しい。貴様の喜ぶ顔が見たいんだ。……それってどういうことかなって考えたら、俺の中で『そういう気持ち』なんだっていうことが、いよいよ腑に落ちた。



　貴様が俺を愛してくれるから好き、とか、そういうのじゃなくて。



　さっき言ったのは俺の、心の奥底から出てきた気持ちなんだ」



　南泉はしばらく感極まったように黙り込んでいた。



　やがてその手が伸ばされ、実充の頬を温かな両掌が包み込む。



「……ありがとう、ミツ。嬉しい。ずっと私が追いかけてきたから、お前が情に絆されて、折れてくれているのだとばかり。



　お前の口からそんな言葉聴けるとは、思っていなかった」



「うん。だからさ――死んだら小指を預けるとは言ったが、生きてる限りは、ずっと一緒にいてくれ。……お互い何処で死ぬとも分からん身だが、俺は、この世に在る限り貴様の傍にいたい」



　布団の中での、くぐもった告白。



　……少々恥ずかしさはあるが、素直な心境を口に出せて良かった。



　一緒に墓参りをし、南泉を先祖に紹介したことは一つの契機だった。



　暗闇に慣れた眼は、南泉の瞳にゆらめく水波を捉えていた。



「ああ――約束するよ。ずっと一緒だ。共に生きよう」



　こいつ俺がこんなこと言ったら多分また転属のとき、同じ場所に赴任するため軍務局の人事に根回ししまくるんだろうな……、と思うと少し笑える。



　今度は実充のほうから積極的に唇を重ねに行く。舌を差し出して南泉の舌を捕まえ、押し当てて絡めた。



　たっぷりと濃密な口づけを交わしあったあと、実充は付け加えた。



「それからさ、さっきみたいにぐちゃぐちゃにされんのも、俺好き……なんだ。貴様になら」



「……おい、まいったな」



　南泉が髪をかき上げながら呆然と呟く。



「？」



「そんな風にせがまれたら、もう手加減できないじゃないか」



「え……手加減、してたの？　……いや今からじゃなくて！『また次もしような』って意味で。そろそろ晩メシ…」



　くるりと体の上下を入れ替えられ、組み敷かれる。南泉の牡が急激に息を吹き返し、実充の臍の下を妖しくつついてきた。



「晩メシなどどうでもいい。昂らせるお前が悪いよ、ミツ……もう今晩は寝かせない……一晩中抱く」



「!?……っ、ん、ぅあっ……こら、南泉……！」



　明日も勤務……と咎めるために口走った台詞は、その瞬間腰を抱え上げられ猛った屹立を後ろへねじ込まれたがために、語尾がふにゃりと柔くなってしまう。



「あ、ぁっ……、……っ……また……そこ、入っ……」



　反射的にずり上がり、切羽詰まって南泉の腕を強く掴んだが、肉筒の狭さをものともせず一息に推し進んでくる質量は、抗いがたいほどに熱くて、気持ちよくて。



　抗議の声を上げかけたはずなのに、最奥へ届くころには無意識にきゅうきゅうと締め付けてしまっている。



　南泉は膨らみきった雄の先で、実充の前立腺の裏を強かにこすり上げてきた。官能が背すじを震わせる。思わずはしたない声が漏れてしまった。



「あ……ぁんッ」



「実充。中、気持ちいいか？……凄くヒクついてる」



「ん、いいっ……、奥……ぃい……っ」



　理性さえももう保てない。



　いつの間にか南泉の二の腕に爪を立て、腰を揺らめかせていた。



　――まぁ、いいか。



　幸せそうな貴様の顔、俺もずっと見ていたいし。



　繋がりが深まれば深まるほどに、温かな歓びが身と心を満たしてゆく。



　突き上げが始まれば、荒波のなかを彷徨う小舟のような感覚に襲われる。



　けれど南泉の腕にすがる今は、それすらも心地よい揺れに感じられた。



　唇を貪り合い、幾度も共に、昇りつめる。



　愛され、そして自分も愛を返すことで幸福感は二重に得られるのだと、実充は改めて気づかされていた。







＊＊＊







「腹が減ったし、晩メシ食いそびれたし、腰は痛ぇし！」



　翌朝。



　……とはいえ本当に勤務に穴をあけるわけにもいかず、実充は起き出してぶつぶつ言いながら洗面を済ませる。



　台所では南泉が珈琲を入れていた。実充はここへ来るまで日常的に珈琲を飲む習慣はなかったが、南泉が地元の横濱で閉店したカフェから買い取ってきたドリップ器により、二人暮らしの朝食はがぜん洋食化していた。週に二度、掃除のために雇っている家政婦が、パンを近所の洋食店から仕入れてきてくれている。パンのない日は朝食用に握り飯と味噌汁が用意してあるので珈琲はやめて、南泉がガスこん炉で味噌汁を温める、という段取りである。昼飯は将校用食堂、晩だけは外食がちになるが、幸いにしてこの建物は通りに面しているため寿司屋、蕎麦屋、牛めし屋、天ぷら屋と選択肢は幅広い。



　面倒なので皿は使わない方針の二人である。パンに鉄杭を突穿しこん炉で炙る。家の中なのに野戦仕様だ。



　そうして温めたパンをかじり珈琲を啜ったのち、玄関わきの鏡の前に立って詰襟のホックを嵌めた実充は唸り声を上げた。　



「おい南泉！　ぎりぎりじゃねえか!!」



「何が？」



　仁丹歯磨剤を歯ブラシにつけながら南泉が奥から問う。実充は首を傾けて見せた。



「ここの痕だよ!!　こうやって傾けると案の定丸見えじゃねえかどうしてくれやがる……」



「一日中首をすくめておくんだな」



「一日じゅうこんな肩怒らせて歩けってのかよ！」



「済まんすまん、まさか出勤すると言い出すとは思わなくてな」



　全然悪いとは思っていないような口調で南泉は答え、歯ブラシを咥えた。



「月曜日だぞ！　支那課は会議があるのに休めるわけねえだろ」



　肩が凝ってきたので実充は首を回し、南泉が歯磨を終えるのを待った。昨夜はなんだか燃え上がったが、日が改まればいつもの調子である。



　着替えをはじめた南泉と入れ替りで歯を磨き髭を剃る。髪は外地勤務時代よりも短髪にしているが、これは単に床屋に行ける時間が取れるようになっただけのことだ。



　いっぽうの南泉は前髪も後ろも相変わらず長くしている。軍規違反もいいところであるが、駐在武官職は頻繁に海外勤務をこなすため長く伸ばすことを許されているのだ。



（軍の規定では当然ながら丸刈りかそれに近い短髪となるが、諸外国（とくに欧米）では『丸刈り』は囚人の髪型とされているため、外交折衝に支障を来す、との懸念からである。）



　……もし転属になってまた丸坊主にしなければならなくなったら、こいつまさか退役するとか言い出すんじゃねえだろうな……、と実充は思いながら南泉の秀麗な横顔を眺めた。



「おいところで南泉」



　……南泉が軍衣の釦を止め終えたのを見計らい、少々ぶっきらぼうに呼びかける。



「ん？　なんだ？」



「今日、貴様誕生日だろ」



「えっ!?」



　榛色の眼が大きく見開かれる。



「何で驚くんだよ違うのか？」



「いや、合ってる。今日だ――すまん覚えてくれてると思わなかったから」



　驚きから、嬉しそうな笑みへと表情を変化させた南泉の、その胸に軽く掌をあてた。



「おめでとう」



　ありがとう、と掠れ声を出した南泉につま先立ちで唇を重ねる。



「本当は俺、貴様に何か形のあるものくれてやろうと思って、ずっと何がいいか考えてたんだ。昨日の墓参りの帰りに何か買うかなって。



　だけどよく考えたら貴様の持ち物って全部高級品ばかりだし、正直、俺の安月給で何か貴様の欲しそうなもの買えるかどうかって……、思いつかなくてさ。結局何も用意してなくて、すまん。今さらだけど何か欲しいものあったら言ってくれ」



「いやいいんだ。特に欲しいものなんて……あ、でも」



　南泉は、口元に手をあてて斜め下を向き、何か考えるように暫し黙っていた。



　やがて榛色の瞳がやんわりと、実充を捉える。



「我儘言うようだが、ミツ、お前が身に着けてるものが欲しい」



「身に着けてるものってまさか褌ふん……この変態……」



「いやそういう意味じゃない」



「だ、だよな、いくら貴様でもまさかと思ったんだ。いや冗談だけどさ…」



　実充は自分の軍衣一式を見下ろして考え込んだ。



「うーん……身に着けてるものを貴様にやるのは別にいいんだが、そうだなぁ、所属の襟章とかっていうわけにはいかねえし」



　南泉が柔らかく笑い、さりげなく腰に手を回してくる。



「――こうしないか。互いの持ち物を交換するんだ。私はお前のものを身に着け、お前は私のものを身に着ける。だって結婚指輪をするわけにはいかないだろ、だからさ――」



　結婚指輪の習慣は大正期には普及していたが、お互いに独身の軍人どうしで指輪をするわけにはいかない。南泉のいう持ち物交換とは、結婚指輪の代わりに、ということなのだろう。



「……うん、いいなそれ」



　実充も大いに賛成だ。互いのものをいつも身に着けていたらきっと安心できるし、そばにいるように感じられる。今まで疑ったり不安に思ったことは特になくとも、南泉がそのように考えているのは自然と理解できた。



　以前なら妙な男の意地で「よせやい」などと返答してしまっていただろうが、今はじわりと、自分の胸にも得心が広がっていた。



　最初、白手套か軍服の釦ボタンか、と考えたが手套はすぐに痛むし、釦は付け替える手間がいる。



　ならば、と実充は腰の釣鎖に手をやった。



「それなら、釣鎖はどうだ？」



　釣鎖グルメットは軍刀の鞘と、剣帯を結びつけるための長さ三〇㎝ほどの金属鎖チェーンのことだ。以前は騎兵将校のみに許された装備品だったが大正時代に入ると他の兵科の将校らも真似しはじめ、昭和初期のこのころにはほとんどの若い将校が着用していた。



　軍装品に関してとくにこだわりはない実充ですら、右へ倣えということで任官後から釣鎖を着けている。身に着けはじめると適度な重みと鎖の揺れる音が心地よくもあり、将校間で流行るのも肯けた。



「――と思ったけど、貴様の釣鎖グルメットは高級品だろ。俺の普通のと交換しちゃまずいよなやっぱり……」



　南泉の釣鎖は光沢からして違うのだ。たぶん材質も違うに決まっている。



　遠慮しようとすると南泉が手を重ねてきた。



「いや、これがいい。値段なんかどうでもいいんだ。実充、私の釣鎖と交換してくれるか？」



　真剣な眼差しと、強く握られた手の熱さに、南泉の真摯な想いと覚悟とを感じた。



　二人は互いの剣帯から釣鎖グルメットを外して交換した。実充の釣鎖をベルトに付けた南泉は、姿見の前で顔を綻ばせ、幸せな表情を隠さない。



「……本当にそんなもんでいいのか？」



「ああ、嬉しい。ありがとう実充」



　切れ長の瞳が優しく細まる。



　皮肉屋で冷笑家だった男が、いつの間にかこんな風に笑うようになったものだな……、と実充はふと思った。……相変わらず先鋭的な思考の持ち主なので『カドが取れた』とかいうのとは違う気もする。表情が豊かになったために『人間味が増した』という表現が、一番当てはまるだろうか。



　ただ実充は生来の鈍感ゆえ、自分がそばにいるヽヽヽヽヽことが、南泉郁巳の殻を壊し、彼を少しずつ人間味豊かに変えている……ということを自覚するまでには、至っていないのだが。



　実充の剣帯の下でも、南泉の釣鎖グルメットが揺れている。



　少々長めだが、まぁいいか、すぐに慣れる。



　実充の視線の先に、南泉の柔らかい微笑みがあった。



　南泉は不意に膝を折り、下から実充の手を持ち上げるように押し戴いた。



「一生お前を守ると誓う。だからお前も、もう一度誓ってくれないか実充。私と生涯、この心を……想いを分かち合うと」



　お伽話の中の忠誠の儀式のように、南泉は実充の手の甲に口吻くちづけた。



　実充は頬が紅潮するのを自覚しながらも、深く肯く。



「たとえこのさき任地を異にしようがどうなろうが、俺は貴様の想いだけを信じて生きる。陸軍軍人として歩む限り、貴様の釣鎖をいつも肌身離さず身に着ける。これは俺と貴様の、二人だけの誓いの証だ。魂はいつでも、貴様と共にある――」



「……人生最高の誕生日だ」



　南泉の述懐に、吹き出しそうになる。



「大袈裟だな、何もしてやしないのに」



「でもお前の誓いをもらったよ――この上なく幸せだ。ありがとう、ミツ……愛している。これからもずっと」



　立ち上がった南泉と、隙き間なくきつく抱擁しあい、熱く唇を重ねた。



　……礼など要らぬ。礼を言うのはおれの方だ。



　南泉。俺をこんな暖かい気持ちにさせてくれてありがとうな。貴様がいなければきっと俺は、こんな風に人を愛する悦びも、人から愛される倖せも知らぬまま、殺伐の日々をただがむしゃらに生き、脇目もふらずに狭い軍人の道のみを突き進んでいただろう。貴様のおかげで俺は、俺の中に眠っていたこんな豊かな感情に気づくことができたのだ。



　壁の時計がふと眼に入り、慌てて体を捥ぎ離す。



「ひぇ、まずい、遅刻するぞ」



「……続きは帰ってからしような」



　南泉の唇が名残惜しげに、こめかみに落ちてくる。実充は玄関に脱ぎ捨ててあった軍靴ブーツを立てて片脚ずつ突っ込んだ。玄関扉を派手に開けて、振り返る。貿易会社ビルの四階。東に面した階段の腰高窓から、眩しい朝日が差し込んできた。



「行くぞ南泉。火の始末よーいかァ」



「火の始末ヨシ」



「戸締りはよーいかァ」



「戸締りヨシ」



　ここぞとばかりに南泉に復唱を強いる。



「よし本日も三宅坂まで六キロ行軍で速駈けだ！　落伍するなよッ」



「またそれか、全く走るのが好きだな歩兵ってヤツは単細ぼ」



「はぁ聞こえんぞ貴様、復唱せんかァ」



「ハッ三宅坂まで歩度六キロで速駈け致します。しかし円タクを発見した場合には円タクを呼び止めた方が無難かと推度する所であります」



「誰が私見を述べよと言ったか馬狂バキめ、まったく骨の髄まで楽することしか考えておらん！」　(※馬狂バキ……騎兵の蔑称)



　貶し合いつつ、小気味よい革長靴の靴音を響かせつつ。



　二人は仲良く今日も朝の喧騒にぎわいの中へ駆け出して行くのだった。







〈新緑とグルメット〉　了

















おまけ　蜜の衝動――１９２０年







　陸軍士官学校では毎年、大規模な野営訓練を富士山麓の広大な演習場で行う。



　幼年学校(一四歳～)時代には、野営訓練といっても完全装備で行われることは少なかったが、陸士ともなると演習も本格的になってくる。



　鉄帽ヘルメット、背嚢、毛布、円匙、双眼鏡、冬用綿入外套、弾薬盒、小銃、弾薬実包、飯盒、米、水筒など三〇Kgを超える装備品をかついで与えられた指令どおりに行軍し、ときには仮想敵の陣営に近づいて敵情視察し(将校斥候訓練)、地形や敵陣を戦術的に把握し、私見を織り交ぜた報告を教官へ上げなければならない。



　また、装備を担いだまま一睡もせず夜通し山道を走らされるなどということもザラで、現代の消費カロリーでいえば一日五〇〇〇Ｋ㌍、連日フルマラソン以上の運動という計算になる。



　この陸士時代の地獄のような訓練に比べれば、幼年学校時代の駈歩訓練などはまだまだ『遠足に毛が生えたようなもの』だった。



　野営演習中のメシは「干物と梅干と飯盒炊爨で炊いた米」が基本で、飯盒炊爨は飽きるほど経験してきている陸幼卒ＣＡＤＥＴ組が、手馴れていない中卒組に対しテキパキと指示をするなどして、手早く済ませる。



　四号炊きの飯盒にてんこ盛りに炊いた米をものの数分で平らげ、夜は(寝られるときは)綿入外套と毛布にくるまって三々五々の雑魚寝である。







＊＊＊







　……ある野営演習時の深夜、実充はふと目を覚ました。



　――重い。



　走り通しで疲れているので普段なら朝まで泥のように眠りこけるはずだが、なにやら体が金縛りにあったように重いのだ。おまけに息苦しい。



「!?」



　――思わず、声を上げかけた。



　自分の体の上に覆いかぶさり密着している物体がある。



　暗闇なので最初は、熊か猪か、なにか野生動物に襲われているのかと思った。　



「シ。声を上げるな」



　不意に耳元で低い声が囁き、その物体がいつもの男であることが知れた。



　―――南泉は、実充の毛布の中にむりやり潜り込んできていたのだ。



　すでに南泉の手は実充の軍袴のベルトを解き、袴下越しに実充の中心を撫でさすっている。



「……ちょっ」



　キサマ何やって……、と云いかけた唇を柔らかく塞がれる。



「んんっ」



　自分の瞼の上を、南泉の長い睫毛がさわさわと撫でる。



「大丈夫、誰も起きてない。みんなくだばってる」



　実充のモノを袴下越しに愛撫して高めてゆきながら、南泉士官候補生は至近で悪戯っぽい微笑を浮かべた。



　――ああ……。こいつ疲れすぎて頭がどうかしちまったのかな……。



「な、なにが大丈夫なんだよ……触んな退きやがれ」



「ミツ……」



　顔をそむけると、南泉の囁き声が耳朶を撫でる。



「責任とれよ」



「責任？」



「……お前の寝顔見てたら……勃ってきたんだよ」



「！　勝手に人の寝顔見ておっ勃てやがって……知るかそんなの……！」



「大丈夫、みんな疲れてるから朝までぐっすりだ。とはいえ流石にこんなところで突っ込むわけにはいかないから股でいい、股貸せよ。足閉じてろ」



「はぁッ……!?」



　南泉はすでに毛布の中で下帯を解いていたようだ。逞しく育ちきった物体が実充の股間に押し当てられ、太腿の隙間に押し込まれた。嫌がる瞼と頬を、そして唇を、再び吸われた。就寝している同期たちに悟られないよう毛布を被って、吐息を殺すようにして施された口づけは、やわらかく背徳的な香りがした。







　汗に湿った体をぎゅうと抱きすくめられた。南泉の体温は、殺伐とした教練の日々の中で久々に感じた人肌のぬくもりであった。実充は不覚にもその温かさに安らぎを覚えてしまった。



　訓練の緊張で知らずのうちにこわばりの抜けなくなっていた体は、そうして優しく撫でられるうちにときほぐされて、いつしか実充も自分が欲情していることを悟らざるを得なくなった。



「勘弁してくれ……おれは……、寝てぇ……んだよ……あっん……」



　自覚に逆らおうと絞り出した懇願は無視され、南泉の逸物が、実充の股間で淫らに蠢動しはじめた。はふ、と、南泉の気持ちよさげな嘆息が耳をくすぐる。実充の其れもまた愛撫を借りて既にむくむくと成長しており、蜜吐くあの一瞬の悦びを求めていた。



　一刻一秒でも長く寝たい。……はずなのに。



　欲に正直な己の体に恥辱を感じつつも、実充はもう、（しょうがねえなぁ）といくぶんか優しい気持ちになって南泉の若々しい雄に手を伸ばした。南泉は実充の股を借り、実充の鎖骨にずりずりと額を擦りつけて蠢いている。その思い詰めた様子を見ていると、自分には未だ実感のない『人を愛する』という抑えの利かぬ衝動が、南泉の裡には灼然と存在しているのだということは理解できた。耐えて耐えて耐え兼ねて、本能が理性を上回った末の行為だということも偲ばれて、何だかもう迂闊にも、怒りなどどこかへ失せてしまったのだ。



　実充はそっと手を添えて射出を手伝った。南泉の雄はゴム製の『鉄兜』に包まれていた。



　唇を貪り合いながら互いのものを扱き、高め合い、我を忘れる。



　同期の誰かが起きないかという不安と隣り合わせではあったが、抗うことをやめた躰は疼き火照り、もう峠を迎える以外には鎮めることができそうにない。



「……ッ」



　南泉が痙攣するように欲望を解き放ち、実充もそれに続いた。



　陶酔感と自己嫌悪の波が襲ってくる。



　官能の底知れない海を漂う。



　南泉の体を素早く押しのけようとしたが、南泉は実充の上からなかなか退こうとはしなかった。



　仕方なく、されるがままに抱擁される。



　……いや、実充もいつのまにか南泉の体に手を回し、その熱をもっと肌の奥へと得ようとしていた。



　間近で、秋の虫の声がしていた。



　不意にぐおお、フガ、と大きな鼾いびきが聞こえ、二人は声を殺して笑った。



「……誰だあの酷い鼾」



「……赤羽だろ」



　星の高い夜が、更けていく。







　陸幼～陸士にかけての南泉とのこうした関係は、二十代の実充にとってはあくまでも「若気の至り」という認識であった。男ばかりの世界に生きて俺も少々麻痺してたのかなあと任官後には回想し、それで納得することにしていたのだ。



　ところが十代の半分以上を過ごした陸幼陸士の想い出のなかで、やはり大半を占めるのはその南泉ヽヽなのだ。……いつのときも、最初に思い出されるのは南泉だった。



　最初は嫌がっていたけれど最後のほうはまんざらでもなかったんだろお前……、とのちに図星をさされて嚇怒するわけだが、じっさい実充は思い返せばあのころの……十代後半の自分のなかに、すでに南泉を受け入れるための土台は出来ていたのだろうなあ、ということを、今となっては自覚せざるを得ない。



　南泉の抑えきれぬ恋情を領会りょうかいし、その熱いものを自分の掌で包みにいったあの瞬間とき――もしかしたらもう自分は(口では否定しながらも、)南泉といつか、こんな風に肩を並べて生きていく日が来ることを、心の奥深くでは予感していたのかもしれない。







〈蜜の衝動〉　了













おまけのおまけ　北京時代の話







　武官府へ戻ってきた黒部が珍しく資料を叩きつけ憤慨している。報告書を作成していた実充は顔を上げた。



「一体如何どうした」



「南泉中佐に『もっとましな地形図を持って来い』と散々嫌味を言われました。無理難題であります、測量の専門もおらずこの少ない人数で、しかも直隷省の地形ならともかく山東や河北の精細地理をどこまで網羅しろと？　市中で手に入るのは現地民が書いた測量もくそもないデタラメな地図ばかりだってのに！」



「貴様もやっと分かってきただろう、奴の横暴さが」



「ええ。大尉殿、それで折り入ってお願いが。例の便衣隊から済南以北のもっと精細な地形図を手に入れているのでしたら提供して欲しいのであります」



「……そんなもなぁねえよ」



「お願いします大尉殿！　自分、明日までに国民党主要四軍の現在位置まで書き込んで報告書出さないと中佐に酷いことされる……」



「本当か？」



　黒部は蒼白だ。実充は胸中で「酷いことって何だよ……」と訝いぶかりながらも鍵つきのキャビネから分厚い紐綴じ資料を取り出す。事務所内に人がいないのを確認し、紐をほどいてその中の一枚をそっと抜き出した。



「……昨年国民党員から手に入れた貴重な地形図だがあのころとは随分情勢も変わったしな。まさかここで生きるとは思わなかったが仕方ない、切羽詰まっているようだし、貴様にくれてやる」



「大尉殿！　やはり持っていらしたんでありますか」



　繁体字で細かい地名と等高線が記された地形図を手に、黒部はぶるぶると打ち震えた。



「凄い……」



「出所は革命軍だから間違いはない地形図と思うが。隠し持っていて済まなかったな……別に貴様を信用してなかったわけじゃないんだが、なけなしの一枚でつい惜しくてな」



「本当に出てきた、中佐の言ったとおりだ」



「……は？」



「『脅された』と言えば大尉殿は隠し持ってる地形図の一枚や二枚ぐらいは出してくれるだろうから、と。『自分の手持ちの地形図を模写する暇がないなら提供してもらえ』と言われたんであります。……大尉殿の優しさありがたく受け止め大事に使わせてもらいます！」



「あッ……あの野郎また俺を利用しやがったな……返せ黒部！　自分の手持ちのやつを模写しろよ！　徹夜でッ！！」



「すみません時間がないため失礼するでありますッ(脱兎)」







　※コピー機ない時代だからね……。南泉氏は実充のキャビネの中身も把握済。隠し持っててもムダ。黒部は皆に可愛がられてる

















おまけのおまけ　ジャンクの思い出（陸幼編）







　土曜の夜、自習室には米の炊ける匂いが漂い出した。赤羽が炊いたのだ。



「おいメシが炊けたぞ。食う奴は並べ」



「ストーブ炊爨か」



「貴様こういうときだけ手際がいいのう」



「塩あるか、塩」



「梅干ならある」



　陸幼も最上級生ともなるとジャンク(持ち込み食い)も、し放題である。ツワモノになると自習室のストーブに飯盒を置いて米を炊き、同期に売り歩いた。



「一杯５銭な」



「カネ取るのかよ……」



「梅干しと物々交換でどうだ」



「分かった。茶碗貸せ」



「おほーうまそう」



　そこへ週番の南泉が戻ってきた。



「窓を開けろ、馬鹿ども。焦げた匂いが廊下まで充満している。今こっちにオヤジが向かってきている。バレたら全員連帯責任で外出禁止だぞ」



「ヒエッまずい」



　数名が慌てて窓をあけに行き、寒風が吹きこんで来て全員「さむっ」となる。せっかくストーブを焚いているのに赤羽の馬鹿な行動のせいで部屋が一気に冷えた。



「扇げ、空気入れ替えろ」



「フタ閉めろ、飯盒隠せ」



「茶碗もだ」



「あっバカ実充！」



「どした」



「梅干こぼした～」



　梅干を入れていた壺を倒してしまいコロコロと小梅が数十個床にちらばった。



　慌てて拾い集めるが廊下から生徒監の足音が聞こえてくる。絶対絶命だ。



　南泉が飛んできて一緒に拾うが落ちたものを壺に戻すのは躊躇われる。かといって屑入れは部屋の隅だ。



　拾った梅干しの処理に困った実充は右往左往したのち、思わず十粒ほど口に入れた。スッパイ。



　南泉は振りかぶり窓から捨てようとしたが次の瞬間、蒲田が窓を閉めたため、やむなく軍袴の隠しに小梅を入れ席に戻る。



　ほぼ同時に今井生徒監が自習室を覗いた。



「真面目にやっとるか！　なんだ寒いな。窓を開けておったか」



「は。赤羽の放屁が臭すぎたのであります」



　南泉がさも忌々しげに答え数人がグッと笑いをこらえる。オヤジは嫌そうに鼻を摘まみ



「赤羽、毎日糞が出ンなら医務室行って蘆薈錠もらえ！」と言い放ち隣室へ去った。



「オヤジめクソは毎日出ておるわ！」



「南泉、貴様の機転で間一髪助かったぞ」



「実充、手出せ。梅を洗面所で洗ってこい。……何を泣いてる？」



　南泉は隠しから出した小梅をぽとぽと実充の掌に載せた。そうだ冷静に考えたら隠しポケットがあった。



「オヤジは行ったか。よしメシにするぞ、蛤はまぐりの佃煮(高級品)がある」



「蛤！」



「佃煮！」



「南泉様！」



　…隠れて食う米は途轍もなく旨かった。ジャンクは茶目時代の良き想い出である。

















おまけのおまけ　小ネタ集より(駄文で失礼します)







南泉家にて



苑子「郁さんあなた、近ごろ実充さんと同棲しているんですって？」



郁巳「な、なぜそれをご存じで……声が大きいですよ」



苑子「わたくし、あなたが波蘭だかに行っておられる間に実充さんを色々と連れ回してしまったので、お礼とお詫びを兼ねて先日かすてら・・・・を持たせましたの。榎本に。そうしたら実充さんの下宿に違う方が住んでいらっしゃったって聞いて、びっくりですわ」



郁巳「……」



苑子「それで榎本がその方から実充さんの新住所を聞き出してきたのだけれど。よく見たら、あなたの所じゃない」



郁巳「一昨日だか帰宅した際に、かすてらの包みがドアノブに吊り下がってたのは、それだったんですね……。情報漏洩元はまたしても黒部か……」



苑子「祝言も上げてないのに同棲なんて破廉恥ですこと！」



郁巳「祝言って……。僕ら男同士ですよ？」



苑子「実充さんに白無垢着ていただいて写真だけでも撮ったらいいじゃない。多分、あまり違和感ないと思うのよね～」(←姫扮装のときの奇跡の写真は見たことある)



郁巳「ブッ(コーヒーをこぼす)、また無責任なこと言って……陸軍軍人ですよ？　白無垢着てくれなんて言ったら殺されます。いいんですよ、形式なんてどうでも……(白無垢かぁ)」



苑子「冗談に決まってるじゃない。でも郁さん近頃幸せそうでわたくしも嬉しいのよ。実充さんが北京に赴任なさってからずっと廃人みたいだったじゃない？　……ねえ聞いてる？」



郁巳「（白無垢着せたい）……」







⑨



参謀本部・朝（同棲前の話）



南泉「おい実充なんだその恰好」



実充「あん？　何って普通の軍服だが」



南泉「こないだ新調してやっただろう、なんで前のやつ着てきた(超絶野暮ったいってあれだけこき下ろしたのにまだそれ着るか……)洗い替えが欲しいならもう１式揃えるか」



実充「そうじゃなくて、あれ着ると……れんだよ」



南泉「なに？」



実充「だからぁ、あの新しいの着るとちょいちょい皆に触られんだよ…ケツ、を」



南泉「な、に…？（お前のエロ尻、参謀本部員ほぼ全員の性癖に）刺さってしまったのか…!?」



実充「はあ？　刺さる？　触られるって俺言ったんだが(困惑)」



南泉「……あのな、いいか、無防備すぎるんだ。隙がありすぎるんだお前は。『何人たりとも尻には絶対触らせない』という強固な決意とオーラを全身から醸し出すことが大事なんだ分かるか」



実充「そんな気ィ張って歩くの俺面倒だもん、いいよまたしばらくこの古いほう着るから(コレ着てるときは誰も触って来ねえし)」



南泉「そんなの、(私の性癖に)刺さらないだろうが！　せっかくの楽しみが！」



実充「貴様なに朝から興奮してんだよ。(声を低める)……それに別に貴様、お……お、俺の尻なんか軍服越しじゃなくてもみ、見られるだろ……(照)」



南泉「ゲフンゲフン(もうあかん)。空き会議室行くぞ……」



実充「（やべー案の定おっ勃てやがった……）」

























あとがき







　番外編集をお楽しみくださいまして、誠にありがとうございました。



　本編でとうとう最後までちゃんとデレなかった（苦笑）超ツンな強気受けである実充が、この番外編集ではお話が進むにつれ心の殻を脱いでようやくデレてくれて、作者としても一安心です。本編は内容が内容だけにあまり実充のデレ要素を入れる余地がなく、最後まで硬派なまま終わってしまったので、改めてＢＬを意識して書きました。掌を返したように色々遊んでもみましたので、本編とはずいぶんテンションが違うお話もありギャップに驚かれた方もおられるかもしれません。



　この番外編集は『箸休め』でありながらその後の続編としての要素も持たせてあります。本編での二人の活躍を読んで「続きが読みたい」と思って下さった方々にぜひ届けば良いなと思っております。



　本編のあとがきに書き忘れましたが、軍人ものは書きたいが戦争モノにはしたくなくて、満州事変前の戦間期を舞台に選んだのでした。なので時代的なキナ臭さはあるものの戦争モノのような悲愴感は一切ありません。『軍縮期で軍人は肩身が狭かった』と作品内に記述があるように、まだ戦争してない平時の陸軍さんを書きたかったのです。



　ちょうど「新緑とグルメット」の後年あたりから満州事変やら激動の戦時下へと突入していくわけですが、そのあたりを書くと悲愴になってしまいますのでそういった戦時中の続編を書く予定はありません。二人はきっとこの後も愛し合いながらしぶとく、たくましく、そつなく生き延びていってくれることと思います。



　軍服が好きすぎてこの番外編を量産するうちに、こちらだけで一二万字を超えるような代物になってしまいました。同期たちや北京時代の同僚もまじえ、書いていて本当に楽しかった作品集です。よろしければ本編ともどもご感想などお聞かせ願えたら嬉しいです。







　本編に引き続き、番外編集も倉津様に別バージョンの素敵な表紙を描いていただきました。また電書化に際し手取り足取り教えてくださった三谷玲様にも、この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。
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